
【
名

称
】
大

学
教

育
改

革
地

域
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
1
2

in
 同

志
社

大
学

【
日

時
】
平

成
２

４
年

７
月

２
２

日
（
日

）
１

３
：
３

０
～

１
６

：
４

０
【
テ

ー
マ

】
・
学

修
時

間
の

増
加

・
確

保
は

、
実

際
に

社
会

で
役

立
つ

学
び

に
つ

な
が

る
の

か
・
大

学
の

学
修

の
内

容
と

時
間

を
教

員
・
学

生
・
経

済
界

は
ど

う
考

え
て

い
る

の
か

第
1
2
回

大
学

教
育

改
革

地
域

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

結
果

大
学

の
学

修
の

内
容

と
時

間
を

、
教

員
学

生
経

済
界

は
ど

う
考

え
て

い
る

の
か

・
学

修
時

間
を

増
加

・
確

保
し

大
学

で
の

学
び

を
深

め
る

た
め

に
何

を
す

べ
き

か
【
形

式
】
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（
モ

デ
レ

ー
タ

ー
）

山
田

礼
子

氏
（
同

志
社

大
学

社
会

学
部

教
授

）
（
パ

ネ
リ

ス
ト

）
常

盤
豊

氏
（
文

部
科

学
省

大
臣

官
房

審
議

官
（
高

等
教

育
局

担
当

）
）

圓
月

勝
博

氏
（
同

志
社

大
学

文
学

部
長

）
吉

田
進

氏
（
株

式
会

社
エ

フ
エ

ム
京

都
代

表
取

締
役

社
長

）
山

本
恵

美
子

氏
（
株

式
会

社
富

士
通

シ
ス

テ
ム

ズ
・
ウ

エ
ス

ト
）

D
an

ie
l

K
e
lly

氏
（
同

志
社

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

国
文

学
専

攻
）

D
an

ie
l

K
e
lly

氏
（
同

志
社

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

国
文

学
専

攻
）

朱
虹

氏
（
同

志
社

大
学

大
学

院
社

会
学

研
究

科
教

育
文

化
学

専
攻

）
中

村
政

之
氏

（
同

志
社

大
学

法
学

部
法

律
学

科
）

(総
合

司
会

)
勝

山
貴

之
氏

（
同

志
社

大
学

学
習

支
援

・
教

育
開

発
セ

ン
タ

ー
所

長
）

【
参

加
者

】
2
0
9
名

（
学

生
：
6
6
名

、
大

学
関

係
者

（
教

職
員

）
：
1
1
2
名

、
そ

の
他

：
3
1
名

）

【
パ

ネ
リ

ス
ト

の
主

な
発

表
内

容
】

○
主

体
的

な
学

び
を

促
進

す
る

た
め

に
、

大
学

が
養

い
た

い
能

力
を

整
理

し
、

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

や
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

作
り

、
目

標
を

具
体

的
に

与
え

る
こ

と
で

学
生

の
動

機
付

け
を

し
て

い
く
こ

と
、

教
員

間
で

共
通

理
解

を
形

成
す

る
こ

と
が

重
要

。
ま

た
、

T
A

や
R

A
に

よ
る

学
生

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

整
備

や
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ
と

い
っ

た
学

生
の

学
び

の
場

づ
く
り

も
重

要
。

○
学

生
は

、
授

業
１

回
あ

た
り

に
支

払
っ

て
い

る
授

業
料

の
価

値
が

な
い

と
思

っ
た

ら
授

業
に

出
ず

に
ア

ル
バ

イ
ト

で
も

し
て

い
た

方
が

得
だ

と
考

え
る

。
教

え
る

側
も

そ
う

い
っ

た
責

任
感

が
必

要
。

○
企

業
で

は
、

入
社

し
た

ら
即

戦
力

と
し

て
活

躍
し

て
も

ら
い

た
い

の
で

、
大

学
で

は
、

課
題

形
成

力
、

問
題

解
決

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
っ

て
ほ

し
い

。
○

社
会

に
出

る
と

様
々

な
人

の
意

見
を

円
滑

に
ま

と
め

て
い

く
コ

ミ
ニ

ケ
シ

ン
力

や
フ

シ
リ

テ
シ

ン
力

が
○

社
会

に
出

る
と

、
様

々
な

人
の

意
見

を
円

滑
に

ま
と

め
て

い
く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
や

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
力

が
必

要
。

大
学

で
は

課
題

解
決

型
の

学
修

や
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
を

通
じ

て
そ

う
い

う
力

を
養

い
た

か
っ

た
。

○
日

本
の

大
学

に
来

て
驚

い
た

こ
と

は
、

学
生

が
専

門
分

野
に

興
味

や
熱

意
を

持
っ

て
お

ら
ず

、
学

修
す

る
意

義
が

見
出

せ
て

い
な

い
こ

と
で

あ
る

。
米

国
で

は
３

年
次

に
専

攻
を

決
め

れ
ば

い
い

の
で

、
２

年
次

ま
で

の
間

に
広

く
自

ら
の

興
味

を
追

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
日

本
の

学
生

が
勉

強
し

な
い

の
は

３
年

次
か

ら
始

ま
る

就
職

活
動

も
原

因
。

ア
メ

リ
カ

で
は

新
卒

一
括

採
用

が
な

く
３

年
次

は
学

修
に

専
念

し
就

職
活

動
は

一
般

的
に

４
年

次
の

後
半

か
ら

本
格

的
に

始
め

る
。

く
、

３
年

次
は

学
修

に
専

念
し

、
就

職
活

動
は

般
的

に
４

年
次

の
後

半
か

ら
本

格
的

に
始

め
る

。
○

ア
メ

リ
カ

の
大

学
で

は
日

本
に

比
べ

て
シ

ラ
バ

ス
が

整
理

さ
れ

て
お

り
、

毎
週

の
課

題
等

が
必

ず
明

記
さ

れ
て

い
る

。
課

題
も

日
本

の
大

学
よ

り
要

求
水

準
が

高
い

。
毎

週
5
0
ペ

ー
ジ

か
ら

2
0
0
ペ

ー
ジ

の
文

献
の

予
習

と
筆

記
課

題
が

あ
り

、
さ

ら
に

中
間

・
期

末
試

験
と

1
0
～

1
5
ペ

ー
ジ

の
レ

ポ
ー

ト
2
～

3
点

が
課

さ
れ

る
。

○
ア

メ
リ

カ
の

大
学

が
日

本
と

大
き

く
違

う
の

は
、

課
題

が
多

く
、

成
績

の
評

価
が

多
面

的
に

な
さ

れ
る

と
こ

ろ
。

レ
ポ

ー
ト

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
授

業
へ

の
貢

献
度

、
小

テ
ス

ト
、

中
間

・
期

末
試

験
な

ど
を

総
合

的
に

評
価

さ
れ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
課

題
に

つ
い

て
教

員
や

T
A

か
ら

随
時

も
ら

え
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

成
長

の
実

感
に

つ
な

が
り

、
勉

強
へ

の
強

い
動

機
付

け
と

な
っ

た
。

○
学

生
の

主
体

的
な

学
び

を
確

保
す

る
た

め
の

一
つ

の
方

法
は

優
れ

た
教

員
を

養
成

す
る

こ
と

だ
が

、
そ

の
た

め
に

は
教

員
の

研
究

時
間

を
確

保
し

て
研

究
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

も
必

要
。

研
究

力
の

向
上

は
指

導
力

の
向

上
に

つ
な

が
り

、
学

生
の

学
力

向
上

に
つ

な
が

る
。

○
日

本
の

大
学

は
、

学
び

の
場

か
ら

就
職

準
備

の
場

と
変

わ
り

つ
つ

あ
る

。
学

生
が

４
年

間
で

勉
強

し
た

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

大
学

卒
業

程
度

認
定

試
験

を
導

入
す

る
な

ど
し

て
、

出
口

を
厳

し
く
す

べ
き

。
○

小
・
中

・
高

校
と

連
携

し
て

、
早

く
か

ら
主

体
的

な
学

び
を

確
立

す
べ

き
。

大
学

受
験

で
は

受
動

的
な

勉
強

な
の

に
、

大
学

に
入

っ
て

急
に

能
動

的
勉

強
法

に
切

り
替

え
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

【
会

場
参

加
者

も
含

め
た

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

け
る

主
な

意
見

等
】

○
学

士
課

程
で

専
門

教
育

を
学

ぶ
意

味
が

あ
る

の
か

疑
問

。
能

動
的

・
主

体
的

に
学

ぶ
力

を
身

に
つ

け
る

と
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

学
士

課
程

で
は

教
養

教
育

に
特

化
す

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

。

○
１

、
２

回
生

の
段

階
か

ら
し

っ
か

り
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

行
っ

て
い

く
べ

き
で

は
な

い
か

。
学

生
が

所
属

す
る

学
部

で
の

○
１

、
２

回
生

の
段

階
か

ら
し

っ
か

り
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

行
っ

て
い

く
き

で
は

な
い

か
。

学
生

が
所

属
す

る
学

部
で

の

勉
強

が
自

分
の

将
来

に
ど

う
い

う
意

味
を

持
つ

の
か

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
早

い
段

階
か

ら
示

唆
を

与
え

る
べ

き
。

○
日

本
の

教
員

に
対

し
て

一
般

的
に

な
さ

れ
て

い
る

批
判

は
、

研
究

重
視

で
教

育
が

お
ろ

そ
か

に
な

っ
て

い
る

と
い

う

こ
と

で
あ

り
、

教
員

の
研

究
力

が
向

上
す

れ
ば

直
ち

に
教

育
力

が
向

上
す

る
と

い
う

考
え

は
納

得
で

き
な

い
。

教
育

力

の
向

上
に

も
別

途
力

を
注

ぐ
べ

き
。

○
大

規
模

の
ク

ラ
ス

で
は

主
体

的
な

学
修

へ
と

つ
な

が
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

難
し

い
。

た
だ

、
日

本
で

も
ゼ

ミ
が

う
ま

く

機
能

す
れ

ば
、

深
い

学
び

や
主

体
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。

○
法

律
系

サ
ー

ク
ル

で
は

上
回

生
が

新
入

生
に

法
律

を
教

え
る

と
い

っ
た

活
動

を
自

主
的

に
や

っ
て

い
る

大
学

と
○

法
律

系
サ

ク
ル

で
は

上
回

生
が

新
入

生
に

法
律

を
教

え
る

と
い

っ
た

活
動

を
自

主
的

に
や

っ
て

い
る

。
大

学
と

し
て

も
、

こ
う

い
っ

た
ピ

ア
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
機

会
を

大
学

主
体

の
教

育
と

う
ま

く
関

連
づ

け
て

い
け

な
い

か
。

○
専

門
教

育
は

、
教

員
の

研
究

分
野

と
直

結
し

て
お

り
、

自
分

の
研

究
分

野
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

な
が

ら
そ

の
成

果
を

今

教
育

に
活

か
す

と
い

う
好

循
環

が
回

っ
て

い
く
こ

と
で

教
育

力
も

上
が

っ
て

く
る

。

○
多

く
の

生
徒

が
受

講
す

る
大

規
模

講
義

で
あ

っ
て

も
、

T
A

も
活

用
し

て
全

体
の

講
義

の
他

に
少

人
数

に
分

け
た

グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

と
い

っ
た

工
夫

を
す

れ
ば

、
学

生
の

自
主

的
な

学
び

を
引

き
出

す
こ

と
は

で
き

る
。

○
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
制

度
は

お
も

し
ろ

い
と

思
う

が
、

実
際

に
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
し

や
す

い
分

野
と

し
に

く
い

分
野

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
例

え
ば

外
国

語
や

経
済

学
は

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

し
や

す
い

と
思

う
が

学
際

的
な

科
目

は
難

し
い

の
で

は
で

は
な

い
か

。
例

え
ば

外
国

語
や

経
済

学
は

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

し
や

す
い

と
思

う
が

、
学

際
的

な
科

目
は

難
し

い
の

で
は

な
い

か
。

○
日

本
の

大
学

は
、

講
義

の
規

模
が

大
き

く
、

教
員

の
担

当
授

業
数

も
多

い
の

で
、

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

丁

寧
に

で
き

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

。
１

学
期

間
の

日
本

の
教

員
の

担
当

授
業

数
は

1
0
を

超
え

る
が

、
ア

メ
リ

カ
で

は
3

～
5
科

目
で

あ
る

。
小

規
模

の
ク

ラ
ス

を
増

や
し

、
教

員
の

担
当

授
業

数
を

減
ら

し
て

、
一

つ
一

つ
の

授
業

の
教

育
・
学

び
の

質
を

高
め

る
こ

と
が

教
員

・
学

生
の

双
方

に
と

っ
て

有
益

な
の

で
は

な
い

か
。

【
学

生
を

含
め

た
参

加
者

を
対

象
と

し
た

主
な

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
※

】
※

回
収

率
＝

約
6
0
%
(1
2
6
人
/2
0
9
人
)

フ
ォ

ー
ラ

ム
参

加
の

発
言

・
コ

メ
ン

ト
の

中
に

「
た

め
に

な
っ

た
」
「
参

考
に

な
っ

た
」
も

の
は

あ
り

ま
し

た
か

？
本

日
参

加
さ

れ
た

満
足

度
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

と
て

も

不
満

足
あ

ま
り

全
く

な
か

っ
た

と
て

も
満

足
3
3
%

や
や

不
満

足
5
%

1
%

無
回

答
1
7
%

多
数

あ
っ

た
4
2
%

や
や

あ
っ

た

あ
り

な
か

っ
た

3
%

な
か

っ
た

0
%

無
回

答
8
%

参
考

に
な
る
コ
メ
ン
ト
あ
り
：
8
9
%

満
足

度
：
7
7
%

や
や

満
足

4
4
%

4
7
%
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パブリック・コメントによる意見（概要）
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パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

に
よ

る
意

見
（

概
要

）

総
件

数
：

1
4
3
件

（
※
一

つ
の
意

見
を

複
数

の
項

目
に

分
け

て
記

載
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
以

下
の

意
見

数
と

は
一

致
し

な
い

）

提
出

さ
れ

た
意

見
を

大
学

分
科

会
事

務
局
の

責
任

に
お

い
て

整
理

、
取

り
ま

と
め

た
。

【
質

を
伴

っ
た

学
修

時
間

の
実

質
的

な
増

加
・

確
保

】

（
「

学
修

時
間

の
実

質
的

な
増

加
・

確
保

」
に

つ
い

て
）

○
「
学

修
時

間
」

の
確

保
を

推
進

す
る

具
体

的
方

策
に

つ
い

て
、

十
分

な
検

討
が

さ
れ

て
い

な
い

。

学
修

時
間

の
確

保
は

重
要

だ
が

、
時

間
量

の
多

さ
が

必
ず

し
も

学
修

の
質

を
保

証
す

る
も

の
で

は
な

い
。

大
学

生
の

学
修

は
、

様
々

な
内

容
を

も
っ

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
総

称
と

し
て

で
あ

り
、

個
々

の
授

業
が

バ
ラ

バ
ラ

に
足

し
算

さ
れ

て
学

修
目

標
が

達
成

さ
れ

る
わ

け
で

は
な

い
。

最
終

的
に

目
指

す
べ

き
は

教
育

の
質

の
保

証

で
あ
る

こ
と

を
見

失
っ

て
は

な
ら

な
い

。

○
学
修

時
間

に
つ

い
て
、
学

生
の

生
活

必
要

時
間

等
を

考
慮

す
る

と
、
大

幅
な
増

加
が

望
め

な
い

こ
と

は
明

ら
か
。

学
修

時
間

の
不

足
の

原
因

の
一

つ
は

、
通

年
の

講
義
を

欧
米

式
の

半
期

(セ
メ

ス
タ

ー
）

制
に

変
更

し
た
こ

と
で
、

学
生

に
夏

休
み

に
集

中
的

に
学

修
を

行
わ

せ
る

可
能

性
が

失
わ

れ
た

こ
と

。
今

後
、

学
修

時
間

を
大

幅
に

増
加

さ

せ
る

と
す

る
と

、
夏

期
休

暇
の

有
効

利
用

以
外

に
あ

り
得

な
い

。
そ

の
場

合
、

教
職

員
の

負
担

軽
減

、
学

生
の

学

修
生
活

の
保

証
に

必
要

な
予

算
の

確
保

が
必

要
。

○
学

修
時

間
を

増
加

さ
せ

れ
ば

問
題

が
解

決
す

る
か

の
よ

う
に

短
絡

的
に

受
け

取
ら

れ
か

ね
ず

、
実

際
に

メ
デ

ィ

ア
に

は
そ

う
し

た
傾

向
が

表
れ

て
い

る
。

ポ
イ

ン
ト

は
、

思
考

力
・

判
断

力
や

、
い

わ
ゆ

る
汎

用
的

能
力

の
ア

ッ

プ
を

目
指

し
た

学
び

（
教

育
）

へ
の

質
的

転
換

で
あ

り
、

同
時

に
主

体
的

な
学

び
の

確
立

で
あ

る
。

そ
れ

が
で

き

れ
ば
「

質
を

伴
っ

た
学

修
時

間
の

実
質

的
な

増
加

」
は

結
果

と
し

て
実

現
さ

れ
る

。

○
大

学
に

対
し

て
学

生
の

学
修

時
間

を
把

握
す

る
こ

と
や

、
増

や
す

た
め

の
取

組
を

求
め

る
の

は
、

手
段

と
結

果

が
逆
転

し
た

本
末

転
倒

の
議

論
。

本
来

、
教

員
が

本
当

に
魅

力
あ

る
講

義
づ

く
り

に
努

め
れ

ば
、

学
生

は
自

ら
授

業
に

備
え

、
授

業
後

も
関

連
し

た

本
を

読
む

な
ど

復
習

も
し

よ
う

と
す

る
は

ず
。

議
論

す
べ

き
は

、
ど

う
す

れ
ば

授
業

の
中

身
を

充
実

す
る

こ
と

が

で
き
る

か
と

い
う

こ
と

。

授
業

の
質

を
問

わ
ず

に
国

が
一

律
の

学
修

時
間

の
目

安
を

定
め

て
、

各
大

学
に

圧
迫

を
加

え
る

の
も

ど
う

か
。

授
業

の
聴

き
方

、
ノ

ー
ト

の
取

り
方

、
図

書
館

の
利

用
の

仕
方

等
、

大
学

で
学

ぶ
た

め
の

基
礎

知
識

の
指

導
を

通

し
て

、
教

員
が

学
生

一
人

ひ
と

り
と

き
め

細
か

く
対

話
す

る
こ

と
で

、
学

生
は

自
ら

学
ぶ

力
が

身
に

つ
い

て
、

変

わ
っ
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

「
今

の
日

本
の

大
学

は
、

世
界

に
通

用
す

る
人

材
を

育
て

ら
れ

て
い

な
い

」
と

い
う

現
状

へ
の

危
機

意
識

は
理

解
で

き
る

が
、

だ
か

ら
と

い
っ

て
国

が
上

か
ら

一
律

に
学

修
時

間
を

決
め

れ
ば

、
世

界
に

通
用

す
る

人
材

が
急

に

育
つ
と

い
う

こ
と

は
あ

り
え

な
い

。

○
学
修

時
間

の
確

保
は

望
ま

し
い

が
、

時
間

さ
え

確
保

す
れ

ば
学

修
成

果
が

あ
ら

わ
れ

る
保

障
は

な
い

。

教
育

で
重

要
な

こ
と

は
学

修
時

間
の

形
式

的
な

確
保

で
は

な
く

、
十

分
な

成
果

を
上

げ
う

る
学

修
を

さ
せ

る
こ

と
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

学
修

の
指

導
法

の
研

究
や

学
修

者
の

理
解

に
関

す
る

研
究

と
と

も
に

そ
う

し
た

成
果

を

確
認
す

る
た

め
に

評
価

の
方

法
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
で

あ
る

。

大
切

な
こ

と
は

関
係

者
の

自
主

的
努

力
を

促
し

、
多

様
な

実
践

を
自

由
に

試
み

、
そ

の
経

験
や

成
果

を
蓄

積
し

て
い

く
こ

と
で

あ
っ

て
、

行
政

的
に

解
決

が
は

か
ら

れ
る

こ
と

で
は

な
い

。
審

議
ま

と
め

と
い

う
行

政
文

書
と

し

て
表
現

は
踏

み
込

み
す

ぎ
て

い
る

。
課

題
の

提
起

に
止

め
る

な
ど

節
度

あ
る

表
現

を
求

め
た

い
。

○
宿

題
の

増
加

と
学

生
の

自
主

学
修

強
調

に
よ

る
大

学
教

員
の

責
任

放
棄

に
つ

な
が

る
お

そ
れ

が
あ

り
、

学
生

の

負
担
を

増
や

す
の

み
で

効
果

が
期

待
で

き
な

い
。

○
予

測
困

難
な

時
代

を
乗

り
越

え
る

能
力

を
育

成
す

る
に

は
、

大
学

教
育

で
の

学
修

時
間

を
増

や
す

こ
と

で
達

成

で
き

る
の

で
は

な
く

、
初

等
中

等
教

育
を

含
め

て
考

え
る

べ
き

問
題

で
あ

る
こ

と
、

一
流

大
学

入
学

・
一

流
企

業

就
職

を
自

己
目

標
と

す
る

多
く

の
国

民
、

企
業

、
教

育
機

関
の

意
識

の
変

革
（

人
生

の
目

標
と

し
て

何
を

設
定

す

る
か

）
、
問

題
発

見
・

解
決

能
力

を
試

す
入

学
試

験
・

入
社

試
験

な
ど
、

大
き

な
社

会
政

策
と

し
て

、
文
部

科
学
省

だ
け
で

は
な

く
、
ま
さ

に
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

取
り

組
み
、
本
質

的
な
解

決
に

向
か

う
提

案
を

行
う

べ
き
。

○
学

修
時

間
増

加
で

質
が

向
上

す
る

の
か

。
そ

も
そ

も
大

学
教

員
の

教
育

力
が

明
確

に
定

義
さ

れ
て

い
な

い
の

に

質
的

向
上

が
図

れ
る

の
か

。
F
D
が

あ
る

と
し

て
も

、
社

会
の

期
待

に
応

え
て

い
る

と
誰

が
判

断
す

べ
き

な
の

か
。

1
,
0
00

校
近

い
大

学
が

存
在

す
る

中
、
ど

の
よ

う
な

質
的

向
上

を
期

待
す

る
の
か

。
ま

た
、

国
民

、
企
業

は
本
当

に
何

を
期

待
し

て
い

る
の

か
。

い
ち

い
ち

教
え

ず
と

も
物

事
を

理
解

し
、

動
け

る
人

間
を

期
待

す
る

の
で

あ
る

と

す
れ

ば
、

全
て

の
大

学
で

そ
の

よ
う

な
教

育
が

可
能

な
の

か
。

こ
う

い
っ

た
論

点
も

答
申

に
向

け
た

議
論

の
中

で

検
討
を

お
願

い
し

た
い

。

○
学
修

時
間

の
確

保
が

ど
の

よ
う

に
「

学
士

課
程

教
育

の
質

」
を

転
換

し
て

い
く

か
を

示
す

必
要

。

教
員
の

意
識

改
革

と
併

せ
て

学
生

の
意

識
も

同
様

に
変

え
る

こ
と

が
、
求

め
ら

れ
る

人
材

育
成
の

前
提
と

な
る

が
、

加
え
て

、
現

行
の

単
位

制
度

や
卒

業
要

件
を

実
授

業
時

間
か

ら
考

え
る

こ
と

や
、

学
生

の
層

別
施

策
も

必
要

。

ま
た

、
学

生
が

自
発

的
に

学
修

時
間

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

学
生

が
安

心
し

て
学

修
し

、
努

力
し

た
成

果
が

卒
業

後
の

就
職

に
直

結
す

る
仕

組
み

を
作

る
こ

と
も

重
要

。
授

業
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
を

連
動

さ
せ

、
奨

学

金
な
ど

の
保

障
を

充
実

さ
せ

る
べ

き
。

○
海
外

の
学

修
時

間
と

比
較

す
る

の
で

あ
れ

ば
、
日
本

に
も
当

該
国
に

も
精
通

し
た

人
材

の
ヒ
ア

リ
ン
グ

を
含

め
、

意
見
を

聞
く

べ
き

。

○
「
学

修
時

間
の

確
保

」
が

強
調

さ
れ

る
と

、
大

学
で

の
学

修
の

根
本

的
な

目
的

が
希

薄
に

な
る

。

（
学

び
直

し
が

で
き

る
機

会
の

構
築

）

○
大

学
卒

で
あ

る
こ

と
を

重
要

視
す

る
価

値
観

が
い

ま
だ

に
社

会
の

中
に

強
く

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

価
値

観
の

転

換
を
は

か
り

、
社

会
に

出
た

後
で

も
十

分
に

大
学

で
学

べ
る

よ
う

な
機

会
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

。

○
社

会
人

が
少

し
ず

つ
で

も
単

位
を

取
得

し
て

勉
強

を
続

け
て

い
け

る
よ

う
に

、
在

学
年

数
の

制
限

を
取

り
払

っ

て
ほ

し
い

。
授

業
料

も
一

律
で

は
な

く
、

登
録

し
た

単
位

数
に

よ
っ

て
金

額
が

決
ま

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

社
会

人
大

学
生

が
働

き
な

が
ら

大
学

で
学

ぶ
の

は
非

常
に

困
難

。
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
拡

充
（

試
験

だ
け

は
大

学

で
受

け
る

）
な

ど
、

あ
る

程
度

の
柔

軟
的

な
対

応
（

試
験

さ
え

ク
リ

ア
し

て
い

れ
ば

良
い

な
ど

）
が

必
要

。

社
会
の

枠
組

み
と

し
て

、
勉

強
を

続
け

ら
れ

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

必
要

。

○
障
害

者
を

含
め
、
い

つ
で

も
誰

で
も

学
べ

る
大

学
づ

く
り

や
、
学

び
直

し
が
で

き
る

制
度

を
作

る
こ

と
が

必
要
。
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○
セ

ン
タ

ー
試

験
に

高
校

卒
業

の
基

準
点

を
設

け
る

な
ど

し
て

、
高

校
を

卒
業

（
も

し
く

は
大

検
に

合
格

）
す

れ

ば
誰

で
も

大
学

に
入

れ
る

と
い

う
現

況
を

是
正

し
、

夜
間

授
業

や
託

児
所

を
設

け
て

社
会

人
の

再
入

学
や

聴
講

生

制
度
を

活
発

に
す

る
こ

と
で

、
各

大
学

の
学

生
数

を
確

保
す

る
よ

う
努

め
る

。

専
門

分
野

だ
け

で
は

な
く

、
T
O
E
I
C
・

T
O
E
F
L
や

漢
字

検
定

、
I
T
・

O
S
系

の
検

定
な

ど
、

教
養

に
関

わ
る

資
格

試

験
に
合

格
す

る
こ

と
を

大
学

卒
業

の
条

件
と

し
て

国
が

一
定

の
基

準
を

設
け

る
。

大
学

を
現

実
的

で
社

会
で

役
に

立
つ

学
問

の
で

き
る

場
に

し
、

大
学

自
体

の
価

値
観

を
あ

げ
て

い
く

。

（
改

革
サ

イ
ク

ル
の

必
要

性
）

○
10
年
後

に
大
学

に
求

め
ら

れ
る

責
務

も
変

わ
る
可

能
性
が

あ
る

。
学

士
課

程
教

育
は

改
革
サ

イ
ク
ル

が
必

須
。

（
学

生
に

求
め

る
能

力
）

○
入

学
時

と
卒

業
時

に
求

め
ら

れ
る

能
力

は
社

会
情

勢
の

変
化

に
よ

り
同

じ
と

は
限

ら
な

い
。

ど
の

よ
う

な
場

面

で
ど

の
よ

う
な

能
力

を
期

待
す

る
の

か
を

具
体

的
に

示
す

べ
き

。
た

だ
し

、
国

が
具

体
的

な
能

力
や

人
材

像
を

示

す
こ
と

は
、

大
学

自
身

が
主

体
性

を
放

棄
す

る
こ

と
に

も
繋

が
り

か
ね

な
い

の
で

留
意

が
必

要
。

学
修

時
間

以
外

の
活

動
に

つ
い

て
も

、
課

外
活

動
や

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
人

間
形

成
の

上
で

は
、

相
当

効
果

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
大

学
教

育
全

体
で

見
た

場
合

に
、

ど
こ

ま
で

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

す
る

の
か

に
つ

い
て

議
論

を

深
め
る

こ
と

が
必

要
。

主
体

的
な

考
え

方
は

そ
れ

な
り

に
実

践
を

伴
う

こ
と

で
育

成
さ

れ
る

能
力

。

○
「

生
涯

学
び

続
け

、
ど

ん
な

環
境

に
お

い
て

も
答

え
の

な
い

問
題

に
最

善
解

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
」

を

は
ぐ

く
む

た
め

に
は

、
ま

ず
は

「
現

代
社

会
に

そ
の

よ
う

な
能

力
が

な
ぜ

必
要

な
の

か
」
、
「

そ
の

よ
う

な
能

力
の

個
人

の
人

生
に

お
け

る
意

味
」

を
学

生
が

十
分

に
理

解
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
ま

た
、

社
会

の
共

通
理

解
が

形

成
さ
れ

て
い

る
こ

と
が

重
要

。

そ
の

上
で

「
社

会
と

は
」
、
「

社
会

へ
の

参
加

と
は

」
と

い
っ

た
こ

と
を

考
え

る
中

で
、
「
使

命
感

」
が
育

ま
れ
、

ま
た

「
環

境
に

よ
っ

て
価

値
観

は
多

様
で

あ
る

」
こ
と

を
学

ぶ
こ

と
で
、
「

状
況
に

応
じ

て
柔

軟
に

最
善
解

を
導
く

能
力
」

が
育

成
さ

れ
る

。

（
「

主
体

的
な

学
び

の
確

立
」

に
つ

い
て

）

○
主

体
的

に
学

ぶ
よ

う
に

改
善

す
る

提
言

を
行

っ
て

い
る

も
の

の
、

提
示

さ
れ

て
い

る
案

が
総

じ
て

学
生

に
強

制

す
る
も

の
に

な
っ

て
い

る
。

○
「

主
体

的
な

学
び

」
と

い
う

言
葉

が
多

用
さ

れ
て

い
る

が
、

今
回

の
提

言
の

本
質

は
、

良
い

意
味

で
よ

り
管

理

さ
れ

た
大

学
教

育
の

確
立

で
あ

り
、

学
生

を
い

か
に

き
ち

ん
と

学
ば

せ
る

の
か

に
つ

い
て

の
具

体
的

な
方

策
に

あ

る
。
言

い
換

え
れ

ば
、

学
生

を
「

学
ば

せ
る

」
シ

ス
テ

ム
の

確
立

が
重

要
で

あ
る

。

○
主

体
的

な
学

び
の

確
立

の
方

策
は

、
学

修
時

間
の

増
加

が
す

べ
て

で
は

な
く

、
大

学
が

多
様

な
人

々
の

学
び

の

場
で
あ

る
こ

と
も

考
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
「

生
涯

学
び

続
け

、
ど

ん
な

環
境

に
お

い
て

も
“

答
え

の
な

い
問

題
”

に
最

善
解

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
」

人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
は
、
「

動
機

づ
け

」
と

「
イ

ン
セ

ン
テ
ィ

ブ
」
が

必
要

。
動

機
づ

け
は

、
受

験
を
終

え
た
新

入
生

に
対

し
て

、
「

学
ぶ

こ
と

の
重

要
性

」
と

「
学

び
方

の
質
の

転
換
」

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

の
初
年

次
教
育

を
行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
ま

た
、

多
様

な
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
に

接
す

る
機

会
を

作
る

こ
と

も
有

効
。

一
方

、
人

材
育

成
の

た
め

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

は
、

一
律

で
は

な
く

層
別

に
施

策
が

考
え

ら
れ

て
も

よ
い

。
例

え
ば

、
リ

ー
ダ

ー
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
ダ

ブ
ル

メ
ジ

ャ
ー

な
ど

、
意

欲
あ

る
学

生
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
拡

充

し
、

か
つ

、
そ

の
サ

テ
ィ

フ
ィ

ケ
ー

ト
の

社
会

的
な

認
知

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

取
得

者
に

対
し

て
は

手
厚

い

出
口
支

援
す

る
と

い
っ

た
こ

と
も

有
効

。

○
主

体
的

に
考

え
る

力
の

育
成

取
組

に
つ

い
て

、
国

が
単

一
の

計
測

方
法

を
開

発
す

る
、

開
発

で
き

る
と

思
わ

せ

る
よ
う

な
安

直
な

誤
解

を
招

か
な

い
よ

う
に

す
べ

き
。

ま
た

、
「

主
体

的
に

考
え

る
力

」
の

育
成

に
は

多
様

な
手

法
が

あ
る
し

、
各

々
の

学
問

分
野

の
特

性
に
応

じ
て
、

各
々

の
や

り
方

が
あ

る
。

さ
ら

に
学

生
の

個
性

・
資

質
に

応
じ

て
多

様
な

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

で
あ

り
、

ま

た
選
択

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
大

学
教

員
の

個
性

・
資

質
に

つ
い

て
も

同
様

。

さ
ら

に
、

そ
も

そ
も

の
多

様
性

・
多

次
元

性
に

加
え

て
予

測
困

難
な

時
代

で
あ

る
の

だ
か

ら
、

こ
の

育
成

シ
ス

テ
ム
成

果
を

計
測

・
評

価
で

き
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

な
ど

到
底

想
定

で
き

な
い

。

こ
の

答
申

の
趣

旨
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
は

い
っ

た
い

ど
こ

に
あ

る
の

か
、

そ
の

点
が

非
常

に
あ

い
ま

い
。

多
様

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
て

書
き

分
け

る
な

ど
、

こ
れ

ら
の

点
を

明
ら

か
に

し
て

記
述

し
て

お
か

な
け

れ
ば

、
建

設
的

な

政
策
立

案
・

運
営

に
つ

な
が

る
答

申
に

な
ら

な
い

。

な
お

、
ど

の
よ

う
な

薬
に

も
副

作
用

が
あ

る
よ

う
に

、
主

体
的

に
考

え
る

力
の

育
成

を
強

化
す

る
こ

と
の

逆
機

能
に
も

注
意

す
べ

き
。

○
「

主
体

的
に

考
え

る
力

」
を

育
成

す
る

に
は

、
学

生
に

「
主

体
的

に
考

え
る

」
こ

と
の

「
喜

び
」

や
「

味
」

を

体
験

さ
せ

る
こ

と
が

不
可

欠
。

課
外

活
動

、
卒

業
研

究
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

、
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

利
用

し

て
そ

れ
ら

を
体

験
さ

せ
る

と
と

も
に

、
「

主
体

的
に

考
え

る
」
方

法
を
教

え
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
や

全
人
的

（
徳
・

情
・
体

・
知

）
教

養
教

育
の

あ
り

方
に

つ
い

て
言

及
す

る
必

要
。

「
主

体
的

に
考

え
る

力
を

育
成

す
る

」
と

い
う

課
題

が
初

等
中

等
教

育
を

も
含

め
、

我
が

国
の

教
育

制
度

全
体

の

問
題

と
し

て
考

え
る

必
要

。
大

学
と

い
う

学
び

の
場

で
、

唐
突

に
「

主
体

的
に

考
え

る
力

」
を

身
に

付
け

な
け

れ

ば
な
ら

な
い

な
ど

と
言

わ
れ

て
も

学
生

は
戸

惑
い

を
覚

え
る

。

（
質

的
転

換
の

た
め

の
諸

方
策

）

○
大
学

改
革

の
た

め
以

下
の

提
言

を
し

た
い

。

(
1
)

学
生

が
卒

業
時

の
将

来
像

と
い

っ
た

、
学

生
生

活
の

目
標

設
定

を
導

入
し

、
学

生
自

ら
が

学
ぶ

と
い

う
姿

勢

で
学

生
生

活
を

送
ら

れ
る

よ
う

に
す

べ
き

。

(2
)
授

業
を

減
ら

し
、

問
題

を
自

ら
設

定
し

、
研

究
・

発
表

す
る

講
座

を
増

や
す

べ
き

。

(3
)
学

生
が

社
会

に
出

て
、
社
会

人
と

し
て

の
教

養
を

さ
ら

に
高

め
、
生
涯

学
び

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
、

ま
た

、
社

会
生

活
に

必
要

不
可

欠
な

考
え

方
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
と

も
い

う
べ

き
論

理
的

思
考

法
を

学
ぶ

機

会
を

増
や

す
べ

き
。

(
4
)

学
生

が
日

本
の

将
来

に
夢

を
持

ち
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

日
本

の
将

来
の

産
業

構
造

の
目

標
を

明

確
に

す
べ

き
。

(
5
)

産
業

界
か

ら
の

人
材

へ
の

要
求

を
大

学
教

育
に

反
映

さ
せ

る
上

で
は

、
産

業
界

か
ら

の
大

学
へ

の
講

師
の

派

遣
を

大
幅

に
増

や
す

こ
と

を
即

刻
始

め
る

べ
き

。

(
6
)

質
的

転
換

が
達

成
さ

れ
た

か
ど

う
か

は
、

大
学

ご
と

の
個

別
目

標
ご

と
に

、
達

成
基

準
を

設
定

し
、

大
学

教

員
及

び
学

生
の

評
価

で
も

っ
て

判
断

す
る

仕
組

み
を

作
る

べ
き

。

(
7
)

大
学

改
革

の
進

捗
状

況
を

、
一

般
社

会
に

公
開

し
、

大
学

の
改

革
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
す

る
な

ど
の

施

策
も

検
討

す
べ

き
。

○
旧

帝
大

レ
ベ

ル
や

悪
く

て
も

国
公

立
の

大
学

レ
ベ

ル
で

「
学

士
課

程
教

育
の

質
的

転
換

」
は

成
立

す
る

と
思

う

が
、
ボ

ー
ダ

ー
フ

リ
ー

の
大

学
で

成
立

す
る

と
は

思
え

な
い

。
も

う
少

し
現

実
を

直
視

し
考

え
て

ほ
し

い
。

現
状

、
日

本
の

大
学

は
偏

差
値

で
学

生
を

序
列

化
す

る
こ

と
が

最
大

の
役

割
で

あ
り

、
大

学
の

質
を

上
げ

て
も

解
決
は

し
な

い
。

博
士

倍
増

計
画

の
失

敗
が

い
い

例
で

あ
る

。
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（
授

業
の

在
り

方
）

○
大

学
に

お
け

る
授

業
が

、
そ

も
そ

も
課

題
解

決
型
の

授
業

だ
け

で
よ
い

の
か

。
ま

た
、
「
ど

ん
な

環
境
で

も
『
答

え
の

な
い

問
題

』
に

最
善

解
を

導
く

こ
と

が
で

き
る

能
力

」
を

育
成

す
る

と
い

う
こ

と
と

矛
盾

し
て

い
る

が
、

そ

れ
に
つ

い
て

の
説

明
が

な
い

。

○
授
業

の
ス

タ
イ

ル
が

変
わ

る
こ

と
が

必
要

。

「
成

績
評

価
の

厳
格

化
」
「

学
修

成
果

の
把

握
」

と
い

っ
た
今

後
の
課

題
が

示
さ

れ
る

と
、

旧
来

の
授
業

ス
タ
イ

ル
の

ま
ま

で
宿

題
ば

か
り

が
増

え
、

テ
ス

ト
の

厳
密

化
な

ど
に

力
が

入
る

こ
と

を
招

く
。

シ
ラ

バ
ス

の
記

載
事

項

が
増

え
る

な
ど

授
業

に
対

す
る

大
学

教
員

の
労

力
だ

け
が

増
え

る
。

一
方

で
、

学
生

は
息

苦
し

い
授

業
負

担
が

増

え
、
学

ぶ
意

欲
の

減
退

を
招

く
と

い
っ

た
悪

循
環

を
生

む
可

能
性

が
あ

る
。

実
際

に
授

業
改

革
に

取
り

組
ん

で
い

る
事

例
を

収
集

し
、

ど
の

よ
う

な
取

組
で

は
成

果
が

上
が

ら
な

い
の

か
、

ど
の
よ

う
な

取
組

に
効

果
が

あ
る

の
か

を
示

し
て

ほ
し

い
。

（
具

体
的

な
授

業
改

善
方

法
の

提
言

を
）

○
学

修
時

間
の

実
質

的
な

増
加

に
は

授
業

の
や

り
方

を
根

本
的

に
見

直
す

こ
と

が
必

要
。

講
義

式
で

は
な

く
会

話

式
に

す
る

こ
と

、
講

義
中

心
か

ら
授

業
参

加
型

に
し

多
数

聴
講

型
か

ら
少

人
数

制
に

す
る

こ
と

、
中

多
数

の
場

合

は
教

授
に

助
手

を
つ

け
て

発
言

者
の

記
録

等
を

取
ら

せ
、

発
言

力
を

評
価

す
る

こ
と

、
授

業
の

前
に

次
回

授
業

の

課
題

を
与

え
た

り
配

布
し

準
備

し
な

か
っ

た
者

に
は

評
価

を
与

え
な

い
こ

と
、

な
ど

抽
象

的
な

言
葉

で
書

く
の

で

は
な
く

具
体

的
な

授
業

の
や

り
方

を
導

入
し

て
お

く
べ

き
。

日
本

の
よ

う
に

、
た

だ
講

義
に

出
て

い
る

よ
う

で
は

使
え

る
能

力
の

発
達

は
な

い
。

助
手

の
役

割
も

至
る

所
で

必
要

性
が

あ
る

。
自

ら
考

え
出

せ
る

よ
う

な
教

育
な

の
だ

か
ら

、
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

し
て

い
ら

れ
な

い
く

ら
い

学

ば
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
し

、
自

分
の

学
部

の
授

業
以

外
に

も
日

本
の

こ
と

に
つ

い
て

学
ん

で
な

い
と

世
界

に
通

用

す
る
会

話
が

で
き

な
い

し
、

相
手

の
国

に
対

し
て

の
理

解
も

で
き

な
い

。

○
教
育

方
法

の
改

善
・

教
育

ス
タ

ッ
フ

数
の

充
足

、
質

の
向

上
・

資
材

環
境
の

整
備

が
今

ま
で

よ
り

必
要

。

学
修

の
在

り
方

を
原

点
に

立
ち

返
ら

せ
る

た
め

の
も

っ
と

具
体

的
な

案
を

提
示

し
て

ほ
し

い
。

（
単

位
認

定
の

厳
格

化
）

○
大
学

は
社

会
構

造
か

ら
孤

立
化

し
て

お
り

、
大

学
で

学
ん

だ
こ

と
は

一
切

社
会

で
は

役
に

立
た

な
い

。

現
在

の
日

本
社

会
は

子
ど

も
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

教
育

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
義

務
教

育
期

間
か

ら
高

等
学

校
時
代

を
経

て
大

学
に

至
る

ま
で

、
段

階
を

踏
ん

で
教

育
は

行
わ

れ
な

け
れ

ば
意

味
が

な
い

。

大
学

の
一

般
教

養
と

は
高

等
学

校
時

代
の

復
習

に
僅

か
ば

か
り

の
＋

α
を

し
た

だ
け

で
あ

り
時

間
の

浪
費

。

大
学

は
も

っ
と

厳
し

く
学

生
を

見
つ

め
る

視
点

を
持

た
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

学
力

不
足

の
者

は
容

赦
な

く
落

と
す
と

い
う

一
面

が
な

け
れ

ば
、

学
生

は
や

る
気

を
起

こ
さ

な
い

。

○
単

位
取

得
の

た
め

の
テ

ス
ト

問
題

を
難

化
さ

せ
れ

ば
自

分
か

ら
予

習
復

習
も

進
ん

で
行

い
、

授
業

に
も

出
て

く

る
よ

う
に

な
る

の
で

全
体

的
な

学
修

時
間

が
増

加
す

る
。

大
学

教
員

個
々

の
意

識
の

問
題

だ
が

、
あ

る
程

度
の

難

易
度
の

テ
ス

ト
で

な
い

と
単

位
が

取
得

で
き

な
い

な
ど

の
基

準
が

あ
れ

ば
よ

い
。

○
大

学
の

授
業

は
大

学
教

員
が

内
容

、
テ

ス
ト

な
ど

を
自

由
に

決
め

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
に

、
同

じ
内

容
を

取

り
扱

う
授

業
で

も
、

大
学

教
員

に
よ

っ
て

単
位

取
得

の
難

易
度

が
大

き
く

違
う

。
し

っ
か

り
授

業
内

容
を

理
解

し

な
い
と

単
位

取
得

で
き

な
い

よ
う

、
授

業
の

内
容

に
一

定
の

基
準

を
定

め
る

べ
き

。

具
体

的
に

は
、

単
位

取
得

に
関

わ
る

小
テ

ス
ト

を
年

に
３

回
程

実
施

し
て

、
授

業
内

容
の

確
認

を
行

う
。

出
席

点
を

最
低

で
も

20
点

ほ
ど

設
け

、
授

業
に
出

席
し
な

い
と

単
位

取
得

が
難

し
く

な
る
よ

う
に
す

る
。

こ
う
し

た
具

体
的

な
基

準
を

大
学

が
設

け
て

い
る

か
を

審
査

す
る

こ
と

が
必

要
。

○
単

な
る

講
義

形
態

で
は

な
い

演
習

や
討

論
を

中
心

と
し

た
授

業
作

り
は

学
生

の
興

味
を

ひ
く

の
に

効
果

的
だ

と

思
う
が

、
そ

れ
ら

が
全

て
学

生
の

授
業

外
の

学
修

時
間

の
増

加
に

つ
な

が
る

と
は

思
え

な
い

。

ま
ず

、
各

授
業

の
単

位
取

得
の

難
易

度
に

差
を

な
く

す
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

講
義

内
容

に
関

す
る

テ
ス

ト
よ

り
も
、

学
生

自
身

が
能

動
的

に
調

査
を

行
っ

て
作

り
上

げ
る

レ
ポ

ー
ト

を
基

準
と

し
て

は
ど

う
か

。

○
定

期
試

験
は

論
文

を
主

に
し

て
、

学
期

途
中

に
論

文
形

式
の

レ
ポ

ー
ト

を
課

す
こ

と
で

、
知

識
を

覚
え

て
そ

れ

を
応

用
す

る
力

と
、

自
分

の
意

見
を

論
理

的
に

言
語

化
す

る
能

力
を

養
え

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

授
業

に
出

席

す
れ
ば

単
位

を
も

ら
え

る
よ

う
な

現
状

を
な

く
す

。

（
学

修
到

達
度

の
評

価
）

○
学

修
到

達
度

の
評

価
は

、
学

士
課

程
の

質
の

保
証

に
と

っ
て

極
め

て
重

要
な

た
め

、
そ

の
方

法
の

開
発

研
究

は

愁
眉
の

課
題

。

（
学

生
に

「
基

礎
学

力
」

を
身

に
付

け
さ

せ
る

教
育

シ
ス

テ
ム

）

○
「

基
礎

学
力

（
自

主
的

継
続

的
に

学
修

す
る

能
力
、

説
明

能
力

、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能
力

、
倫
理

観
等
）
」

の
な

い
大

学
生

が
現

在
で

は
２

／
３

以
上

に
達

し
て

お
り

、
そ

の
よ

う
な

学
生

は
、

授
業

の
た

め
の

事
前

の
準

備

や
事
後

の
展

開
な

ど
の

主
体

的
な

学
び

が
で

き
る

訳
が

な
い

。

さ
ら

に
、
大

学
教

員
は

研
究

業
績

で
評

価
さ

れ
る
の

で
、
大

学
教

員
は
「

基
礎

学
力

」
が

な
い

学
生

に
対

し
て
、

手
間

が
か

か
り

過
ぎ

る
の

で
「

基
礎

学
力

」
を

つ
け

さ
せ

る
よ

う
な

教
育

方
法

を
取

ら
ず

、
卒

業
さ

せ
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
AB
EE
）
が

要
求

す
る

「
学
修

・
教
育

目
標
」
を
取

り
入

れ
た

教
育

シ
ス

テ
ム

を
大

学
（

学
部
）
全
体

で
取

り
組

む
よ

う
各

大
学

に
求
め

る
こ
と

が
必

要
。

昔
の

学
生

は
「

基
礎

学
力
」
が

あ
っ
た

た
め
、
大
学

で
勉
強

し
な

く
て

も
卒

業
後

社
会

で
十
分

に
活
躍

で
き

た
。

（
幅

広
い

分
野

に
触

れ
る

機
会

を
）

○
一

年
次

に
他

学
部

の
基

礎
的

分
野

に
あ

る
程

度
触

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

義
務

教
育

時
に

触
れ

る
こ

と
の

な

か
っ
た

分
野

に
視

野
を

広
げ

る
機

会
を

与
え

る
。

（
教

養
教

育
の

充
実

）

○
「

予
測

困
難

」
な

事
象

に
さ

し
あ

た
っ

た
と

き
に

解
決

に
力

を
発

揮
す

る
の

が
幅

広
い

教
養

で
あ

る
。

大
学

の

授
業

の
有

効
性

と
は

、
こ

の
最

も
重

要
な

基
礎

力
の

形
成

と
、

そ
の

基
礎

を
活

か
し

て
専

門
性

を
発

揮
さ

せ
る

こ

と
に

あ
る

。
大

学
生

な
ら

ば
当

然
知

っ
て

い
る

と
い

う
知

識
が

理
系

・
文

系
を

問
わ

ず
有

る
べ

き
。

専
門

性
の

縦

深
性

は
幅

広
い

教
養

の
も

と
に

培
わ

れ
る

も
の

。
今

や
民

間
は

「
教

養
」

を
学

生
に

求
め

て
い

る
。

じ
っ

く
り

と

国
民
共

通
の

文
化

力
を

と
り

戻
す

た
め

に
大

学
の

教
養

課
程

、
教

養
教

育
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

○
幅

広
い

グ
ロ

ー
バ

ル
化

、
少

子
高

齢
化

、
情

報
化

と
い

っ
た

社
会

変
化

に
対

応
す

る
た

め
に

も
、

学
部

の
段

階

で
は

教
養

を
身

に
つ

け
る

と
い

う
こ

と
が

重
要

。
主

体
的

に
学

ぶ
た

め
に

は
学

部
の

枠
を

超
え

て
授

業
を

履
修

で

き
る
よ

う
な

制
度

、
例

え
ば

、
教

養
学

部
の

復
活

が
必

要
。

○
人

間
社

会
が

健
全

に
機

能
し

存
続

す
る

た
め

に
は

、
既

存
の

価
値

や
疑

わ
れ

る
こ

と
の

な
い

諸
前

提
を

根
本

か

ら
考

え
直

し
、

社
会

を
再

度
価

値
付

け
し

直
す

機
会

が
必

要
。

既
存

の
価

値
や

思
考

方
法

自
体

を
疑

い
、

そ
れ

を

変
え

、
時

に
は

壊
し

て
い

く
こ

と
が

「
考

え
る

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

そ
れ

が
大

学
の

存
在

意
義

で
あ

る
。

産
業
界

や
地

域
社

会
か

ら
の

ニ
ー

ズ
の

み
を

基
に

大
学

の
役

割
を

考
え

る
こ

と
に

は
疑

問
。

「
答

え
の

な
い

問
題

に
最

善
解

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
」

を
育

む
た

め
に

も
、

あ
ら

た
め

て
「

考
え

る
」

力
を
養

う
こ

と
、
そ

の
た

め
の
リ

ベ
ラ
ル

ア
ー

ツ
（

教
養
教

育
）
や

実
学
（

真
実

の
学

問
）
を
学

ぶ
こ

と
が

重
要

。
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○
学

士
課

程
で

は
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

に
力

を
入

れ
る

べ
き

。
自

分
の

意
見

を
持

っ
た

り
、

他
人

の
意

見
を

評
価

し

た
り
、

大
衆

に
流

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

思
考

の
元

で
あ

る
教

養
が

必
要

。

教
養
を

身
に

付
け

る
こ

と
で

、
外

部
環

境
に

対
応

し
た

り
、

将
来

に
対

す
る

計
画

を
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

。

社
会

人
に

な
っ

て
実

感
し

た
こ

と
は

、
専

門
分

野
の

知
識

ば
か

り
で

教
養

が
欠

け
て

い
た

こ
と

。
基

礎
的

な
教

養
こ
そ

、
世

の
中

の
仕

組
み

や
時

代
の

流
れ

を
読

み
、

他
人

の
意

見
を

評
価

す
る

手
が

か
り

を
与

え
て

く
る

。

○
学

生
に

と
っ

て
、

社
会

人
と

し
て

生
き

る
た

め
の

哲
学

の
基

礎
を

作
る

こ
と

が
重

要
。

そ
の

た
め

に
は

、
選

択

で
き

る
教

養
科

目
の

充
実

が
必

要
。

多
様

な
学

生
に

と
っ

て
は

、
教

養
科

目
を

選
択

す
る

こ
と

が
、

与
え

ら
れ

た

科
目

か
ら

自
分

自
身

で
選

ん
だ

科
目

と
い

う
認

識
が

生
ま

れ
る

。
専

門
性

も
重

要
で

あ
る

が
、

想
定

外
の

事
象

に

対
応
す

る
た

め
に

は
、

与
え

ら
れ

た
座

学
で

は
得

る
も

の
は

少
な

い
。

先
達

の
生

き
る

哲
学

を
学

修
す

る
た

め
の

読
書

、
ク

ラ
ブ

、
サ

ー
ク

ル
、

ア
ル

バ
イ

ト
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

多
く

の
経

験
の

な
か

で
、

広
い

視
野

や
自

他
の

人
格

の
尊

重
、

人
間

的
逞

し
さ

、
優

し
さ

と
い

っ
た

、
社

会
で

必

要
と
さ

れ
る

人
間

力
が

養
わ

れ
て

く
る

。

（
共

通
教

育
の

外
国

語
授

業
の

見
直

し
）

○
共

通
教

育
科

目
の

外
国

語
授

業
は

、
形

骸
化

し
て
お

り
、
「

主
体

的
に

学
ぶ

」
の

対
極

。
根

本
に

は
、
小

学
校
以

来
、

生
き

る
た

め
に

役
立

つ
こ

と
が

感
じ

ら
れ

な
い

教
科

内
容

が
多

く
、

そ
れ

で
も

仕
方

な
く

学
ば

さ
れ

て
き

た

と
い
う

大
問

題
が

あ
り

、
大

鉈
を

振
る

う
方

針
変

換
が

必
要

。

①
必

修
廃

止
、
②
外

国
語

の
検

定
類

で
合

格
し

た
者

の
語

学
受

講
不

要
、
③
勉

強
法

・
翻

訳
・

会
話

の
心

得
等
、

独
学
の

基
礎

だ
け

教
え

る
、

な
ど

の
具

体
的

な
抜

本
策

・
応

急
策

を
と

る
べ

き
。

改
革

に
当

た
っ

て
は

、
既

存
の

語
学

教
員

、
特

に
非

常
勤

講
師

の
適

切
な

転
用

が
必

要
。

（
日

本
語

の
知

識
と

運
用

能
力

を
身

に
付

け
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）

○
大

学
時

代
で

、
「

学
ぶ

」
と

い
う

こ
と

は
、

知
識

を
得

る
と
い

う
こ
と

だ
け

で
な

く
、

知
識

を
自

分
の
頭

の
中
で

思
考

し
て

、
智

恵
に

し
て

い
く

プ
ロ

セ
ス

。
そ

の
場

合
に

、
日

本
人

で
あ

れ
ば

日
本

語
の

知
識

と
運

用
能

力
が

重

要
。
大

学
生

が
外

国
語

だ
け

で
な

く
、

日
本

語
の

知
識

と
運

用
能

力
を

身
に

付
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

必
要

。

○
大

学
の

授
業

は
、

文
章

力
、

表
現

力
、

外
国

語
力

が
初

等
中

等
教

育
に

お
い

て
基

礎
が

十
分

に
獲

得
さ

れ
て

い

る
こ
と

が
前

提
で

あ
り
、
そ

の
上

に
実

際
の

課
題

等
に

対
し
て

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ベ
ー

ト
を
行

う
べ

き
。

現
在
の

学
生

に
つ

い
て

は
特

に
国

語
力

の
低

下
が

問
題

。

（
専

門
教

育
の

更
な

る
充

実
）

○
汎

用
的

能
力

伸
長

の
重

要
性

は
確

か
で

あ
る

が
、

そ
れ

を
強

調
す

る
あ

ま
り

、
専

門
教

育
の

水
準

が
低

下
し

て

は
な
ら

な
い
。
「

専
門

教
育

の
更

な
る

充
実

」
も

強
調

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

（
国

家
試

験
制

度
の

見
直

し
）

○
大
学

生
の

大
半

は
、

高
校

の
延

長
と

し
て
、
「

座
っ

て
」
「
教

え
て
く

れ
る

」
の

を
待

つ
と

い
う

姿
勢

に
終

始
。

医
・

歯
・

薬
学

系
学

部
で

は
、

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

資
格

取
得

を
目

指
し

て
入

学
し

て
い

る
た

め
、

国
家

試
験

に
合
格

す
る

こ
と

に
精

力
を

傾
け

て
お

り
、

保
護

者
も

そ
れ

を
求

め
て

い
る

。

今
後

、
国

家
試

験
制

度
を

見
直

す
こ

と
が

、
こ

れ
ら

の
改

善
に

必
須

で
あ

る
。

現
在

の
よ

う
な

マ
ー

ク
シ

ー
ト

を
塗

り
つ

ぶ
す

こ
と

で
知

識
を

確
認

す
る

と
い

う
方

式
を

大
幅

に
改

善
し

な
け

れ
ば

、
医

・
歯

・
薬

学
系

学
部

、

特
に
私

立
大

学
の

こ
れ

ら
の

学
部

に
お

い
て

は
学

生
の

意
識

や
教

育
に

関
す

る
変

革
は

困
難

。

医
療

分
野

に
お

い
て

は
毎

日
の

よ
う

に
新

規
の

知
見

が
発

表
さ

れ
、

こ
れ

ら
を

修
得

す
る

こ
と

が
医

療
の

質
的

向
上
に

不
可

欠
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
資

格
取

得
後

は
知

識
修

得
へ

の
情

熱
を

失
す

る
者

が
多

数
存

在
す

る
。

（
学

修
モ

デ
ル

の
提

示
）

○
海
外

の
大

学
生

が
ど

れ
ほ

ど
勉

強
し

て
い

る
か

と
い

う
情

報
を

見
え

る
形

で
与

え
れ

ば
よ

い
。

各
大

学
が

学
生

に
求

め
る

モ
デ

ル
的

な
学

修
時

間
や

学
修

ス
タ

イ
ル

を
示

す
こ

と
が

有
効

。
こ

れ
ら

の
情

報
は

高
校
生

や
中

学
生

に
も

伝
え
、
「

大
学

は
自

由
な

時
間

を
楽

し
む

所
」

と
い

う
意

識
を

変
え

る
こ

と
が

必
要

。

○
「
事

前
の

準
備
」
、
「

授
業

の
受

講
」
、
「

事
後
の

展
開

」
を

効
果

的
に

行
う

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
提

示
が

必
須

。

そ
も

そ
も

、
教

育
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
た

こ
と

が
な

い
大

学
教

員
が

主
導

し
て

そ
の

よ
う

な
教

育
が

で
き

、

学
生
の

評
価

が
で

き
る

の
か

疑
問

。

（
学

生
の

レ
ベ

ル
に

応
じ

た
教

材
の

開
発

・
提

供
）

○
大

学
の

授
業

で
ど

の
教

材
が

そ
の

大
学

の
学

生
達

の
レ

ベ
ル

に
見

合
っ

て
い

る
の

か
と

い
う

観
点

か
ら

教
材

を

選
択
又

は
開

発
す

る
。

他
大

学
の

研
究

者
達

と
複

数
で

情
報

を
交

換
し

て
選

択
す

る
機

会
を

作
っ

て
も

よ
い

。

（
学

生
の

１
日

当
た

り
の

授
業

時
間

数
の

減
）

○
よ

り
多

く
の

学
外

の
勉

強
時

間
の

確
保

の
た

め
に

学
生

の
１

日
あ

た
り

の
コ

マ
数

を
減

ら
し

、
授

業
密

度
を

高

め
る
な

ど
の

対
策

が
不

可
欠

。

○
学
修

量
を

増
や

す
こ

と
が

質
向

上
に

つ
な

が
る

の
か
。
90
分

と
い

う
一

般
的

な
講

義
時

間
の

設
定

自
体

に
疑

問
。

高
等

学
校

ま
で

は
、

授
業

時
間

は
5
0
分

か
ら

長
く

て
も

6
0
分

程
度

。
こ

の
よ

う
な

時
間

設
定

で
授

業
を

受
け

て

き
た

多
く

の
学

生
に

と
っ

て
、

い
き

な
り

3
0
分

か
ら

4
0
分

間
も

長
く

講
義

を
集

中
し

て
受

け
る

の
は

難
し

い
。

質
向
上

の
た

め
に

も
、

一
つ

の
講

義
時

間
を

も
う

少
し

短
か

く
設

定
す

べ
き

。

（
各

授
業

の
受

入
れ

人
数

を
最

少
に

し
、

か
つ

科
目

履
修

の
際

に
動

機
付

け
を

）

○
で

き
る

だ
け

各
授

業
の

受
け

入
れ

人
数

を
最

低
限

に
し

、
科

目
の

抽
選

の
際

に
は

な
ぜ

そ
の

授
業

を
受

講
し

た

い
の
か

学
生

に
動

機
を

書
か

せ
、

学
ぶ

こ
と

の
目

標
づ

く
り

に
も

関
連

さ
せ

た
ら

授
業

の
密

度
が

高
く

な
る

。

ま
た

、
科

目
を

履
修

す
る

動
機

を
考

え
さ

せ
る

こ
と

で
シ

ラ
バ

ス
を

読
む

き
っ
か

け
に

も
な

り
、

学
生
が

よ
り
授

業
内
容

に
興

味
を

持
っ

て
受

講
す

る
よ

う
に

な
る

。

（
学

生
に

討
論

さ
せ

る
授

業
に

転
換

）

○
大

学
の

授
業

は
基

本
的

に
討

論
の

場
に

す
る

。
学

生
は

事
前

に
授

業
の

予
習

を
し

て
、

大
学

教
員

か
ら

推
薦

図

書
を

読
ん

だ
上

で
授

業
に

臨
む

。
大

学
教

員
が

授
業

内
容

を
説

明
す

る
時

間
は

極
力

減
ら

し
、

授
業

内
容

を
理

解

し
て

い
る

こ
と

を
前

提
に

、
受

講
者

全
体

で
討

論
を

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
討

論
を

す
る

時
間

を
多

く

と
る
。

学
生

は
主

体
的

に
事

前
準

備
を

し
、

授
業

に
参

加
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
く

な
る

。

ま
た

他
人

と
討

論
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

言
葉

に
よ

る
説

得
や

論
理

性
、

他
人

の
意

見
を

受
容

す
る

こ
と

な
ど

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
）

○
本

格
的

に
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
制

度
を

日
本

の
全

大
学

に
導

入
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
海

外
・

国
内

を
問

わ
ず

大
学

間

の
単

位
互

換
や

交
流

促
進

に
貢

献
す

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
付

与
に

関
す

る

詳
細
な

モ
デ

ル
が

明
示

さ
れ

た
方

が
よ

い
。

秋
期

入
学

生
に

対
し

て
は

、
柔

軟
な

運
用

も
必

要
で

あ
り

、
単

に
教

育
内

容
の

体
系

化
だ

け
で

は
な

く
、

入
学

時
期
を

は
じ

め
大

学
制

度
の

在
り

方
と

の
関

係
も

視
野

に
い

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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（
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

の
導

入
）

○
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

を
導

入
す

べ
き

。
講

義
は

知
識

を
得

る
こ

と
が

目
的

に
対

し
て

、
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

で
は

、

自
分

の
考

え
を

述
べ

て
他

の
学

生
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

中
で

学
び

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。
チ

ュ

ー
ト
リ

ア
ル

に
よ

り
、

学
生

は
講

義
の

内
容

を
自

分
の

関
心

に
引

き
付

け
て

捉
え

直
す

こ
と

が
で

き
る

。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

大
学

で
は

、
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

で
の

発
言

等
も

成
績

評
価

の
対

象
と

な
る

。

○
イ

ギ
リ

ス
の

セ
ミ

ナ
ー

や
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

と
い

っ
た

授
業

形
式

を
取

り
入

れ
て

、
授

業
の

中
で

学
生

た
ち

が

発
言
す

る
場

を
多

く
設

け
る

べ
き
。
大

学
の

授
業

で
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
す
る

場
を

設
け

る
こ
と

が
非
常

に
重

要
。

（
毎

回
の

授
業

で
小

テ
ス

ト
を

実
施

）

○
毎

回
の

授
業

で
の

小
テ

ス
ト

を
実

施
す

る
。

学
生

た
ち

は
小

テ
ス

ト
に

向
け

て
進

ん
で

勉
強

す
る

よ
う

に
な

る

だ
ろ
う

し
、

一
度

学
ん

だ
こ

と
の

復
習

に
も

な
り

、
学

修
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

に
も

つ
な

が
る

。

（
試

験
、

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
に

あ
た

っ
て

直
筆

を
義

務
付

け
）

○
IC

T、
デ

ジ
タ

ル
化

に
偏

ら
ず

、
本

来
あ

る
べ

き
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力

を
強

化
す
べ

き
。

自
ら

の
意

志
、

知
識

、
論

理
を

自
ら

の
手

で
書

き
、

説
明

し
、

納
得

さ
せ

、
賛

同
を

得
る

た
め

の
、

訓
練

を
徹

底
実
施

す
る

こ
と

が
必

要
。

全
て

の
試

験
、

論
文

等
の

作
成

に
お

い
て

自
筆

を
義

務
付

け
て

は
ど

う
か

。

（
シ

ラ
バ

ス
の

充
実

）

○
シ

ラ
バ

ス
を

読
め

ば
授

業
の

概
要

が
わ

か
る

と
い

う
だ

け
で

な
く

、
シ

ラ
バ

ス
自

体
に

授
業

そ
の

も
の

の
エ

ッ

セ
ン
ス

が
凝

縮
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
有

効
な

自
主

学
修

の
一

助
に

な
る

。

（
「

予
測

困
難

」
な

シ
ラ

バ
ス

に
）

○
シ

ラ
バ

ス
を

あ
ら

か
じ

め
細

か
く

設
定

す
る

こ
と

は
、

学
生

は
細

か
く

決
め

ら
れ

た
計

画
に

合
っ

た
準

備
を

行

う
だ

け
で

あ
り

、
講

師
が

導
く

ゴ
ー

ル
へ

向
か

う
た
め

の
材

料
集

め
に
終

始
し

逆
効

果
。
「
予

測
困

難
な
時

代
」
に

対
応
し

た
若

者
を

育
て

る
に

は
、

講
義

自
体

を
あ

え
て

「
予

測
困

難
」

に
す

る
こ

と
が

必
要

。

シ
ラ

バ
ス

は
お

お
ま

か
に

提
示

す
る

に
と

ど
め

、
学

生
が

自
ら

準
備

し
持

参
し

た
資

料
に

基
づ

い
て

、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

意
見

交
換

し
た

り
発

表
す

る
こ

と
に

よ
り

学
生

自
身

が
授

業
の

方
向

性
を

示
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

。

教
授
は

サ
ポ

ー
ト

に
ま

わ
り

、
次

回
以

降
の

準
備

の
ヒ

ン
ト

を
示

せ
ば

よ
い

。

（
産

業
社

会
と

の
接

続
）

○
大

学
教

育
を

通
じ

て
、

産
業

社
会

と
の

接
続

を
考

え
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

産
業

構
造

の
転

換
と

新
た

な
雇

用

の
創
出

に
マ

ッ
チ

す
る

よ
う

な
、

新
た

な
教

育
を

施
す

こ
と

が
必

要
。

大
学

は
保

守
的

に
な

り
が

ち
で

、
人

材
育

成
の

成
果

も
従

来
と

変
わ

り
な

い
こ

と
が

多
く

、
大

学
教

育
の

結
果

が
産
業

社
会

と
円

滑
に

接
続

で
き

な
い

。

こ
の

際
、

厚
生

労
働

省
が

描
く

雇
用

政
策

と
マ

ッ
チ

ン
グ

し
た

大
学

教
育

政
策

を
描

く
こ

と
も

大
学

教
育

改
革

に
と
っ

て
改

革
施

策
の

１
つ

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

一
方

で
、

企
業

側
も

、
従

来
型

の
価

値
観

か
ら

脱
却

し
て

い
る

こ
と

を
、

強
く

社
会

に
情

報
発

信
の

上
、

採
用

基
準
が

大
き

く
変

わ
っ

て
い

る
こ

と
を

、
具

体
性

を
持

っ
て

各
大

学
・

大
学

生
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
必

要
。

（
企

業
の

求
め

る
要

素
を

講
義

に
）

○
企

業
の

求
め

る
要

素
を

も
っ

と
講

義
に

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
べ

き
。

大
学

で
の

講
義

と
就

職
と

の
繋

が
り

が

感
じ

ら
れ

ず
、

ま
っ

た
く

別
の

こ
と

を
要

求
さ

れ
て

い
る

感
じ

が
否

め
な

い
。

社
会

に
出

た
と

き
に

役
立

つ
の

か

と
疑

問
に

感
じ

る
講

義
も

少
な

く
は

な
い

。
目

的
の

わ
か

ら
な

い
ま

ま
講

義
を

受
け

て
い

て
は

、
単

に
受

け
身

に

な
り
が

ち
で

あ
る

。
目

的
を

ど
う

も
た

せ
る

か
、

シ
ラ

バ
ス

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
も

通
じ

る
部

分
が

あ
る

。

○
大

学
で

の
学

修
内

容
と

企
業

が
求

め
て

い
る

内
容

と
が

乖
離

し
て

し
ま

い
、

修
士

号
を

取
得

し
て

も
就

職
口

が

全
く
な

い
と

い
う

事
態

は
本

当
に

憂
慮

す
べ

き
状

態
。

大
学

の
教

授
内

容
と

企
業

の
要

求
す

る
も

の
と

の
違

い
を

検
証

し
て

、
大

学
で

し
っ

か
り

勉
強

し
た

分
、

就
職

に
役
に

立
つ

と
い

う
内

容
に

大
学

の
教

育
内

容
を

見
直

す
べ

き
。

企
業

が
重

き
を

置
か

な
い

内
容

を
身

に
つ

け
さ

せ
て

も
役

に
立

た
な

い
。

学
生

も
や

る
気

が
し

な
い

。
な

ぜ
大

学
で
の

学
修

が
就

職
に

役
立

た
な

い
状

況
に

な
っ

た
の

か
の

検
証

が
大

事
。

（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

充
実

）

○
授
業

外
の

時
間

を
全

て
学

修
時

間
に

充
て

た
と

し
て

も
、
社

会
に
求

め
ら
れ

る
人

材
に

な
れ
る

と
は
思

え
な

い
。

社
会

に
求

め
ら

れ
る

よ
う

な
人

材
を

育
て

る
た

め
に

は
、

学
生

を
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

さ
せ

る
こ

と
が

効
果
的

。
よ

り
多

く
の

学
生

に
参

加
し

て
も

ら
う

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

よ
る

単
位

認
定

を
提

案
す

る
。

○
大
学

の
夏

期
や

春
期

な
ど

の
長

期
休

暇
を

利
用

し
、
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
期

間
を

長
期

化
す
る

こ
と
に

よ
っ

て
、

グ
ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
社

会
で

働
く

力
が

し
っ

か
り

と
身

に
付

く
た

め
、

社
会

に
出

た
と

き
に

即
戦

力
と

な
る

。

○
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
社

会
体

験
を

も
っ

と
気

軽
に

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
企

業
か

ら
の

要
求

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、

企
業

が
自

ら
そ

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
必

要
。

そ
の

た
め

に

は
、
本

来
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
充

実
が

必
要

。

（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

活
用

）

○
学

修
評

価
を

す
る

と
き

に
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

取
り

扱
う

べ
き

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

使
っ

て
評

価
の

基
準

を
定

め

る
こ
と

で
、

大
学

教
員

側
だ

け
で

な
く

、
学

生
側

も
達

成
度

を
よ

り
明

確
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
学
生

個
々

の
人

間
力

の
検

証
が

重
要

で
あ

り
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

活
用

が
有

用
。

さ
ら
に

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

る
こ

と
で

、
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
評

価
が

可
能

と
な

る
。

ル
ー
ブ

リ
ッ

ク
は

、

(
1
)

大
学

教
員

の
成

績
評

価
の

時
間

を
短

縮
し

、
効

果
的

な
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
可

能
に

し
、

学
生

の
学

修
意

欲

を
促

進
す

る
評

価
方

法

(2
)
課

題
に

対
し

て
大

学
教
員

の
期
待

を
明

確
に

示
す

こ
と

が
で

き
る
採

点
ツ
ー

ル

(3
)
「

批
判

的
思

考
力

」
に
つ

い
て
も

測
定

可
能

(4
)
人

間
力

の
評

価
に

お
い
て

、
到
達

目
標

の
評

価
に

有
用

（
単

位
制

の
見

直
し

）

○
キ

ャ
ッ

プ
制

の
導

入
な

ど
、

単
位

制
実

質
化

の
試

み
が

行
わ

れ
て

き
た

が
、

う
ま

く
機

能
し

て
い

な
い

。
ほ

と

ん
ど

の
教

職
員

、
学

生
は

、
1
2
4
単

位
が

卒
業

に
必

要
な

単
位

と
は

知
っ

て
い

て
も

、
１

単
位

4
5時

間
の

学
修

（
授

業
＋

２
時

間
の

予
習

・
復

習
）

と
い

う
概

念
は

知
ら

な
い

。
1
2
4
単

位
に

つ
い

て
も

、
年

3
0単

位
（

１
単

位
：

4
5時

間
の

学
修

×
1
5
週

）
×

４
年

＝
1
2
0
単

位
に

保
健

体
育

の
４

単
位

を
足

し
て

1
2
4
単

位
と

な
り

、
設

置
基

準
の

大
綱

化
に

よ
り

科
目

の
区

分
が

な
く

な
っ

て
現

在
に

至
っ

て
い

る
が

、
そ

も
そ

も
の

理
念

や
制

度
設

計
、

歴
史

的
経

緯

等
が

十
分

に
整

理
さ

れ
て

い
な

い
。

大
学

教
育

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

単
位

制
が

適
正

な
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
か

ら

議
論
し

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。

授
業

時
間

は
、

多
く

の
大

学
で

は
１

授
業

時
間

を
4
5
分

と
設

定
し

て
い

る
。

そ
れ

に
対

す
る

２
時

間
の

予
習

・

復
習

の
と

ら
え

方
を

、
実

時
間

（
1
20

分
）

な
の

か
授

業
と

同
じ

時
間

（
4
5×

２
の
9
0分

）
な

の
か

に
よ
っ

て
大
き

く
違
う

。
各

大
学

の
自

主
性

に
任

せ
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
り

、
逆

に
制

度
を

複
雑

に
し

て
い

る
。
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単
位

制
度

に
つ

い
て

、
各

大
学

、
海

外
の

大
学

の
実

情
を

調
査

・
検

討
し

、
適

当
な

教
育

シ
ス

テ
ム

と
し

て
整

理
し

た
上

で
、

各
大

学
の

教
職

員
や

学
生

に
わ

か
り

や
す

く
示

し
、

制
度

の
共

通
認

識
を

得
る

こ
と

が
、

学
修

時

間
の
実

質
化

へ
の

基
礎

と
な

る
。

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

海
外

留
学

等
に

よ
り

、
学

生
の

意
識

を
変

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、

夏
期

休
業

等
を

十
分

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
。
「

１
単

位
の

授
業

科
目

を
4
5
時

間
の

学
修

」
「

1
5
週

（
又

は
1
0
週

）

に
わ
た

る
期

間
」

と
い

う
基

準
の

変
更

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

ゆ
と

り
と

詰
め

込
み

の
バ

ラ
ン

ス
が

必
要

。

○
幼

児
期

か
ら

高
校

ま
で

自
主

的
な

活
動

を
保

証
さ

れ
ず

に
、

受
験

勉
強

も
補

習
と

詰
め

込
み

の
中

で
主

体
性

を

持
て
な

い
で

大
学

に
入

学
し

て
く

る
の

が
現

実
。

大
学

教
員

も
自

ら
は

受
験

勉
強

を
潜

り
抜

け
て

、
「

主
体

的
な
学

修
」
の

体
験

が
少

な
い

中
で

、
ど

の
よ
う

に
学
生

を
育
て

て
い

く
の

か
。

大
学

の
授

業
も

予
習

か
ら

復
習

ま
で

管
理

し
よ

う
と

す
る

の
で

れ
ば

本
末

転
倒

。

高
校

ま
で

の
「

学
習

」
を

踏
ま

え
る

と
、

必
修

を
少

な
く

し
て

卒
業

の
た

め
の

単
位

の
縛

り
を

減
ら

し
、

自
分

た
ち
で

課
題

を
見

つ
け

て
そ

の
学

修
の

深
化

の
た

め
に

大
学

教
員

を
探

す
く

ら
い

の
意

気
込

み
が

必
要

。

事
前

準
備

や
事

後
指

導
を

確
認

し
て

、
高

校
ま

で
の

管
理

教
育

を
さ

ら
に

広
げ

る
だ

け
で

は
意

味
が

な
い

。

○
現
在

の
単

位
と

学
修

時
間

の
関

係
に

つ
い

て
、

ゼ
ロ

サ
ム

で
再

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
。

（
時

間
割

、
授

業
期

間
の

弾
力

化
）

○
各

授
業

科
目

の
授

業
期

間
等

に
つ

い
て

、
一

層
多

様
性

・
自

由
度

を
高

め
る

措
置

が
あ

る
と

よ
い

。
海

外
に

お

け
る

短
期

留
学

や
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

を
増

加
さ

せ
、

全
体

と
し

て
留

学
体

験
を

持
つ

学
生

を
格

段
に

増

加
さ

せ
る

た
め

に
は

、
時

間
割

や
授

業
期

間
上

の
組

織
的

対
応

が
必

要
（

ご
く

一
部

の
学

生
に

支
障

が
出

な
け

れ

ば
よ
い

、
と

い
う

制
度

設
計

で
は

な
く
）
。

（
キ

ャ
ッ

プ
制

に
お

け
る

再
履

修
科

目
の

取
扱

い
に

つ
い

て
）

○
各

大
学

等
が

履
修

単
位

数
の

上
限

を
設

定
す

る
際

に
は

、
上

限
設

定
の

中
に

再
履

修
科

目
を

含
め

な
く

て
も

良

い
こ
と

を
明

確
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

（
図

書
館

機
能

の
充

実
）

○
学

生
の

自
学

自
修

に
必

要
な

知
識

・
情

報
を

収
集

・
提

供
す

る
と

と
も

に
、

快
適

な
学

修
空

間
を

備
え

、
学

修

サ
ポ

ー
ト

機
能

を
併

せ
持

っ
た

大
学

図
書

館
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
欧

米
と

比
べ

日
本

の

大
学
図

書
館

は
あ

ま
り

に
も

貧
弱

で
あ

り
、

こ
の

状
態

で
学

生
に

主
体

的
学

修
を

求
め

る
の

は
酷

。

（
SN

Sツ
ー

ル
の

活
用

）

○
大
学

教
育

の
問

題
点

は
実

践
的

で
な

い
こ

と
。

具
体

の
改

善
案

は
、

学
生

の
ア

イ
デ

ア
を

起
業

に
つ

な
ぐ

仕
組

み
を

作
る

た
め

に
、

大
学

内
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

イ

ン
フ
ラ

と
い

う
S
NS
ツ

ー
ル

を
整

備
す

る
こ

と
で

あ
る

。

若
い

日
本

人
の

能
力

を
開

放
す

れ
ば

、
新

技
術

創
生

、
雇

用
創

出
等

、
日

本
人

の
若

者
に

希
望

を
示

す
こ

と
が

で
き
、

日
本

の
雰

囲
気

を
改

善
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。

日
本
文

化
の

最
大

の
問

題
は

、
万

人
が

認
め

る
価

値
観

が
小

さ
く

、
議

論
が

で
き

な
い

こ
と

。

学
生

の
大

部
分

は
2c

hや
t
wi

t
te

rな
ど

の
S
N
Sツ

ー
ル

に
よ

っ
て

、
自

分
の

学
修

を
補

助
し

、
自

分
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

不
足

を
補

完
し

て
い

る
。

こ
の

点
に

着
目
す

る
と

、
大

学
内

で
SN

S
ツ
ー

ル
を

採
用

す
る

こ
と
は

議
論
を

促
し
た

り
、

学
生

交
流

の
良

き
助

け
と

な
る

の
で

は
な

い
か

。

ロ
ー
ル

モ
デ

ル
を

大
き

く
世

に
示

す
こ

と
も

必
要

で
、

そ
れ

に
は

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

と
の

連
携

も
必

要
。

（
学

生
の

詳
細

な
実

態
調

査
を

）

○
授

業
料

の
支

払
い

や
生

活
費

を
賄

う
た

め
に

ア
ル

バ
イ

ト
を

せ
ざ

る
を

得
な

い
学

生
も

多
く

、
授

業
へ

の
出

席

や
学
修

時
間

に
影

響
が

あ
る

。
学

生
の

実
態

を
詳

し
く

把
握

し
た

上
で

、
諸

施
策

の
検

討
を

す
る

こ
と

が
必

要
。

（
新

し
い

学
修

方
法

の
効

果
の

検
証

）

○
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

や
主

体
的

学
修

と
い

う
も

の
が

従
来

ま
で

の
教

育
・

学
修

方
法

に
比

べ
て

本
当

に

効
果

的
な

も
の

で
あ

る
の

か
に

つ
い

て
の

検
証

を
欠
い

て
い

る
。

個
人

的
な

経
験
や

思
い

込
み

で
立

案
せ

ず
、

ev
i

de
nc

e
-b

as
e
d
に

考
え

て
い

く
べ

き
。

（
学

位
の

資
格

審
査

の
厳

格
化

）

○
大

学
卒

業
と

大
学

院
入

試
は

日
本

共
通

試
験

化
し

、
あ

る
程

度
の

水
準

が
な

い
と

卒
業

で
き

な
く

進
学

で
き

な

い
制

度
が

必
要

。
大

学
院

が
就

職
で

き
な

い
大

卒
の

受
け

皿
で

は
駄

目
。

学
位

は
、

そ
れ

な
り

の
レ

ベ
ル

が
必

要

で
、
そ

う
で

な
く

て
は

輩
出

し
た

人
材

は
評

価
さ

れ
な

い
。

学
位

授
与

に
は

そ
れ

な
り

の
資

格
審

査
が

必
要

。

（
大

学
院

教
育

改
革

こ
そ

緊
急

の
課

題
）

○
先

進
国

に
お

け
る

大
学

教
育

で
は

、
人

材
育

成
と

し
て

質
の

高
い

大
学

院
の

存
在

が
極

め
て

重
要

な
役

割
を

果

た
し
て

い
る

。
特

に
、

理
工

学
系

に
お

い
て

は
大

学
院

教
育

の
質

が
科

学
技

術
の

将
来

を
左

右
し

て
い

る
。

大
学

院
改

革
を

早
急

に
行

う
べ

き
。

大
学

生
以

上
に

大
学

院
生

は
勉

強
し

て
い

な
い

。

(1
)
大
学

院
入

試

透
明

度
は

極
め

て
低

い
の

が
実

情
。

大
幅

な
定

員
割

れ
を

防
ぐ

た
め

、
受

験
者

の
ほ

と
ん

ど
を

合
格

と
し

て

い
る

。
学

部
教

育
に

お
け

る
学

力
保

証
を

確
認

す
る

仕
組

み
作

り
を

検
討

し
提

言
し

て
ほ

し
い

。

(2
)
大
学

院
教

育

極
め

て
狭

い
分

野
の

学
修

を
強

い
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
問

題
。

修
士

論
文

至
上

主
義

に
な

っ
て

い
る

。
こ

れ

で
は

グ
ロ

ー
バ

ル
化

し
た

技
術

社
会

で
活

躍
す

る
基

礎
学

力
が

身
に

つ
く

訳
が

な
い

。

博
士

課
程

は
修

得
単

位
数

が
、

欧
米

と
比

べ
る

と
明

ら
か

に
少

な
い

。
博

士
課

程
の

学
生

が
鍛

え
ら

れ
る

よ

う
な

仕
組

み
を

検
討

し
て

も
ら

い
た

い
。

修
士
・

博
士

論
文

審
査

は
、

大
半

は
指

導
教

員
が

主
査

と
な

っ
て

お
り

、
客

観
的

な
審

査
は

行
わ

れ
な

い
。

客
観
性

の
あ

る
審

査
制

度
と

し
な

い
限

り
人

材
の

質
保

証
は

不
可

能
で

あ
る

。

（
大

学
院

接
続

を
重

視
し

た
改

革
が

必
要

）

○
学
部

教
育

単
独

の
改

革
は

片
手

落
ち

で
あ

る
。
今
回

の
答
申

で
は
学

修
時
間

の
保

証
の

よ
う
な

提
言
で

あ
る

が
、

次
元

が
低

い
。

大
学

の
教

育
水

準
は

広
い

が
、

国
家

と
し

て
重

要
な

の
は

、
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
が

国
際

的
に

通
用

す

る
こ

と
で

あ
り

、
し

た
が

っ
て

、
大

学
院

接
続

を
重

視
し

た
改

革
こ

そ
急

務
で

あ
る

。
大

学
院

教
育

こ
そ

国
際

競

争
に
か

か
わ

る
人

材
養

成
の

要
で

あ
る

。

○
自

分
が

専
門

と
し

た
い

分
野

で
は

、
勉

強
す

れ
ば

す
る

ほ
ど

、
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
増

え
て

行
く

よ
う

な
勉

強

の
仕

方
が

不
可

欠
で

あ
る

。
ま

た
、

理
工

系
で

は
、

学
部

教
育

で
完

結
す

る
の

で
は

な
く

、
大

学
院

で
の

研
究

経

験
も

含
め

た
動

機
付

け
が

で
き

る
よ

う
に

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
忙

し
す

ぎ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
、

学
生

に
考

え

る
時
間

を
与

え
な

い
こ

と
か

ら
、

好
ま

し
く

な
い

。

○
多

く
の

大
学

院
生

は
学

部
か

ら
接

続
し

た
進

学
者

で
あ

り
、

大
学

院
の

授
業

も
学

部
時

代
と

同
じ

大
学

教
員

、

学
生

と
な

る
。

ま
た

、
研

究
テ

ー
マ

も
学

部
時

代
と

同
じ

内
容

で
あ

り
、

視
野

が
狭

く
な

る
。

学
生

と
大

学
教

員

が
な

れ
合

い
で

、
緊

張
感

が
な

い
授

業
・

研
究

指
導

に
な

り
が

ち
で

あ
る

。
大

学
教

員
は

研
究

業
績

作
り

の
た

め

に
教

育
不

熱
心

と
な

り
、

そ
れ

が
故

に
学

生
の

質
が

上
が

ら
ず

、
研

究
論

文
も

出
せ

な
い

と
い

う
悪

循
環

に
な

っ

て
い
る

。
実

態
調

査
を

し
、

諸
外

国
の

大
学

院
教

育
と

の
比

較
な

ど
で

問
題

点
を

明
ら

か
に

し
て

も
ら

い
た

い
。
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（
就

職
活

動
の

早
期

化
・

長
期

化
の

改
善

）

○
現

在
の

学
生

の
「

学
修

時
間

の
確

保
」

を
阻

害
す

る
大

き
な

外
的

要
因

と
し

て
、

就
職

活
動

の
早

期
化

・
長

期

化
が

あ
る

。
企

業
側

の
人

材
確

保
と

大
学

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

と
し

て
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

・
キ

ャ
リ

ア
ッ

プ

の
た
め

に
膨

大
な

時
間

が
費

や
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
改

善
す

べ
き

。

○
学

修
時

間
が

一
番

確
保

さ
れ

る
べ

き
３

・
４

年
次

（
あ

る
い

は
大

学
院

２
年

次
）

の
学

生
が

、
専

門
教

育
を

集

約
化

し
て

い
く

最
も

大
切

な
時

期
に

就
職

活
動

が
行

わ
れ

て
お

り
、

就
職

活
動

の
時

期
の

抜
本

的
な

見
直

し
を

な

く
し

て
、

大
学

の
質

保
証

及
び

学
生

の
学

修
時

間
確

保
の

根
本

的
な

問
題

解
決

に
は

な
ら

な
い

。
日

本
の

企
業

全

体
が
遵

守
す

る
ル

ー
ル

の
設

定
も

必
要

。

○
企
業

側
の

若
者

の
受

け
入

れ
に

つ
い

て
再

考
が

必
要

。
採

用
に

つ
い

て
は

、

(1
)
通

年
採

用
を

徹
底

す
る

(
2
)

特
に

大
学

生
に

つ
い

て
は

採
用

試
験

を
４

年
生

の
後

半
以

降
と

す
る

(
3
)
企
業

は
採
用

を
人

物
本

位
と

し
、

社
会

人
（
離

職
者
、

高
卒

）
も

積
極

的
に

採
用

す
る

こ
の

様
な

こ
と

が
実

施
さ

れ
る

こ
と

で
、

社
会

に
お

い
て

大
学

の
学

修
の

意
味

（
何

故
学

ぶ
か

）
が

理
解

さ
れ

、

広
く
社

会
人

に
も

門
戸

を
開

く
こ

と
に

よ
り

、
社

会
人

学
生

の
学

び
も

増
え

て
く

る
。

（
授

業
で

討
論

し
た

結
果

に
つ

い
て

）

○
「
審

議
ま

と
め

」
に

つ
い

て
、

授
業

内
で

討
論

し
た

結
果

、
次

の
よ

う
な

見
解

が
挙

げ
ら

れ
た

。

・
抽
選

等
に

よ
る

受
講

者
数

の
制

限
が

学
修

意
欲

を
低

下
さ

せ
る

。

・
企
業

の
求

め
る

要
素

を
も

っ
と

講
義

に
積

極
的

に
取

り
入

れ
て

い
く

べ
き

。

・
授
業

外
の

課
題

を
増

や
す

べ
き

。

・
履
修

科
目

数
が

多
い

。

・
目
標

を
ど

う
も

た
せ

る
か

が
重

要
。

・
授
業

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

継
続

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
義

務
化

の
検

討
。

・
高
等

学
校

教
育

の
在

り
方

の
再

検
討

。

・
シ
ラ

バ
ス

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
必

修
科

目
は

参
照

し
て

い
な

い
。

・
授
業

評
価

シ
ス

テ
ム

の
確

立
。

・
「

K-
16

」
の

よ
う

な
学

習
の

系
統

化
。

・
系
統

性
の

あ
る

教
材

づ
く

り
や

教
材

活
用

が
大

切
。

・
学
修

量
を

増
や

す
こ

と
が

質
向

上
に

繋
が

る
の

か
疑

問
。

・
授

業
時

間
9
0分

は
長

い
。

・
「

大
学

ポ
ー
ト

レ
ー

ト
（

仮
称

）
」
の

組
織

的
な

位
置

づ
け

と
効

果
に

疑
問

。

【
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
】

（
機

能
別

分
化
と

ガ
バ
ナ

ン
ス

の
在

り
方

）

○
大

学
の

機
能

別
分

化
に

沿
っ

て
、

タ
イ

プ
ご

と
に

必
要

な
教

学
ガ

バ
ナ

ン
ス

、
あ

る
い

は
望

ま
し

い
ガ

バ
ナ

ン

ス
、
望

ま
し

い
教

学
役

職
者

の
役

割
の

在
り

方
な

ど
を

明
確

に
す

べ
き

。

（
学

長
と

教
授

会
の

関
係

性
の

整
理

・
見

直
し

）

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

強
め

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ
ン

で
教

学
改

革
を
実

行
に

移
す

場
合
、
「

教
授

会
の
自

治
」
と

の
衝
突

が
予

想
さ

れ
、
教

授
会
と

の
関

係
を

ど
の

よ
う

に
調

整
し

て
い

く
か
、
制

度
や

仕
組

み
の

見
直

し
が

必
要
。

○
大

学
教

員
が

高
齢

化
し

て
お

り
、

教
育

研
究

以
外

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

含
む

雑
事

を
こ

な
す

力
量

が
昔

に
比

べ

て
組

織
的

に
低

下
し

て
い

る
。

雑
事

と
よ

ば
れ

る
業

務
が

急
速

に
高

度
化

し
、

ま
た

、
専

攻
分

野
の

教
育

研
究

の

内
容
も

高
度

化
が

進
ん

で
い

る
。

今
後

の
大

学
経

営
は

、
一

層
難

し
く

な
る

状
況

で
あ

り
、

大
学

運
営

に
つ

い
て

は
、

教
授

会
が

関
与

す
る

必
要

が
な
い

こ
と

を
法

令
や

通
達

な
ど

で
明

確
に

整
理

す
る

こ
と

が
必

要
。

（
組

織
の

主
体

的
な

点
検

、
改

善
活

動
の

促
進

）

○
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
可

能
に

す
る

た
め

に
は

、
大

学
と

い
う

組
織

体
の

主
体

的
な

点
検

、
改

善
活

動
を

促

進
す

る
こ

と
が

必
要

。
そ

の
た

め
に

も
、

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

具
体

的
な

方
法

論
の

明
示

義
務

化
、

学

修
成

果
の

評
価

指
標

、
学

長
な

ど
の

支
援

機
能

充
実

、
資

源
配

分
の

際
の

支
援

・
奨

励
制

度
な

ど
の

方
策

が
講

じ

ら
れ
る

こ
と

が
必

要
。

（
事

務
職

員
の

活
用

）

○
大

学
教

員
の

使
命

は
教

育
と

研
究

な
の

だ
か

ら
、

極
力

、
そ

の
関

係
の

委
員

会
だ

け
に

限
定

し
、

教
育

と
研

究

に
精

力
を

注
ぐ

べ
き

。
事

務
職

員
に

予
算

・
権

限
、

責
任

を
持

た
せ

て
大

学
運

営
を

任
せ

る
べ

き
。

大
学

教
員

が

大
学
の

す
べ

て
を

背
負

っ
て

運
営

す
る

の
は

時
代

遅
れ

。

○
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

は
、

大
学

教
員

だ
け

で
な

く
事

務
職

員
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
も

活
用

す
る

必
要

。
そ

の

た
め
に

は
、
現

場
の
努

力
だ

け
で

は
な

く
、
法

令
の

改
正

を
要

望
。
学
校

教
育

法
は

以
下

の
改
正

を
検
討

す
べ

き
。

(1
)
大

学
に

お
け

る
事

務
職
員

特
有
の

職
務

に
つ

い
て

の
説

明
を

加
え
る

。

(2
)
教

授
会

に
つ

い
て

、
事
務

職
員
が

加
わ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
こ
と

を
明
示

。

（
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
等

を
活

用
す

る
た

め
の

人
材

開
発

）

○
世
界

中
の

公
開

講
座

の
中

継
や
、
日

本
語

サ
ポ

ー
ト

・
解
説

す
る
よ

う
な
人

材
を

育
成

・
確
保

し
て
は

ど
う

か
。

企
業

で
多

く
の

経
験

を
持

つ
人

が
考

え
た

ア
イ

デ
ア

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
必

要
。

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

力
量

を
持

っ
た

専
門

人
材

の
育

成
）

○
大
学

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

、
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

担
え

る
力

量
を

持
っ

た
専

門
人

材
の

育
成

に
取

り
組

む
べ

き
。

現
在

の
学

長
や

学
部

長
等

の
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
け

る
管

理
職

は
、

研
究

者
で

あ
り

教
員

で
あ

り
、

管
理

運
営
の

プ
ロ

に
な

る
こ

と
を

志
し

て
大

学
に

奉
職

し
た

わ
け

で
は

な
い

。

大
学

教
員

に
は

何
よ

り
も

研
究

業
績

が
求

め
ら

れ
、

最
優

先
さ

れ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
こ

の
よ

う
な

管
理

運
営

の
負
担

は
、

本
人

、
大

学
、

国
の

い
ず

れ
に

と
っ

て
も

人
的

・
知

的
資

源
の

浪
費

。

法
的

に
も

裏
付

け
ら

れ
た

権
限

を
持

ち
、

大
学

の
管

理
運

営
を

専
門

に
担

う
職

種
・

人
材

層
を

制
度

的
に

作
り

出
し
て

い
く

こ
と

が
必

要
。

135



ま
た

、
そ

の
よ

う
な

職
種

を
志

望
す

る
優

秀
な

人
材

を
広

く
リ

ク
ル

ー
ト

し
て

く
る

施
策

も
講

じ
る

べ
き

。

単
な
る

「
民

間
経

験
者

」
と

い
う

だ
け

で
は

、
複

雑
な

大
学

内
部

の
運

営
は

到
底

担
う

こ
と

が
で

き
な

い
。

（
大

学
教

員
の

流
動

化
）

○
大

学
教

員
の

視
野

を
よ

り
広

げ
る

こ
と

が
、

研
究

成
果

を
上

げ
る

上
で

も
、

教
育

や
社

会
貢

献
の

レ
ベ

ル
を

高

め
る
上

で
も

役
立

つ
。

５
～

10
年

に
一

度
は

、
異
な

る
大
学

に
異

動
す

る
よ

う
な

制
度

を
導
入

す
べ
き

。

（
科

目
相

互
の

有
機

的
連

関
は

困
難

）

○
学

科
及

び
学

部
の

科
目

相
互

の
有

機
的

連
関

の
実

現
可

能
性

は
極

め
て

低
い

。
多

く
の

大
学

で
、

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
の

相
次

ぐ
見

直
し

の
中

、
つ

ぎ
は

ぎ
だ

ら
け

の
科

目
構

成
に

な
っ

て
い

る
。

多
く

の
場

合
、

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で

な
さ
れ

た
学

部
・

学
科

の
改

組
な

ど
の

影
響

を
直

接
受

け
た

結
果

で
あ

る
。

仮
に

連
関

性
を

持
っ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

で
き

た
と

し
て

も
、

履
修

に
お

い
て

そ
の

連
関

性
が

保
た

れ
る

よ
う

に
す
る

に
は

、
必

修
化

の
度

合
い

を
高

め
る

こ
と

に
な

る
。

（
単

位
認

定
を

厳
格

に
行

う
大

学
運

営
）

○
「

勉
強

し
な

い
大

学
生

」
で

あ
っ

て
も

単
位

を
与

え
る

大
学

教
員

、
進

学
を

容
認

す
る

学
科

運
営

、
卒

業
認

定

を
す
る

大
学

運
営

に
問

題
が

あ
る

。

大
学

教
員

は
研

究
成

果
を

出
す

こ
と

が
最

も
重

要
で

あ
り

、
教

育
は

片
手

間
で

よ
い

と
い

う
考

え
が

浸
透

し
て

い
る

。
単

位
認

定
を

厳
格

に
行

う
と

、
留

年
生

が
多

数
出

る
と

い
う

問
題

が
生

じ
る

た
め

、
ど

こ
の

学
科

で
も

特

別
の

配
慮

を
し

て
い

る
の

が
実

情
。

留
年

生
が

出
る

こ
と

は
、

文
部

科
学

省
か

ら
の

運
営

費
交

付
金

の
削

減
に

つ

な
が

り
、

ま
た

、
大

学
の

評
判

が
悪

く
な

る
な

ど
、

学
科

や
大

学
側

か
ら

圧
力

が
か

か
る

た
め

正
直

な
単

位
認

定

は
で
き

な
い
。
こ

の
よ

う
な

運
営

を
大

学
教

員
組

織
が

行
っ
て

い
る
状

況
で
は

大
学

教
育

の
質
保

証
は
で

き
な

い
。

米
国

の
大

学
の

よ
う

に
、

入
試

は
容

易
だ

が
単

位
認

定
が

厳
格

で
あ

り
卒

業
は

難
し

く
、

留
年

す
る

の
は

当
た

り
前
の

よ
う

な
運

営
に

す
る

時
期

に
来

て
い

る
。

（
大

学
教

員
の

意
識

改
革

）

○
大
学

教
員

の
意

識
の

低
さ

、
特

に
、

危
機

感
を

全
く

持
ち

合
わ

せ
て

い
な

い
大

学
教

員
が

い
る

こ
と

が
問

題
。

学
修

時
間

を
確

保
す

る
た

め
に

、
大

学
教

員
は

学
生

に
指

示
す

べ
き

で
な

い
と

誤
解

し
て

い
る

、
ま

た
は

、
言

い
訳
し

て
い

る
大

学
教

員
の

意
識

改
革

が
必

要
。

（
教

員
の

合
意

形
成

が
重

要
）

○
大

学
教

員
に

意
識

改
革

を
求

め
、

統
一

的
な

学
位
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中
で

与
え

ら
れ

た
役

割
を
果

た
す
な

ど
、
「

組

織
的

教
育

と
い

う
名

の
バ

ス
」

に
乗

る
よ

う
に

求
め

て
い

る
。

何
か

「
標

準
的

」
な

科
目

が
存

在
し

て
、

そ
れ

を

教
員

の
誰

も
が

理
解

す
る

こ
と

が
改

革
の

基
本

認
識

と
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
小

中
高

と
異

な
る

大
学

の
教

育

水
準

で
は

、
能

動
的

学
修

の
発

露
を

目
指

し
て

、
批

判
的

精
神

を
涵

養
す

る
こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

こ
と

か

ら
、

そ
れ

が
保

証
さ

れ
な

い
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
教

員
の

合
意

形
成

な
く

一
方

的
に

作
成

さ
れ

る
と

す
れ

ば
、

こ

れ
は
自

由
な

発
想

を
貴

ぶ
学

問
の

府
に

は
馴

染
ま

な
い

。

【
大

学
教

員
の

教
育

力
向

上
】

（
大

学
教

員
に

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

教
育

を
）

○
学

生
に

主
体

性
を

持
た

せ
る

に
は

、
感

動
を

与
え

、
自

ら
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
と

思
わ

せ
る

こ
と

。
そ

の

た
め

に
は

、
大

学
教

員
の

側
に

あ
る

種
カ

リ
ス

マ
の

よ
う

な
も

の
が

必
要

。
学

生
の

身
近

な
目

標
に

な
り

、
手

本

を
示
し

つ
つ

、
そ

の
先

に
進

ん
で

い
き

た
い

と
い

う
学

生
の

欲
を

引
き

出
す

テ
ク

ニ
ッ

ク
が

必
要

。

准
教

授
以

上
の

大
学

教
員

も
、

部
下

や
学

生
を

育
て

る
た

め
に

、
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

教
育

（
メ

ン
タ

リ
ン

グ
と

コ
ー
チ

ン
グ

）
を

一
通

り
受

け
る

の
は

け
っ

し
て

無
駄

で
は

な
い

。

○
こ

れ
ま

で
の

大
学

は
、

所
属

教
職

員
の

人
材

育
成

に
金

を
か

け
て

き
て

い
な

い
。

企
業

で
は

、
幹

部
候

補
生

に

色
々

な
業

務
経

験
あ

る
い

は
海

外
勤

務
等

を
経

験
さ

せ
、

経
営

側
の

幹
部

社
員

に
登

用
さ

れ
て

い
く

が
、

大
学

の

場
合

幹
部

へ
の

登
用

が
、

教
職

員
構

成
員

に
よ

る
互

選
又

は
選

挙
に

よ
っ

て
登

用
さ

れ
、

経
験

の
な

い
人

間
が

、

あ
る

日
突

然
に

し
て

幹
部

教
職

員
と

な
る

。
こ

れ
で

は
、

組
織

経
営

を
維

持
す

る
こ

と
な

ど
は

と
て

も
難

し
く

、

組
織
の

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

を
次

世
代

に
伝

承
す

る
こ

と
も

ま
ま

な
ら

な
い

。

大
学

経
営

が
困

難
に

な
る

時
代

に
お

い
て

、
教

学
ガ

バ
ナ

ン
ス

上
に

お
い

て
、

企
業

組
織

の
よ

う
な

組
織

メ
カ

ニ
ズ
ム

が
働

く
組

織
と

な
る

よ
う

、
従

事
す

る
教

職
員

へ
の

人
材

育
成

が
必

要
。

（
教

育
研

修
事

業
の

充
実

、
大

学
教

員
に

も
教

員
免

許
を

）

○
能
動

的
な

授
業

を
中

心
と

す
る

に
は

、
大

学
教

員
の

能
力

と
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
高

め
る

こ
と

が
必

須
。

「
能

動
的

な
授

業
」

を
行

う
能

力
な

ど
、

ほ
と

ん
ど

の
大

学
教

員
は

訓
練

を
受

け
て

い
な

い
。

各
大

学
の

F
D
は

、
年

１
回

の
講

演
会

の
よ

う
な

ア
リ

バ
イ

作
り

が
実

態
。

大
多

数
の

大
学

教
員

も
無

理
に

付
き

合
わ

さ
れ

て
い

る
。

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
も

、
PD

CA
サ

イ
ク

ル
の

Ｃ
と

Ａ
は

各
大

学
教

員
に

任
さ

れ
て

い
る

。

原
因

は
、

依
然

と
し

て
大

学
教

員
の

評
価

が
研

究
重

視
で

行
わ

れ
て

い
る

た
め

。
文

部
科

学
省

の
政

策
に

し
て

も
研

究
重

視
と

教
育

重
視

の
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
全

体
的

な
整

合
性

が
取

れ
て

い
な

い
。

科
学

研
究

費
補

助
金

の

２
割
で

も
次

代
を

担
う

若
者

の
教

育
の

向
上

に
振

り
向

け
る

ほ
う

が
日

本
の

将
来

に
と

っ
て

有
効

。

教
員

研
修

の
あ

り
方

・
方

法
・

内
容

等
に

関
す

る
研

究
開

発
を

行
う

と
と

も
に

合
宿

形
式

で
教

員
研

修
を

実
施

す
る
な

ど
、

教
員

研
修

事
業

を
実

施
す

る
セ

ン
タ

ー
を

ま
と

ま
っ

た
地

域
ご

と
に

設
置

し
て

は
ど

う
か

。

○
大

学
教

員
の

教
育

力
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

必
須

。
大

学
教

員
の

み
が

教
育

の
基

本
を

学
ぶ

こ
と

な
く

教
壇

に

立
つ
こ

と
が

伝
統

的
に

許
さ

れ
て

い
る

点
を

見
直

さ
な

け
れ

ば
な

ら
い

。

予
習
、
復
習

、
課

題
の

与
え

方
を

学
ば

せ
る

な
ど
、「

持
続

可
能

な
方

法
」
に
よ

る
教

員
研

修
の

必
須
化

が
必
要
。

○
大
学

に
期

待
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
、

職
業

生
活

や
経

済
環

境
に

直
結

す
る

教
育

で
あ

り
、

学
習

の
系

統
化

。

「
K
-1
6」

を
実

現
し

て
い
く

必
要
が

あ
る

。

学
生

の
学

修
経

験
を

尊
重

し
、

学
生

の
能

力
、

日
常

の
生

活
経

験
等

を
基

盤
と

し
て

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

構
成

す
べ

き
。

そ
の

た
め

に
は

、
大

学
教

員
の

質
の

向
上

が
不

可
欠

。
例

え
ば

、
非

常
勤

講
師

も
含

め
大

学
教

員
に

対

し
て
も

一
定

期
間

ご
と

の
研

修
の

導
入

、
教

員
免

許
の

有
無

を
大

学
教

員
採

用
の

採
用

基
準

と
し

て
は

ど
う

か
。

○
大

学
教

員
の

基
盤

は
、

そ
の

教
員

が
教

え
育

っ
た

教
育

観
で

あ
り

、
意

識
改

革
で

大
学

教
育

の
課

題
を

解
決

し

て
い
く

こ
と

に
も

限
界

が
あ

る
。
自
律

的
に

大
学

教
員

の
自

己
改

革
を

促
す

に
も
、
ど

こ
ま

で
で

き
る

か
は

疑
問
。

高
等

学
校

以
下

の
教

員
に

義
務

付
け

て
い

る
、

教
育

職
員

免
許

の
よ

う
な

も
の

が
大

学
教

員
に

も
必

要
。

組
織

的
に

大
学

教
員

の
意

識
改

革
に

取
り

組
む

の
で

あ
れ

ば
、

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
と

い
う

改
革

業
務

の
専

門
人

材
を

養
成

し
、

全
国

の
大

学
に

採
用

す
る

こ
と

を
義

務
付

け
て

、
各

大
学

が
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
デ

ィ

ベ
ロ
ッ

パ
ー

に
よ

る
大

学
教

員
の

意
識

改
革

を
全

国
的

に
促

せ
ば

、
改

善
効

果
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
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○
大

学
教

員
志

望
者

に
は

、
あ

ら
か

じ
め

一
定

期
間

、
Ｔ

Ａ
や

助
手

の
経

験
を

義
務

付
け

る
な

ど
し

て
、

見
習

期

間
を
経

て
教

授
法

獲
得

の
証

明
を

得
な

い
と

教
員

と
し

て
採

用
で

き
な

い
よ

う
な

仕
組

み
を

構
築

し
て

は
ど

う
か
。

（
大

学
教

員
の

教
育

貢
献

を
正

当
に

評
価

す
べ

き
）

○
大
学

教
員

の
教

育
貢

献
を

正
当

に
評

価
す

る
こ

と
が

不
可

欠
。

大
学

教
員

の
採

用
・

昇
格

は
、
研

究
業
績

に
よ

っ
て

ほ
と
ん

ど
決
ま

る
の
で

教
育

に
注

力
し
て

も
報
わ

れ
な

い
。

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

等
を

用
い

て
教

育
貢

献
を

可
視

化
し

、
大

学
教

員
間

で
比

較
す

る
こ

と
で

教
育
貢

献
を

評
価

で
き

る
。

国
立

大
学

の
大

学
教

員
人

事
は

公
募

が
原

則
だ

が
、

公
募

の
際

に
エ

ビ
デ

ン
ス

を
含

む
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

に
よ

り
、

教
育

能
力

も
考

慮
し

た
人

事
が

可
能

。
ま

た
、

毎
年

行
わ

れ
て

い

る
教
員

評
価

の
際

に
も

同
様

の
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

こ
と

で
正

当
な

評
価

が
行

え
る

。

（
学

生
の

授
業

評
価

は
必

要
。

教
育

と
研

究
の

役
割

分
担

を
）

○
大

学
教

員
の

教
育

力
は

、
か

な
り

の
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
が

実
態

。
大

学
教

員
は

研
究

者
で

あ
り

教
育

者
で

も

あ
る
が

、
研

究
は

評
価

さ
れ

て
も

授
業

は
あ

ま
り

評
価

さ
れ

な
い

。
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

は
必

要
。

更
に

、
将

来
的

に
は

大
学

教
員

を
研

究
者

と
教

育
者

に
分

け
た

方
が

よ
い

。
思

考
力

や
表

現
力

を
育

成
す

る
な

ら

な
お
さ

ら
。

研
究

の
傍

ら
や

れ
る

ほ
ど

教
育

は
甘

く
は

な
い

。

（
学

生
参

加
型

F
D）

○
「
学

生
参

画
型

FD
」

が
一

定
の

有
効

性
を

発
揮
し

て
い
る

と
い

う
主

旨
も

明
示

的
に

盛
り
込

ん
だ
方

が
よ

い
。

【
高

大
の

円
滑

な
接

続
】

（
初

等
中

等
教

育
と

の
連

携
）

○
大
学

構
内

に
小

中
高

一
貫

校
を

置
き

、
小

中
高

と
の

連
携

を
強

化
し

て
は

ど
う

か
。

○
学

修
時

間
が

少
な

い
こ

と
が

問
題

視
さ

れ
て

い
る

が
、

質
を

伴
っ

た
学

修
時

間
を

増
加

す
れ

ば
好

転
す

る
確

証

が
ど

こ
に

あ
る

の
か

。
2
0
0
3
年

P
I
S
A
調

査
に

て
世

界
ト

ッ
プ

の
成

績
を

収
め

た
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
が

、
年

間
授

業
日

数
、

家
庭

で
の

学
修

時
間

と
も

に
日

本
を

下
回

っ
て

い
て

も
ト

ッ
プ

と
な

り
得

た
理

由
の

一
つ

が
テ

ス
ト

や
順

位

な
ど

と
い

う
方

法
で

勉
強

を
強

制
し

な
い

た
め

。
グ

ル
ー

プ
学

習
、

少
人

数
学

習
、

個
別

指
導

が
多

く
、

生
徒

の

自
主

性
や

協
調

性
を

重
視

。
生

徒
た

ち
が

自
ら

教
え

合
い

、
話

し
合

う
こ

と
で

知
識

が
確

か
な

も
の

に
な

る
。

学

習
す

る
内

容
も

生
徒

だ
け

で
決

め
る

こ
と

も
あ

る
。

テ
ス

ト
の

た
め

に
暗

記
を

す
る

必
要

も
な

い
の

で
応

用
力

も

つ
く
の

で
あ

る
。

日
本

の
よ

う
に

受
験

や
成

績
の

た
め

に
、

徹
夜

で
暗

記
な

ど
と

い
う

考
え

は
な

い
。

○
学

士
課

程
教

育
を

第
三

段
階

教
育

と
し

て
1
8
歳

以
上

の
た

め
の

基
礎

的
共

通
力

量
の

形
成

の
場

と
位

置
付

け
る

こ
と

に
つ

い
て

異
論

は
な

い
が

、
本

来
的

に
、

中
等

教
育

修
了

ま
で

に
や

っ
て

お
く

べ
き

課
題

と
学

士
課

程
教

育

で
や
る

べ
き

こ
と

と
を

分
別

し
て

論
じ

る
こ

と
が

必
要

。

大
学

教
育

改
革

に
対

す
る

具
体

的
な

諸
提

案
の

実
施

に
は

、
初

等
中

等
教

育
段

階
で

必
要

と
な

る
改

革
に

つ
い

て

も
、
併

せ
て

さ
ら

に
具

体
的

な
見

通
し

を
示

す
こ

と
が

必
要

。

○
高

校
卒

業
程

度
試

験
を

設
け

る
な

ど
、

大
学

教
育

の
質

の
保

証
を

考
え

る
前

に
大

学
入

学
時

点
で

の
学

生
の

学

力
の
保

証
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
高

校
ま

で
の

学
習

の
つ

け
を

大
学

に
押

し
付

け
る

べ
き

で
は

な
い

。

○
「

大
学

に
お

け
る

主
体

的
な

学
び

」
は

「
義

務
教

育
及

び
高

校
教

育
を

通
じ

て
知

識
・

技
能

の
着

実
な

習
得

や

そ
れ
ら

を
活

用
す

る
た

め
の

思
考

力
等
、
学

修
意

欲
の

基
盤

と
し

て
形

成
さ

れ
て

こ
そ

成
立

す
る
」
も

の
で

あ
り
、

大
学
入

学
前

の
初

等
中

等
教

育
段

階
で

の
学

び
の

改
善

は
重

要
な

課
題

。

○
高
校

教
育

に
お

け
る

学
び

の
質

の
転

換
の

必
要

性
を

、
も

っ
と

強
調

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

一
部

の
高

校
や

府
県

で
探

究
的

な
教

育
課

程
の

導
入

が
始

ま
っ

て
い

る
が
、
そ

の
成
果

の
検
証

結
果
を

明
示

し
、

高
等
教

育
に

と
っ

て
の

意
義

を
加

筆
さ

れ
た

い
。

○
初

等
中

等
教

育
・

高
等

教
育

が
バ

ラ
バ

ラ
に

動
い

て
き

て
い

る
現

状
を

改
め

な
い

限
り

、
真

の
解

決
に

は
な

ら

な
い

。
そ

の
た

め
の

方
策

と
し

て
、

大
学

教
員

と
高

校
以

下
の

教
員

が
互

い
の

職
場

を
行

き
来

す
る

よ
う

な
真

摯

な
取
組

を
国

が
主

導
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

議
論

が
必

要
。

○
「

初
等

中
等

教
育

で
1
2
年

間
受

け
て

き
た

教
育

課
程

の
内

容
・

質
に

つ
い

て
の

評
価

分
析

」
と

「
学

生
の

質
の

一
定
程

度
の

保
証

」
を

抜
き

に
学

士
課

程
の

質
を

高
め

よ
う

と
す

る
の

は
机

上
の

空
論

。

入
学

試
験

に
お

い
て

も
セ

ン
タ

ー
試

験
が

学
生

の
質

を
試

す
シ

ス
テ

ム
に

な
っ

て
い

る
か

の
検

証
も

必
要

。

さ
ら

に
初

等
中

等
教

育
で

の
「

ゆ
と

り
教

育
」

や
「

総
合

学
習

」
は

、
考

え
る

力
や

自
主

学
習

を
育

ん
で

き
た

か
、
そ

の
結

果
の

検
証

が
オ

ー
プ

ン
に

行
わ

れ
て

い
な

い
。

日
本

の
教

育
シ

ス
テ

ム
全

体
を

考
え

た
上

で
、

高
等

教
育

・
学

士
課

程
教

育
の

あ
る

べ
き

姿
を

提
言

す
べ

き
。

○
小

学
校

か
ら

高
校

ま
で

の
1
2
年

間
で

、
受

験
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

（
学

習
＝

入
試

の
た

め
の

も
の

）
に

価
値

観
を

お
い
て

し
ま

い
、

受
験

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
で

し
か

学
習

意
欲

を
持

た
せ

な
い

よ
う

な
傾

向
に

な
っ

て
い

る
。

受
験

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
で

し
か

勉
強

し
な

い
若

者
を

作
り

上
げ

て
し

ま
っ

て
い

る
現

行
教

育
制

度
を

変
え

て
い

く
こ
と

が
必

要
。

高
校

生
に

学
習

意
欲

を
も

た
せ

る
高

校
教

育
改

革
も

必
要

。

○
学

士
課

程
教

育
に

つ
い

て
本

格
的

に
質

的
な

転
換

を
求

め
る

の
で

あ
れ

ば
、

大
学

だ
け

で
な

く
、

小
中

高
校

、

及
び

企
業

が
そ

れ
ぞ

れ
こ

の
問

題
を

真
剣

に
検

討
し

、
社

会
全

体
も

大
き

く
変

貌
す

る
こ

と
が

必
須

。
基

本
的

に

学
修

方
法

は
受

動
的

で
最

小
限

の
努

力
で

効
率

よ
く

結
果

（
成

績
）

が
得

ら
れ

る
こ

と
を

目
指

す
習

慣
が

身
に

つ

い
た
状

況
で

大
学

に
進

学
す

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
大

学
で

の
対

処
に

は
限

界
。

覚
え

る
だ

け
の

単
純

記
憶

型
の

学
修

で
は

な
く
、「

な
ぜ
」
と
問

い
か

け
、
自
ら

考
え

る
複

雑
記

憶
型
の

学
修
は

、

小
学
校

高
学

年
の

頃
の

教
育

か
ら

始
め

る
べ

き
。

た
だ

し
、

優
れ

た
教

育
を

す
れ

ば
、

だ
れ

で
も

そ
の

能
力

が
発

揮
さ

れ
る

と
い

う
訳

で
は

な
い

。
目

標
は

、
能

力
が

あ
り

な
が

ら
、

そ
れ

が
埋

も
れ

て
い

る
状

況
を

改
善

す
る

こ
と

で
あ

っ
て

、
能

力
が

備
わ

っ
て

い
な

い
学

生

ま
で

も
教

育
す

る
こ

と
に

は
限

界
が

あ
る

。
全

体
と

し
て

は
、

そ
の

よ
う

な
限

定
的

な
能

力
を

持
つ

学
生

も
、

そ

れ
な
り

に
受

け
入

れ
る

こ
と

が
必

要
。

○
高

等
学

校
教

育
の

現
場

で
は

理
解

す
る

こ
と

は
重

要
視

さ
れ

て
い

な
い

。
正

し
い

か
正

し
く

な
い

か
の

答
合

わ

せ
が
中

心
で

あ
り
、
知

識
が

体
系

的
に

組
み

上
が

っ
て

い
る

わ
け

で
は

な
く
、
使

え
る

知
識

に
は

な
っ

て
い

な
い
。

セ
ン

タ
ー

試
験

も
、

結
果

的
に

そ
の

形
で

出
題

さ
れ

、
知

識
を

使
う

形
に

な
っ

て
い

な
い

。

対
策

と
し

て
、

以
下

の
様

な
内

容
を

大
学

入
学

前
に

整
え

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

(
1
)

「
答

の
な

い
問

題
を

解
く

」
力

が
付

く
こ

と
を

中
学

生
の

頃
か

ら
経

験
さ

せ
、

そ
れ

を
評

価
す

る
指

標
を

導

入
す

る
。

そ
の

重
要

性
を

産
業

界
か

ら
も

伝
え

、
会

社
で

評
価

さ
れ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

(
2
)

色
々

な
考

え
を

人
に

伝
え

、
ま

た
、

人
か

ら
色

々
な

考
え

を
聞

き
、

様
々

な
角

度
か

ら
物

事
を

理
解

し
て

議

論
す

る
こ

と
を

早
く

か
ら

体
験

を
さ

せ
る

。

(3
)
試

験
で

課
さ

な
い

実
験
や

体
験
を

小
さ

い
頃

か
ら

教
育

に
取

り
入
れ

、
評
価

指
標

を
導

入
す

る
。
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（
教

育
制

度
の

根
本

的
立

て
直

し
）

○
多

く
が

就
職

す
る

専
門

高
校

に
対

す
る

企
業

か
ら

の
評

価
も

低
い

。
そ

れ
は

、
学

校
で

の
教

育
が

社
会

の
要

望

す
る
教

育
と

ず
れ

て
い

る
か

ら
。
教
科

の
中

で
、
実
社

会
の
問

題
を

取
り

上
げ
教

科
の

枠
を

超
え

た
教

育
が

必
要
。

答
え
の

決
ま

っ
て

い
な

い
問

題
に

対
し

自
ら

考
え

答
え

を
出

す
力

を
育

む
教

育
が

初
等

教
育

か
ら

必
要

。

小
学

校
で

は
あ

る
程

度
成

果
を

上
げ

て
い

る
総

合
学

習
も

、
中

学
・

高
校

と
な

る
と

い
ま

い
ち

。
そ

の
一

番
の

原
因
は

入
試

。
子

ど
も

は
受

験
の

た
め

に
勉

強
し

受
験

が
終

わ
れ

ば
学

習
意

欲
は

な
く

な
る

。

大
学

だ
け

の
改

革
や

教
育

課
程

の
変

更
な

ど
で

は
基

本
的

に
は

何
も

変
わ

ら
な

い
。

初
等

中
等

教
育

の
3
0
人

以

下
学

級
の

実
現

と
入

試
制

度
改

革
、

教
員

養
成

課
程

と
教

員
免

許
交

付
制

度
、

及
び

秋
入

学
へ

の
移

行
も

含
め

教

育
の
大

改
革

を
望

む
。

○
学

校
教

育
が

児
童

・
生

徒
・

学
生

の
発

達
段

階
に

着
目

し
て

実
践

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
勘

案
す

る
と

、

大
学
・

大
学

人
の

努
力

の
み

で
根

本
的

な
解

決
が

で
き

る
問

題
で

は
な

い
。

学
習

の
到

達
水

準
等

の
現

実
的

課
題

の
解

消
策

を
示

す
な

ど
、

学
校

段
階

別
の

目
標

提
示

を
含

め
た

我
が

国
公

教
育

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
構

築
を

期
待

す
る

。
こ

う
し

た
全

体
図

の
中

で
、

大
学

教
育

の
果

た
す

べ
き

役
割

が

検
討
さ

れ
る

こ
と

が
重

要
。

（
学

力
低

下
の

原
因

の
徹

底
し

た
調

査
を

）

○
最

近
の

大
学

卒
業

生
の

学
力

が
低

い
の

は
、

大
学

教
育

の
責

任
か

あ
る

い
は

大
学

入
学

以
前

の
問

題
に

起
因

す

る
の
か

、
徹

底
的

な
調

査
研

究
が

必
要

で
あ

る
。

（
入

試
の

見
直

し
）

○
高
校

教
育

と
大

学
教

育
の

接
点

と
な

る
大

学
入

試
を

ど
の

よ
う

に
変

え
て

い
く

か
が

ポ
イ

ン
ト

。

試
験

内
容

は
い

ま
だ

に
「

覚
え

る
」

こ
と

が
重

視
さ

れ
、
「

考
え

る
」
こ

と
は

軽
視

さ
れ

た
ま

ま
。

○
大

学
が

改
革

し
よ

う
と

し
て

も
、

高
校

入
試

や
大

学
入

試
が

現
行

の
よ

う
な

制
度

を
続

け
る

限
り

学
び

の
質

は

変
わ

ら
な

い
。

進
学

校
は

、
入

試
問

題
対

策
に

力
を

入
れ

授
業

時
間

は
増

え
続

け
家

庭
で

の
学

習
時

間
は

減
り

続

け
る
。

試
験

訓
練

さ
れ

た
生

徒
が

、
大

学
に

入
っ

て
急

に
主

体
的

に
学

べ
る

訳
が

な
い

。

○
高

校
段

階
ま

で
の

入
試

・
受

験
の

た
め

の
勉

強
、

点
数

学
力

へ
の

偏
重

か
ら

転
換

を
は

か
る

必
要

。
大

学
入

試

制
度

の
見

直
し

も
必

要
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
の

学
習

環
境

と
の

違
い

か
ら

、
主

体
的

な
学

び
へ

の
取

組
が

で
き

ず

に
い
る

学
生

に
対

す
る

支
援

の
充

実
が

必
要

。

○
た
だ

知
識

量
を

試
す

の
で

は
な

く
、
問
題

に
示

さ
れ

た
材
料

を
元
に

い
か
に

自
分

の
言

葉
で
意

見
を
述

べ
る

か
、

事
実

を
証

明
す

る
か

を
試

す
機

会
と

す
べ

き
。

そ
し

て
合

否
の

判
断

は
、

意
見

の
正

否
に

関
わ

ら
ず

、
論

理
的

な

説
明
・

証
明

が
で

き
て

い
る

か
に

重
き

を
置

く
べ

き
。

○
大

学
教

育
の

質
的

な
転

換
の

た
め

に
は

、
教

員
の

意
識

改
革

の
ほ

か
に

も
、

学
生

の
意

識
も

同
時

に
変

え
て

い

く
こ
と

が
必

要
。

そ
の

た
め

に
は
、
「

入
試

の
変

容
」

も
必

要
。

学
生

側
の

「
な

ぜ
学

ぶ
か

」
を

考
え

さ
せ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

浸
透
さ

せ
る

こ
と

で
、
（
入

試
に

で
る
の

で
あ
れ

ば
考
え

続
け

る
）

は
じ

め
て

学
生

は
大

学
の

授
業

に
主

体
的

に
コ

ミ
ッ

ト
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

○
個
別

入
試

の
問

題
は

、
当

た
り

外
れ

の
大

き
な

ギ
ャ

ン
ブ

ル
性

の
大

き
な

試
験

。

さ
ら

に
問

題
は

個
別

入
試

の
問

題
作

成
は

大
学

教
員

に
負

担
が

大
き

い
こ

と
、

出
題

ミ
ス

や
採

点
ミ

ス
が

起
き

る
た
め

に
教

職
員

へ
の

負
担

が
と

て
も

大
き

い
。

費
用

、
時

間
、

管
理

コ
ス

ト
増

に
も

繋
が

っ
て

い
る

。

一
部

の
難

関
校

を
除

き
、

個
別

入
試

は
実

質
的

な
意

義
を

見
い

だ
す

こ
と

は
困

難
。

入
試

結
果

の
得

点
と

大
学

４
年
間

の
成

績
と

の
相

関
関

係
を

分
析

し
た

結
果

は
無

相
関

で
あ

る
。

入
試

結
果

の
実

態
（

セ
ン

タ
ー

試
験

と
個

別
入

試
と

の
相

関
）

と
個

別
入

試
の

意
義

を
明

ら
か

に
す

べ
き

。

教
職

員
の

個
別

入
試

へ
の

労
力

を
教

育
研

究
に

振
り

向
け

る
よ

う
に

し
て

も
ら

い
た

い
。

○
現
行

の
セ

ン
タ

ー
試

験
を

入
試

資
格

試
験

と
し
、
基

準
点

以
上

の
生

徒
は

入
学

さ
せ

て
、
卒
業

を
難

し
く

す
る
。

ま
た
、

原
則

す
べ

て
の

学
部

学
科

で
数

学
、

現
代

文
、

英
語

、
理

科
２

科
目

、
社

会
２

科
目

の
受

験
を

課
す

。

も
し

く
は

、
フ

ラ
ン

ス
の

バ
カ

ロ
レ

ア
の

よ
う

に
、

知
識

を
組

み
合

わ
せ

て
自

分
の

意
見

を
論

理
的

に
表

現
す

る
試
験

を
導

入
し

て
、

一
定

以
上

の
学

力
が

あ
る

者
を

大
学

に
入

学
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

【
国

へ
の

要
望

】

（
大

学
教

育
へ

の
公

共
投

資
こ

そ
が

有
効

な
方

策
）

○
1
9
9
0
年

代
以

降
、

大
学

設
置

基
準

の
大

綱
化

と
そ

の
結

果
生

じ
た

教
養

教
育

の
崩

壊
、

大
学

院
重

点
化

、
国

立

大
学
の

法
人

化
、

少
子

化
に

よ
る

全
入

化
傾

向
や

学
力

低
下

な
ど

大
学

は
そ

の
根

底
か

ら
揺

る
が

さ
れ

て
い

る
。

大
学

が
直

面
す

る
今

日
的

困
難

に
つ

い
て

様
々

な
立

場
か

ら
か

ら
議
論

さ
れ

て
い

る
が
、
「

大
学

と
は
何

か
」
と

い
う

大
学

概
念

自
体

の
再

定
義

が
置

き
去

り
に

さ
れ

て
い

る
。

高
等

教
育

が
未

来
の

社
会

で
い

か
な

る
公

共
的

価

値
を

担
い

う
る

か
と

い
う

根
本

の
問

い
が

必
要

で
あ

る
。

大
学

の
ビ

ジ
ネ

ス
化

を
歓

迎
す

る
動

き
が

顕
著

で
あ

る

が
、

果
た

し
て

そ
れ

が
大

学
の

理
念

に
ふ

さ
わ

し
い

改
革

な
の

か
。

市
場

の
需

要
と

供
給

に
ま

か
せ

て
お

け
ば

、

教
育

の
内

容
が

効
率

的
に

編
成

さ
れ

る
わ

け
で

は
な

い
。

大
学

の
ワ

ン
パ

ワ
ー

改
革

を
検

討
す

る
た

め
に

は
、

学

問
や

文
化

芸
術

な
ど

の
経

済
的

価
値

の
還

元
し

に
く

い
分

野
に

対
し

て
も

考
慮

が
必

要
で

あ
る

。
大

学
の

理
念

を

掘
り
起

こ
し

、
そ

の
理

念
を

支
え

る
た

め
に

は
資

源
論

か
ら

の
改

革
支

援
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

近
年

、
大

学
の

義
務

と
努

力
を

促
す

提
案

が
増

え
て

い
る

。
「

大
学

の
評

価
」

が
義

務
化

さ
れ

、
「

キ
ャ

リ
ア

支

援
」

の
導

入
が

義
務

化
さ

れ
、
「

情
報

の
公

開
」

が
義

務
化

さ
れ

た
。
今

回
「

質
の

保
証

」
が

義
務

化
さ
れ

よ
う
と

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
に

政
府

の
議

論
の

中
心

は
大

学
の

経
営

努
力

に
移

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
日

本
の

大
学

問

題
の

根
幹

に
あ

る
の

は
、

大
学

に
投

入
さ

れ
る

資
源

が
貧

困
だ

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
資

源
の

あ
り

方
を

変

更
す
る

た
め

に
は

、
大

学
人

の
努

力
だ

け
で

は
ど

う
に

も
な

ら
な

い
。

大
学

教
育

の
「

質
の

低
下

」
の

主
因

は
学

生
の

「
学

力
低

下
」

で
あ

る
が

、
新

入
学

生
の

学
力

低
下

は
大

学
の

責
任

で
は

な
い

。
「

ゆ
と

り
教

育
」

が
行

わ
れ

た
こ

の
3
0
年

間
に

子
ど

も
た

ち
を

取
り

巻
く

社
会

構
造

が
急

速
に

変

容
し
、

学
力

や
学

習
意

欲
に

影
響

し
た

。

「
ゆ

と
り

教
育

路
線

」
の

学
習

指
導

要
領

は
1
9
7
7
年

に
告

示
さ

れ
、

さ
ら

に
1
9
9
8
年

の
改

訂
で

は
教

育
内

容
の

厳

選
選

択
教

科
の

増
大

、
年

間
授

業
数

の
更

な
る

削
減

と
学

校
週

５
日

制
の

導
入

や
総

合
的

な
学

習
の

新
設

が
盛

り

込
ま

れ
た

。
し

か
し

、
一

連
の

教
育

改
革

は
、

調
査

を
し

て
問

題
点

を
明

ら
か

に
し

た
上

で
実

施
し

た
も

の
で

は

な
い

。
国

全
体

で
教

授
法

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
一

挙
に

変
更

す
る

こ
と

は
、

失
敗

し
た

場
合

に
、

そ
の

リ
ス

ク

が
あ

ま
り

に
も

大
き

い
。

と
り

わ
け

、
改

革
が

目
指

す
改

善
の

方
法

が
明

確
で

は
な

か
っ

た
り

、
経

験
と

専
門

性

を
有

す
る

大
学

教
員

で
な

け
れ

ば
十

分
な

成
果

が
挙

げ
ら

れ
な

い
よ

う
な

教
授

法
に

お
い

て
は

、
失

敗
の

可
能

性

が
高

ま
る

。
学

習
指

導
要

領
の

理
念

と
学

校
現

場
や

社
会

の
実

態
と

の
か

い
離

や
社

会
変

化
へ

の
対

応
を

欠
い

た

教
育
は

、
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

を
最

大
の

被
害

者
に

仕
立

て
て

き
た

。

ま
た

、
学

習
時

間
の

調
査

か
ら

、
ゆ

と
り

教
育

が
生

徒
の

関
心

興
味

に
基

づ
き

、
家

庭
や

社
会

に
お

け
る

自
由

な
勉

強
や

読
書

、
経

験
を

促
進

す
る

ね
ら

い
で

あ
っ

た
こ

と
と

は
裏

腹
に

、
生

徒
が

安
易

な
娯

楽
に

走
っ

た
と

い

う
結

果
が

う
か

が
わ

れ
る

。
不

況
の

長
期

化
、

新
自
由

主
義

的
政

策
の
拡

大
の

も
と
、
「

家
庭

の
経

済
格
差

、
教
育

格
差

の
増

大
」

に
よ

っ
て

、
下

層
の

「
文

化
資

本
」

の
不

足
が

子
ど

も
た

ち
の

さ
ま

ざ
ま

な
文

化
的

体
験

を
貧

弱

に
し
、

将
来

の
目

標
や

夢
を

狭
め

、
ひ

い
て

は
学

習
意

欲
を

削
い

で
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。
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こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
、

選
抜

の
厳

し
い

大
学

入
学

試
験

が
、

質
を

保
証

す
る

装
置

と
し

て
そ

れ
な

り
に

機
能

し
て

き
た

が
、

大
学

全
入

の
時

代
で

は
入

口
の

学
力

も
担

保
で

き
な

い
。

入
学

の
選

抜
基

準
を

強
化

し
、

成
績

評

価
を

厳
格

に
し

た
く

て
も

で
き

な
い

現
状

が
日

本
の

大
学

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

私
立

大
学

は
学

生
の

授
業

料
に

よ

っ
て
経

営
さ

れ
て

お
り

、
大

学
経

営
と

質
保

証
の

矛
盾

に
陥

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
あ

る
。

経
済

理
論

的
に

は
経

営
努

力
の

競
争

が
教

育
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

向
上

さ
せ

る
と

捉
え

ら
れ

る
が

、
教

育
サ

ー
ビ

ス
の

質
は

一
般

の
財

や
サ

ー
ビ

ス
と

は
違

っ
て

評
価

の
尺

度
が

明
確

で
は

な
く

、
経

済
学

の
競

争
モ

デ
ル

が
適

切

に
機

能
し

な
い

。
質

の
確

保
よ

り
も

量
の

確
保

が
優

先
さ

れ
る

の
が

現
実

の
大

学
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
大

学
か

ら

す
れ

ば
、

入
学

試
験

で
学

生
を

選
抜

す
る

こ
と

よ
り

も
、

確
保

す
る

こ
と

が
深

刻
な

経
営

問
題

と
な

り
、

ど
の

よ

う
な

学
生

で
も

入
学

さ
せ

る
こ

と
が

合
理

的
な

選
択

に
な

る
。

そ
の

よ
う

な
学

生
の

指
導

は
大

学
教

員
の

個
人

的

な
努

力
で

対
処

す
る

こ
と

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

そ
し

て
、

経
営

的
判

断
か

ら
本

来
な

ら
認

め
ら

れ
な

い
単

位
の

認

定
が
強

要
さ

れ
、

卒
業

さ
せ

る
こ

と
を

強
要

さ
れ

る
事

態
が

現
実

に
起

こ
っ

て
い

る
。

「
低

い
学

力
」

の
学

生
が

そ
れ

以
上

の
教

育
機

会
を

与
え

ら
れ

ぬ
ま

ま
社

会
に

送
り

出
さ

れ
る

こ
と

で
、

日
本

社

会
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

る
の

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
企

業
内

教
育

の
投

資
量

は
減

少
し

、
企

業
の

人

材
育

成
能

力
が

衰
退

し
て

い
る

。
企

業
が

職
業

人
の

教
育

訓
練

投
資

を
少

な
く

す
れ

ば
、

日
本

の
労

働
力

の
質

は

低
下
し

国
際

競
争

力
を

失
う

。
企

業
が

人
材

を
囲

い
こ

む
時

代
は

終
わ

り
を

迎
え

て
い

る
。

大
学

教
育

へ
の

公
共

投
資

こ
そ

が
、

中
長

期
的

に
見

た
場

合
最

も
経

済
効

率
的

で
あ

る
だ

け
で

な
く

、
人

生
の

さ
ま

ざ
ま

な
段

階
に

お
い

て
学

修
と

仕
事

の
や

り
直

し
を

い
つ

で
も

可
能

に
す

る
、

最
も

有
効

な
方

策
で

あ
る

と

考
え
る

。

○
「

審
議

の
ま

と
め

」
が

提
言

す
る

諸
政

策
を

実
効

あ
る

も
の

と
す

る
に

は
、

各
大

学
に

対
す

る
財

政
的

支
援

の

拡
充

が
不

可
欠

。
少

な
く

と
も

公
財

政
教

育
支

出
の

対
G
DP

比
を

O
EC

D諸
国

並
み

の
約

1
％

水
準

へ
と

高
め

る
必

要
。

私
立

各
大

学
は

建
学

の
精

神
に

基
づ

く
特

色
あ

る
教

育
に

よ
り

、
広

く
国

民
に

高
等

教
育

の
機

会
を

提
供

す
る

機
関

と
し

て
、

学
士

課
程

に
在

籍
す

る
学

生
の

約
8割

の
教

育
を

担
う

の
み

な
ら
ず

、
地

方
に

お
け

る
知
の

拠
点
と

し
て

地
域

社
会

の
振

興
に

大
き

く
貢

献
し

て
い

る
。

そ
の

重
要

性
に

鑑
み

、
高

等
教

育
に

お
け

る
国

私
間

の
公

財

政
支
出

の
格

差
是

正
を

以
下

の
諸

方
策

に
よ

り
実

現
す

べ
き

。

（
1）

私
立
大

学
等

経
常

費
補

助
金

補
助

率
２

分
の

１
の

速
や

か
な

完
全

実
現

。

（
2）

学
生
一

人
当

た
り

費
用

の
公

財
政

支
出

を
国

立
大

学
等

と
同

額
程

度
の

私
立

大
学

等
経

常
費

補
助

金
の

増
額

の

早
急
な

実
現

。

（
大

学
本

来
の

役
割

を
果

た
せ

る
環

境
整

備
）

○
大

学
の

目
的

は
、

学
問

に
よ

り
真

理
や

正
義

を
追

及
す

る
こ

と
。

産
業

界
や

地
域

社
会

の
要

請
に

よ
り

大
学

教

育
を

追
随

さ
せ

る
の

で
は

な
く

、
そ

う
し

た
実

学
的

分
野

は
専

門
学

校
な

ど
で

行
う

と
し

て
、

大
学

に
本

来
の

学

問
的
役

割
を

十
全

に
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

べ
き

。

○
大

学
教

員
は

基
本

的
に

研
究

者
で

、
研

究
の

立
場

か
ら

内
容

を
吟

味
し

、
教

え
方

を
工

夫
し

な
が

ら
教

育
を

進

め
る

。
そ

の
た

め
に

は
専

門
的

な
立

場
か

ら
教

育
内

容
の

た
ゆ

ま
ぬ

吟
味

が
大

切
。

し
か

し
、

社
会

で
求

め
ら

れ

て
い
る

多
様

な
能

力
は

、
大

学
教

員
が

考
え

て
い

る
能

力
と

は
必

ず
し

も
一

致
し

な
い

。

今
の

大
学

は
雑

務
が

多
す

ぎ
て

教
育

の
た

め
に

割
く

時
間

が
足

り
な

い
。

ま
た

、
研

究
に

費
や

す
時

間
が

大
幅

に
減
り

、
大

学
本

来
の

使
命

か
ら

逸
脱

し
て

お
り

、
状

況
は

深
刻

。

近
年

の
大

学
教

員
数

を
減

ら
し

つ
つ

あ
る

状
況

か
ら

す
れ

ば
、

雑
務

を
大

幅
に

減
ら

さ
な

け
れ

ば
、

教
育

の
質

を
維

持
す

る
の

は
益

々
難

し
く

な
る

。
大

学
教

員
の

ス
テ

ー
タ

ス
は

下
が

る
一

方
で

、
給

与
も

大
幅

に
下

が
り

、

若
い

優
秀

な
人

材
は

民
間

に
流

れ
て

、
大

学
の

人
材

は
不

足
傾

向
に

あ
る

。
百

年
の

計
と

し
て

大
学

教
育

を
位

置

付
け
る

の
で

あ
れ

ば
、

大
学

教
員

に
対

す
る

待
遇

改
善

と
職

場
環

境
の

整
備

は
必

要
。

○
教

員
に

本
来

の
能

力
を

発
揮

し
て

も
ら

う
た

め
、

規
制

緩
和

が
必

要
。

予
算

の
執

行
、

報
告

、
監

査
を

も
っ

と

簡
単
に

す
る

。
優

れ
た

教
育

研
究

者
が

教
育

・
研

究
で

は
な

く
、

事
務

処
理

で
四

苦
八

苦
し

て
い

る
。

○
「

本
当

に
答

え
の

な
い

問
題

に
取

り
組

む
」

場
は

（
卒

業
）

研
究

で
あ

る
。

研
究

は
、

世
界

で
唯

一
の

未
踏

の

問
題
に

取
り

組
む

チ
ャ

ン
ス

で
あ

り
、
大
学

が
卒

業
研

究
を
卒

業
要
件

と
し
て

き
た

歴
史

の
意
味

は
そ
こ

に
あ

る
。

今
回

の
提

案
に

よ
っ

て
授

業
科

目
が

増
大

し
、

卒
業

研
究

の
期

間
を

圧
迫

す
る

よ
う

な
こ

と
が

あ
れ

ば
、

大
学

が
本
来

持
っ

て
い

た
「

答
え

の
な

い
問

題
に

取
り

組
む

」
最

大
の

チ
ャ

ン
ス

を
潰

す
こ

と
に

な
り

か
ね

な
い

。

大
学

生
が

主
体

的
に

教
科

に
取

り
組

め
な

い
理

由
は

、
「

な
ぜ

そ
の
教

科
が

必
要

な
の

か
」

が
分

か
ら
な

い
か
ら

で
そ

れ
が

分
か

る
の

は
、

研
究

を
始

め
て

か
ら

で
あ

る
。

ひ
と

つ
の

方
法

と
し

て
は

、
学

部
１

年
生

の
段

階
で

一

度
研
究

室
に

配
属

さ
せ
、
「

研
究

」
の

空
気

を
肌

で
体

験
し

、
そ

の
後

「
教

育
」

に
帰

す
、

と
い

う
の

が
有

効
。

大
学

教
員

が
時

間
的

余
裕

を
持

っ
て

研
究

に
あ

た
り

、
学

生
が

そ
の

背
中

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

の
整
備

を
し

て
ほ

し
い

。
研

究
こ

そ
学

生
が

生
き

生
き

と
学

べ
、

個
と

し
て

独
立

で
き

る
チ

ャ
ン

ス
で

あ
る

。

○
国

際
的

に
見

劣
り

す
る

低
水

準
の

高
等

教
育

予
算

で
は

、
学

修
時

間
の

実
質

化
の

た
め

の
措

置
や

工
夫

を
施

こ

そ
う

と
し

て
も

十
分

な
体

制
が

担
保

で
き

て
い

る
と
い

え
な

い
。
「

国
際

的
な

信
頼

の
源

泉
」

と
位

置
付
け

る
の
で

あ
れ
ば

、
高

等
教

育
の

基
盤

的
条

件
整

備
は

、
政

府
と

し
て

別
途

抜
本

的
な

対
策

を
行

う
こ

と
が

喫
緊

の
課

題
。

（
学

生
の

学
修

に
専

念
す

る
環

境
作

り
を

）

○
学

修
時

間
増

加
に

当
た

り
、

学
生

の
生

活
実

態
把

握
、

教
員

の
対

応
時

間
と

の
整

合
性

を
検

討
し

妥
当

性
を

判

断
さ

れ
た

後
に

実
現

さ
れ

た
い

。
学

生
が

学
修

に
専

念
す

る
環

境
作

り
は

重
要
で

あ
り

、
国

と
し

て
十
分

な
財
政

的
援
助

を
学

生
と

大
学

に
対

し
て

実
現

す
べ

き
。

ま
た

、
就

職
活

動
に

つ
い

て
は

、
学

修
時

間
増

加
実

現
の

支
障

と
な

ら
な

い
よ

う
に

文
部

科
学

省
か

ら
関

連
各

分
野
へ

強
力

に
働

き
か

け
て

い
た

だ
き

た
い

。

大
学

卒
業

後
も

継
続

し
て

「
生

涯
学

び
続

け
る

」
を

実
現

す
る

仕
組

み
を

社
会

へ
提

供
す

る
こ

と
が

必
要

。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

段
階

で
は

大
学

ご
と

に
大

学
進

学
者

の
能

力
に

バ
ラ

ツ
キ

が
存

在
す

る
の

が
現

実
。

こ
れ

を
意

識
し
各

大
学

が
設

定
す

る
学

士
能

力
水

準
如

何
に

よ
り

国
と

し
て

選
択

的
財

政
支

援
が

必
要

。

さ
ら

に
、

い
わ

ゆ
る

PD
C

A
サ

イ
ク
ル

を
回

し
な

が
ら
実

効
の
あ

る
政

策
と

す
る

こ
と

も
必

要
。

○
学

修
時

間
の

確
保

の
た

め
に

、
ア

ル
バ

イ
ト

無
し

で
は

大
学

の
学

修
を

続
け

ら
れ

な
い

学
生

に
学

修
条

件
を

保

障
し
て

勉
学

に
専

念
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

不
可

欠
。

そ
の

た
め

に
は

、
大

学
授

業
料

の
無

償
化

（
公

的
負

担
）

お
よ

び
給

付
奨

学
金

の
制

度
化

、
学

生
寮

の
整

備
と

安

価
な

利
用

が
で

き
る

こ
と

な
ど

が
必

要
。

ま
た

働
き

な
が

ら
修

学
す

る
学

生
の

た
め

に
は

、
勤

労
学

生
の

保
護

と

支
援
策

が
必

要
。

（
学

生
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

）

○
日

本
に

お
い

て
は

、
高

等
教

育
は

個
人

に
帰

属
す

る
利

益
が

大
き

い
た

め
、

教
育

を
受

け
る

個
人

が
負

担
す

べ

き
と

い
う

受
益

者
負

担
論

が
跋

扈
し

て
い

た
た

め
公

費
が

抑
制

さ
れ

て
き

た
が

、
高

等
教

育
の

受
益

者
は

、
教

育

を
受
け

る
個

人
の

み
で

は
な

く
、

そ
の

者
が

活
躍

す
る

将
来

の
社

会
も

高
等

教
育

の
受

益
者

で
あ

る
。

教
育

を
国

の
将

来
の

た
め

の
最

重
要

分
野

と
位

置
づ

け
、

そ
の

負
担

を
社

会
全

体
で

負
う

こ
と

が
必

要
。

○
個

人
が

人
生

の
様

々
な

時
期

に
大

学
で

学
ぶ

こ
と

を
可

能
に

す
る

に
は

、
学

費
の

問
題

が
最

大
と

言
っ

て
も

過

言
で

は
な

い
。

国
公

立
と

比
較

し
て

圧
倒

的
に

国
か

ら
の

補
助

金
が

少
な

い
私

立
大

学
に

お
い

て
は

、
さ

ら
に

大

き
な
困

難
が

あ
る

。
学

費
が

高
い

最
大

の
理

由
は

国
か

ら
の

補
助

金
額

の
少

な
さ

で
あ

る
。
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○
現

在
の

教
育

費
に

か
か

る
負

担
は

、
学

生
・

保
護

者
に

と
っ

て
非

常
に

重
く

、
仕

送
り

額
も

年
々

減
少

傾
向

に

あ
る

中
で

、
学

生
は

生
活

費
を

稼
ぐ

た
め

に
ア

ル
バ
イ

ト
を

余
儀

な
く
さ

れ
て

お
り
、
「

大
学

で
の

学
修
」

に
専
念

で
き
な

い
厳

し
い

環
境

に
置

か
れ

て
い

る
。
何
よ

り
も

学
生

・
保

護
者

の
教

育
費

負
担

軽
減

や
、
経

済
的
支

援
（

給

付
制
奨

学
金

の
創

設
な

ど
）

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
不

可
欠

。

2
0
1
2
年

度
の

文
部

科
学

省
予

算
で

は
、

私
立

大
学

へ
の

予
算

措
置

は
5
0
億

円
で

あ
る

の
に

対
し

、
国

立
大

学
に

は
25

2億
円

の
予

算
措

置
が

さ
れ

て
お

り
、

国
立

大
学

と
私

立
大
学

の
間
に

は
非

常
に

大
き
な

格
差

が
あ

る
。

大
学

生
の

圧
倒

的
多

数
（

全
学

生
数

の
7
5
％

以
上

）
を

占
め

る
私

立
大

学
生

の
「

学
修

時
間

を
確

保
」

す
る

た

め
に
も

、
安

心
し

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
物

理
的

条
件

を
整

え
る

こ
と

が
喫

緊
の

課
題

。

（
給

費
制

奨
学

金
の

導
入

）

○
学
生

が
学

ぶ
時

間
を

確
保

で
き

な
い

の
は

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
以

上
に

社
会

情
勢

に
よ

る
と

こ
ろ

が
大

き
い

。

(1
)
経

済
状

況
の

悪
化

に
伴
い

、
多
く

の
時

間
が

学
費

を
稼

ぐ
た

め
の
ア

ル
バ
イ

ト
に

と
ら

れ
て

い
る

。

(2
)
就

職
活

動
が

苛
烈

を
極
め

、
就
職

活
動

と
内

定
後

の
「

通
信

学
修
」

に
多
く

の
時

間
が

と
ら

れ
て

い
る

。

(3
)
就

業
時

間
（

サ
ー

ビ
ス
残

業
）
の

長
さ

か
ら

社
会

人
学

生
の

実
質
学

修
時
間

が
確

保
で

き
な

い
。

こ
の

三
点

の
問

題
の

た
め

、
特

に
修

士
課

程
学

生
等

は
時

間
を

か
け

て
研

究
課

題
を

考
え

問
題

解
決

に
当

た
ら

れ
る

時
間

は
皆

無
に

等
し

い
。

講
義

出
席

の
義

務
化

が
こ

れ
に

拍
車

を
か

け
、

自
ら

講
義

の
要

・
不

要
を

判
断

す

る
能
力

す
ら

失
っ

て
い

る
。

こ
の

状
況

の
解

決
の

た
め

に
は

、

(
1
)

現
在

の
ロ

ー
ン

方
式

の
奨

学
金

を
改

め
、

も
ら

い
き

り
の

奨
学

金
と

す
る

（
併

せ
て

私
学

助
成

金
を

取
り

や

め
、

奨
学

金
提

供
を

通
じ

て
優

秀
学

生
を

確
保

し
た

国
公

私
立

大
学

を
支

え
る

体
制

と
す

る
）
。

(
2
)

就
職

時
の

「
学

位
条

件
」

の
提

示
を

「
見

込
み

」
に

よ
り

見
な

す
こ

と
、

及
び

卒
業

条
件

の
就

業
時

賃
金

へ

の
反

映
を

法
的

に
禁

じ
、

就
業

と
卒

業
を

切
り

離
す

。

(
3
)
高
等

教
育
を

受
け

る
権

利
を

国
民

の
基

本
的
人

権
の
一

つ
と

し
、
雇

用
者

に
長

時
間

勤
務

を
さ

せ
る

こ
と

で
、

教
育
機

会
を
奪

っ
て

は
な

ら
な

い
こ

と
と

す
る
。

の
三

点
を

中
心
と

し
た

制
度

改
革

が
必

要
。

○
３

％
の

金
利

で
あ

る
有

利
子

型
奨

学
金

は
事

実
上

「
教

育
ロ

ー
ン

」
で

あ
り

、
教

育
を

受
け

る
権

利
の

実
現

や

奨
学

の
措

置
と

し
て

は
不

十
分

。
無

利
子

型
・

給
付

型
の

奨
学

金
を

拡
大

し
て

、
子

ど
も

の
権

利
条

約
や

国
際

人

権
規
約

の
遵

守
及

び
国

内
で

の
実

現
を

す
る

こ
と

が
必

要
。

（
私

学
助

成
の

充
実

）

○
大

学
進

学
率

が
５

割
を

超
え

る
中

、
学

士
課

程
教

育
の

質
を

保
証

す
る

た
め

に
も

、
国

立
・

私
立

を
問

わ
ず

、

国
か
ら

大
学

に
対

す
る

補
助

金
が

毎
年

削
ら

れ
て

い
る

状
況

に
つ

い
て

よ
く

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
。

と
り

わ
け

私
立

大
学

の
大

学
数

は
全

体
の

7
6
％

を
超

え
、

学
生

数
は

全
体

の
7
3%

を
超

え
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

国
立
大

学
に

対
す

る
予

算
に

比
べ

て
私

立
大

学
に

対
す

る
助

成
金

の
低

さ
は

差
別

的
。

私
立
大

学
に

対
す

る
助

成
金

を
抜

本
的

に
増

額
し

、
早

急
に

経
常

費
の

２
分

の
１

ま
で

助
成

金
を

増
額

す
べ

き
。

（
私

学
助

成
・

国
立

大
学

運
営

費
交

付
金

の
廃

止
と

高
大

接
続

テ
ス

ト
に

連
動

し
た

教
育

バ
ウ

チ
ャ

ー
の

導
入

）

○
現

行
の

学
生

数
等

を
基

準
と

し
た

私
学

助
成

や
運

営
費

交
付

金
だ

と
、

基
礎

学
力

を
問

う
こ

と
な

く
学

生
数

を

確
保
す

る
こ

と
に

奔
走

せ
ざ

る
を

得
ず

、
退

学
さ

せ
な

い
よ

う
成

績
評

価
を

甘
く

せ
ざ

る
を

得
な

い
。

そ
の

た
め

、
私

学
助

成
・

国
立

大
学

運
営

費
交

付
金

の
廃

止
と

、
入

口
段

階
で

の
高

大
接

続
テ

ス
ト

に
連

動
し

た
教
育

バ
ウ

チ
ャ

ー
を

提
案

す
る

。

義
務

教
育

修
了

程
度

の
学

力
す

ら
お

ぼ
つ

か
な

い
者

の
「

潜
在

能
力

」
を

見
出

し
て

、
大

学
で

鍛
え

上
げ

て
社

会
に
送

り
出

す
と

い
う

こ
と

は
、
理
念

と
し

て
は

美
し

い
が
、
本

当
に
学

生
に
学

修
成

果
が

身
に

つ
い

て
い

る
か
、

ま
た

、
学

修
成

果
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
教

育
が

な
さ

れ
て

い
る

か
、

検
証

す
る

こ
と

は
極

め
て

難
し

い
。

そ
れ

よ

り
は
、

入
口

段
階

で
規

制
す

る
方

が
よ

ほ
ど

低
コ

ス
ト

で
あ

る
。

（
国

か
ら

の
補

助
は

定
員

あ
り

き
で

は
な

く
研

究
の

質
主

体
で

）

○
企

業
の

資
金

力
を

背
景

と
し

た
開

発
力

に
日

本
の

大
学

は
追

従
で

き
な

い
し

、
企

業
頼

み
の

産
学

共
同

研
究

に

な
っ
て

い
る

。
ま

ず
は

研
究

開
発

力
の

向
上

を
目

指
す

べ
き

。

大
学

へ
の

補
助

金
を

減
ら

し
、
定
員

あ
り

き
の

補
助

か
ら
、
質
あ

り
き
の

補
助
に

す
べ

き
。
補

助
を
出

す
な

ら
、

学
生
数

に
対

し
て

で
は

な
く

、
研

究
に

対
し

て
補

助
を

出
す

べ
き

で
、

雇
用

を
確

保
す

べ
き

。

（
大

学
院

重
点

化
大

学
の

学
部

は
廃

止
も

し
く

は
縮

小
を

）

○
大

学
院

重
点

化
大

学
に

お
け

る
学

部
の

廃
止

、
も

し
く

は
大

幅
削

減
を

提
案

す
る

。
重

点
化

大
学

は
研

究
大

学

と
し
て

の
責

務
が

明
ら

か
に

な
り

、
そ

の
他

の
大

学
は

教
育

大
学

に
軸

足
を

移
す

こ
と

が
可

能
。

教
育

大
学

は
教

育
に

熱
心

な
大

学
教

員
を

求
め

、
一

方
、

研
究

大
学

は
研

究
能

力
の

高
い

教
員

を
求

め
る

こ
と

に
な

る
。

学
生

も
、

重
点

化
大

学
の

大
学

院
に

進
学

希
望

す
る

な
ら

一
生

懸
命

勉
強

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

大

学
教
員

も
学

生
も

競
争

化
社

会
に

身
を

置
き

切
磋

琢
磨

す
る

環
境

を
構

築
で

き
る

。

（
標

準
修

業
年

限
の

見
直

し
）

○
４
年

で
卒

業
す

る
た

め
の

単
位

を
取

得
す

る
に

は
、

日
々

の
生

活
の

ゆ
と

り
が

な
く

な
っ

て
し

ま
う

。

や
り

た
い

こ
と

（
留

学
、

就
業

体
験

、
旅

行
）

が
あ

る
な

ら
留

年
す

る
し

か
な

い
が

、
留

年
と

い
う

レ
ッ

テ
ル

は
悪
い

イ
メ

ー
ジ

し
か

な
い

。
４

年
制

を
な

く
し

て
し

ま
え

ば
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

そ
も

そ
も
、
各

学
部
、
各

学
科
、
各
分

野
で

や
っ

て
い

る
こ

と
は

星
の
数

ほ
ど
違

う
。
し

か
し
、
共

通
な

の
は

、

４
年
制

で
あ

る
こ

と
。

大
学

は
４

年
制

で
あ

る
こ

と
に

、
こ

だ
わ

り
す

ぎ
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

４
年
制

で
あ

る
こ

と
を

や
め

た
と

き
、

や
る

気
の

あ
る

学
生

の
幅

が
広

が
る

の
で

は
な

い
か

。

（
定

員
管

理
の

見
直

し
）

○
定

員
の

1
3
0
％

以
上

を
入

学
さ

せ
る

こ
と

を
禁

じ
る

制
約

は
撤

廃
し

た
方

が
よ
い

。
大

学
の

使
命

は
学
生

に
付
加

価
値

を
付

け
世

に
出

す
こ

と
。

卒
業

さ
せ

る
数

を
定

員
と

し
、

予
算

は
実

員
に

対
し

て
出

す
の

で
は

な
く

、
定

員

と
第
三

者
に

よ
る

教
育

の
質

を
保

証
す

る
評

価
を

受
け

た
上

で
、

卒
業

生
数

を
加

味
し

て
配

分
す

べ
き

。

（
学

生
数

等
に

見
合

っ
た

大
学

教
員

確
保

）

○
国
立

大
学

と
私

立
大

学
で

は
、

大
学

教
員

一
人

あ
た

り
が

担
当

す
る

学
生

数
に

２
倍

以
上

の
開

き
が

あ
る

。

特
に

、
私

立
大

学
の

教
員

は
学

力
上

の
困

難
を

抱
え

る
学

生
な

ど
、

多
様

な
学

生
に

対
応

す
る

た
め

に
授

業
改

善
の
取

組
や

学
修

支
援

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

私
立

大
学

教
員

一
人

当
た

り
の

負
担

を
軽

減
し

、
教

育
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
予

算
措

置
を

講
ず

る
べ

き
。

○
何

よ
り

重
要

な
こ

と
は

専
任

教
員

数
を

増
や

す
こ

と
。

こ
の

よ
う

な
大

学
教

育
の

基
礎

的
整

備
の

立
遅

れ
こ

そ

が
、

現
在

の
学

士
課

程
修

了
者

の
学

力
低

下
の

根
本

原
因

。
教

員
数

が
増

加
し

、
教

員
一

人
当

り
の

負
担

が
減

少

す
れ
ば

、
教

員
間

の
連

携
は

よ
り

良
く

行
わ

れ
る

。

「
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

ガ
バ

ナ
ン

ス
を

確
立

す
る

観
点

」
か

ら
施

策
が

提
起

さ
れ

て
い

る
が

、
本

末
転

倒
。

管
理

体
制

の
金

銭
的

、
人

員
的

な
増

大
は

教
育

力
の

増
大

と
は

無
関

係
。

私
大

経
常

費
補

助
を

増
額

し
、

一
教

員

当
た
り

の
学

生
数

が
国

立
大

学
の

２
倍

以
上

と
な

っ
て

い
る

私
大

の
専

任
教

員
を

増
や

す
こ

と
を

優
先

す
べ

き
。

○
非

常
勤

削
減

や
退

職
教

員
の

不
補

充
に

よ
り

、
半

期
あ

た
り

の
大

学
教

員
の

持
ち

コ
マ

数
が

８
コ

マ
を

は
る

か

に
超

え
て

い
る

状
況

。
そ

れ
に

加
え

、
多

様
な

学
生

へ
の

対
応

（
不

登
校

、
い

じ
め

、
精

神
的

な
疾

患
、

学
習

障

害
な

ど
）

が
必

要
と

な
る

学
生

の
入

学
が

増
え

て
お

り
大

変
な

労
働

強
化

と
な

っ
て

い
る

。
こ

う
し

た
状

況
の

改

善
な
し

に
は

、
今

回
の

と
り

ま
と

め
案

の
よ

う
な

こ
と

は
到

底
で

き
な

い
。
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（
学

生
の

能
力

が
発

揮
で

き
る

社
会

環
境

整
備

）

○
就

職
が

上
手

く
い

か
ず

、
そ

れ
を

苦
に

し
て

自
殺

す
る

3
0
歳

未
満

の
若

者
の

数
が

増
え

続
け

て
い

る
よ

う
な

状

況
下

で
、

個
人

の
能

力
で

「
最

善
解

」
を

導
き

出
す

こ
と

な
ど

到
底

で
き

な
い

。
個

々
の

学
生

（
若

者
）

に
対

し

て
、
「

大
学

で
の

学
修

」
を

通
じ

て
「

最
善

解
の

回
答

を
導

き
出

す
能
力

」
を

身
に

付
け

る
よ

う
求

め
る
の

で
あ
れ

ば
、
そ

う
し

た
能

力
を

存
分

に
発

揮
す

る
こ

と
の

で
き

る
社

会
環

境
（

労
働

環
境

）
を

整
え

る
こ

と
が

必
要

。

（
競

争
的

環
境

下
で

の
先

進
的

な
教

育
モ

デ
ル

構
築

の
推

進
と

情
報

共
有

の
場

の
設

定
）

○
「

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
考

え
る

力
」

の
育

成
教

育
の

推
進

と
普

及
の

た
め

に
は

、
職

業
人

と
し

て
持

続

可
能

な
生

涯
専

門
教

育
を

支
え

る
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

教
育

や
、

実
効

的
で

主
体

的
な

自
己

理
解

・
自

己
管

理

の
た
め

の
能

力
育

成
教

育
な

ど
の

新
た

な
教

育
支

援
の

推
進

が
重

要
。

先
進

的
な

取
組

を
実

践
し

て
い

る
教

育
機

関
を

競
争

的
環

境
の

下
で

選
定

し
、

財
政

的
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

付
加

し
た

教
育

支
援

事
業

を
新

た
に

実
施

す
る

と
と
も

に
、
『

G
Pフ

ォ
ー

ラ
ム

』
等

の
幅

広
い

教
育

分
野
間

の
情
報

共
有
の

場
を

設
け

る
こ

と
が

必
要

。

○
大

学
が

改
革

を
進

め
な

が
ら

機
能

別
分

化
に

対
応

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
強

み
と

特
色

を
発

揮
し

て
い

く
た

め
に

は

政
府
に

よ
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

付
与

し
た

支
援

策
が

欠
か

せ
な

い
。

（
海

外
へ

の
留

学
支

援
の

充
実

）

○
中

国
や

韓
国

に
負

け
な

い
国

民
作

り
と

し
て

大
学

が
果

た
す

べ
き

役
割

の
記

載
が

な
い

。
ア

メ
リ

カ
や

イ
ギ

リ

ス
等

の
海

外
の

大
学

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

学
生

へ
の

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

も
な

い
。

そ
う

い
う

野
心

あ
る

学
生

を
大

事

に
し

、
国

が
親

心
を

見
せ

支
援

す
る

こ
と

が
必

要
。

秋
入

学
化

で
海

外
の

学
生

の
取

り
込

み
よ

り
、

海
外

へ
挑

戦

す
る
学

生
支

援
す

る
動

き
を

見
せ

て
ほ

し
い

。

（
高

度
英

語
教

育
を

受
け

る
機

会
の

提
供

、
留

学
生

へ
の

奨
学

金
制

度
の

見
直

し
を

）

○
留

学
生

を
呼

ぶ
こ

と
は

確
か

に
大

学
の

国
際

化
を

進
め

て
い

る
が

、
海

外
留

学
生

が
マ

ジ
ョ

リ
テ

ィ
に

な
る

こ

と
に

よ
る

日
本

人
に

対
す

る
逆

差
別

を
懸

念
。

学
ぶ

意
欲

の
な

い
留

学
生

を
奨

学
金

を
支

払
っ

て
招

く
こ

と
が

、

真
に
他

の
学

生
や

大
学

全
体

の
競

争
力

に
繋

が
る

の
か

疑
問

。
国

籍
や

成
績

で
奨

学
留

学
生

を
判

別
す

べ
き

。

留
学
生

の
日

本
語

を
学

ぶ
機

会
の

よ
う

に
、

日
本

人
学

生
向

け
の

高
度

英
語

教
育

の
機

会
も

平
等

に
あ

る
べ

き
。

（
留

学
生

の
受

入
れ

と
国

内
就

職
支

援
の

充
実

）

○
外

国
人

留
学

生
の

積
極

的
な

受
け

入
れ

と
、

移
民

政
策

を
革

新
し

留
学

生
の

卒
業

後
国

内
就

職
支

援
を

充
実

す

べ
き
。

【
評

価
制

度
の

見
直

し
】

（
評

価
制

度
の

簡
素

・
合

理
化

）

○
認
証

評
価

や
法

人
評

価
に

は
重

複
す

る
部

分
が

多
い

。

大
学

が
評

価
の

準
備

に
多

大
な

労
力

を
取

ら
れ
、
結

果
的
に

教
育
研

究
活
動

に
従

事
す

る
時
間

が
減
っ

て
い

る
。

各
種

の
評

価
の

評
価

サ
イ

ク
ル

を
揃

え
て

統
合

す
る

こ
と

が
必

要
。

機
関

別
評

価
を

行
う

主
査

と
、

学
科

等
を

単
位

と
す

る
専

門
別

評
価

を
行

う
評

価
者

（
学

科
毎

に
１

名
）

に
よ

っ
て

評
価

チ
ー

ム
を

構
成

し
評

価
を

行
う

な

ど
、
評

価
の

無
駄

を
減

ら
し

て
は

ど
う

か
。

ま
た

、
専

門
職

大
学

院
の

場
合

、
機

関
別

認
証

評
価

と
専

門
別

認
証

評
価

の
両

方
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

大
き
な

負
担

。
機

関
別

認
証

評
価

を
免

除
で

き
る

よ
う

な
制

度
の

導
入

を
検

討
す

べ
き

。

技
術

者
教

育
の

分
野

で
は

J
A
B
E
E
に

よ
る

認
定

審
査

が
普

及
し

て
お

り
、

実
質

的
に

専
門

別
認

証
評

価
と

同
等

。

JA
BE

E
に
よ

る
認

定
を

受
け
た

教
育
プ

ロ
グ
ラ

ム
に

は
認

証
評
価

や
法
人

評
価

の
一

部
を

免
除

し
て

は
ど
う

か
。

（
評

価
結

果
の

積
極

的
公

表
を

）

○
「

国
民

は
大

学
教

育
の

現
状

に
満

足
し

て
い

な
い
」

と
い

う
と

こ
ろ
か

ら
、
「
学

士
課

程
教

育
の

質
的
転

換
」
と

い
う

方
向

は
、

高
い

評
価

を
受

け
た

大
学

に
対

し
て

も
足

か
せ

を
は

め
る

こ
と

に
繋

が
り

か
ね

な
い

。
大

学
は

個

別
に
評

価
を

受
け

、
個

別
に

改
革

に
取

り
組

む
べ

き
。

例
え

ば
「

あ
る

尺
度

で
高

く
評

価
さ

れ
た

大
学

の
名

称
と

そ
の

尺
度
」
を

文
部

科
学

省
が

公
表

し
て

は
ど

う
か
。

各
大

学
の

認
証

評
価

の
結

果
（

の
中

で
高

く
評

価
さ

れ
た

部
分

）
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

国
民

に
公

開
す

る
と

よ

い
。
「

大
学

」
と

い
う

総
称

で
呼

ん
で

い
る

う
ち

は
、

い
つ

ま
で

も
護
送

船
団

方
式

で
、

国
民

に
と

っ
て
「

ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ

ク
ス

」
の

ま
ま

。
結

果
的

に
低

い
評

価
の

大
学

に
改

革
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
働

か
な

い
。

（
情

報
公

表
に

支
え

ら
れ

た
対

話
型

の
評

価
を

）

○
認
証

評
価

に
関

し
て

は
、

負
担

の
大

き
さ

に
比

較
し

て
改

革
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
少

な
い

。

大
学

ポ
ー

ト
レ

ー
ト

に
お

い
て

教
育

情
報

の
公

表
を

徹
底

す
れ

ば
、

ア
ク

レ
デ

ィ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
多

く
の

部
分

が

代
替
さ

れ
、

認
証

評
価

で
は

大
学

改
革

に
資

す
る

評
価

に
作

業
を

集
中

で
き

る
。

ま
た

評
価

は
、

評
価

機
関

と
評

価
さ

れ
る

大
学

と
の

間
で

の
継

続
的

な
対

話
を

通
し

て
、

評
価

さ
れ

る
大

学
に

十
分
に

納
得

感
が

得
ら

れ
る

も
の

と
な

っ
て

、
初

め
て

有
効

に
機

能
す

る
。

今
後

は
、

情
報

公
表

に
支

え
ら

れ
た

厳
密

な
ア

ク
レ

デ
ィ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

担
保

し
た

上
で

、
評

価
さ

れ
る

大
学

と
評
価

機
関

と
が

十
分

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
な

が
ら

展
開

さ
せ

る
評

価
の

在
り

方
が

求
め

ら
れ

る
。

（
専

門
分

野
別

評
価

の
導

入
）

○
大

学
教

育
で

は
、

学
生

は
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

か
、

何
を

学
修

し
た

の
か

と
い

う
効

果
を

測
定

す
る

教

育
効
果

（
ア

ウ
ト

カ
ム

ズ
）

が
大

切
。

現
在

の
大

学
教

育
に

お
け

る
最

大
の

欠
陥

は
、

学
科

単
位

の
教

育
に

関
す

る
外

部
評

価
の

仕
組

み
が

制
度

と
し

て
な

い
こ

と
に

あ
る

。
機

関
別

認
証

評
価

は
、

評
価

対
象

が
学

部
や

専
攻

科
単

位
で

あ
り

幅
広

い
た

め
、

各
専

門

単
位
（

た
と

え
ば

学
科

単
位

）
の

教
育

内
容

に
ま

で
立

ち
入

っ
て

評
価

す
る

こ
と

は
困

難
。

工
学

系
に

お
い

て
は

既
に

国
際

的
同

等
性

を
持

っ
た

J
A
B
E
E
が

1
0
年

以
上

の
実

績
を

持
っ

て
い
る

の
で

、
こ

の
種

の
認

証
評

価
も

し
く

は
認

証
審

査
機

構
の

受
審

を
法

的
根

拠
と

す
る

よ
う

検
討

し
て

ほ
し

い
。

専
門

分
野

別
に

評

価
を
行

う
仕

組
み

を
４

年
制

大
学

な
ら

び
に

大
学

院
に

適
用

す
る

こ
と

が
重

要
。

○
学

部
だ

け
で

な
く

、
専

門
分

野
別

の
認

証
評

価
が

必
要

。
大

学
院

の
教

育
・

研
究

を
聖

域
と

し
て

は
な

ら
ず

、

こ
の
部

分
の

質
保

証
こ

そ
技

術
立

国
日

本
を

標
榜

す
る

な
ら

ば
不

可
欠

。

そ
の

た
め

に
も

、
専

門
分

野
別

認
証

評
価

を
厳

格
に

行
い

、
４

年
制

大
学

並
び

に
大

学
院

と
し

て
世

界
的

な
教

育
・

研
究

水
準

に
至

っ
て

い
な

い
教

育
機

関
は

退
場

す
る

制
度

の
確

立
が

急
務

。
４

年
制

大
学

の
レ

ベ
ル

に
至

ら

な
い
場

合
は

公
表

す
る

と
共

に
、

専
門

学
校

や
大

学
校

と
名

称
を

変
更

す
る

よ
う

に
制

度
を

つ
く

る
べ

き
。

専
門

分
野

別
認

証
評

価
を

厳
格

に
行

う
た

め
の

予
算

を
重

点
的

に
配

分
す

べ
き

。
こ

れ
ら

の
予

算
は

、
国

立
大

学
に
配

分
し

て
い

る
運

営
費

交
付

金
や

私
学

助
成

か
ら

拠
出

す
る

べ
き

。

（
授

業
に

つ
い

て
の

項
目

別
評

価
の

導
入

）

○
普

段
の

授
業

の
質

を
項

目
別

（
出

席
状

況
、

学
生

の
授

業
を

聞
く

態
度

、
定

期
試

験
や

レ
ポ

ー
ト

の
難

易
度

、

大
学
教

員
の

授
業

に
対

す
る

熱
意

、
学

生
に

対
す

る
教

育
サ

ポ
ー

ト
な

ど
）

に
評

価
し

、
一

般
に

公
表

す
る

。

年
度
を

通
し

て
評

価
が

低
か

っ
た

大
学

（
下

位
1
0％

な
ど
）

は
助

成
金

な
ど

を
カ

ッ
ト

す
る
。

一
部

の
私

立
大

が
就

職
の

た
め

の
専

門
学

校
化

し
て

い
る

こ
と

に
懸

念
を

覚
え

る
。

141



【
そ

の
他

】

（
表

題
の

変
更

）

○
「

予
測

困
難

な
時

代
」

と
い

う
認

識
は

、
既

存
の

知
識

・
技

術
や

方
法

で
は

対
処

で
き

な
く

な
っ

た
閉

塞
感

を

表
現

す
る

言
葉

と
し

て
、

近
年

、
産

業
界

を
中

心
に

盛
ん

に
流

布
さ

れ
て

い
る

言
葉

を
そ

の
ま

ま
転

用
し

て
い

る

印
象
が

強
い

。
将

来
の

指
針

を
国

民
に

示
す

べ
き

答
申

の
表

題
と

し
て

は
適

切
で

な
い

。

○
「
予

測
困

難
な

時
代

に
お

い
て

」
を

「
持

続
可

能
な

社
会

の
構

築
に

向
け

て
」

に
置

き
換

え
る

べ
き

。

学
ぶ

意
義

を
明

確
に

し
て

、
学

生
の

学
び

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

引
き

出
す

こ
と

な
し

に
、

学
修

時
間

だ
け

管
理
し

て
も

、
教

育
改

革
に

値
し

な
い

。

大
学

教
育

は
社

会
的

な
も

の
で

あ
り

、
「

何
の

た
め

に
学

ぶ
の

か
」
は

、
そ

の
時

代
と

社
会

の
要

請
に
応

え
る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
東

日
本

大
震

災
を

経
て

、
中

教
審

が
示

し
た

時
代

認
識

が
「

予
測

が
困

難
な

時
代

」

と
い
う

の
で

は
、

中
教

審
の

見
識

が
問

わ
れ

る
。

今
日

の
社

会
に

「
絶

対
解

」
な

ど
無

い
こ

と
は

言
う

ま
で

も
な

い
。
「
最

善
解
」

も
個

人
で

導
び

け
る
も

の
で
は

な
い

。
利

害
の

異
な

る
当

事
者

が
互

い
の

立
場

を
尊

重
し

な
が

ら
熟

議
し

、
共

通
の

利
益

を
見

い
だ

し
、

協
働

し

て
作
っ

て
い

く
も

の
で

あ
る

。
そ

こ
で

の
共

通
利

益
は

、
持

続
可

能
な

社
会

の
構

築
を

お
い

て
ほ

か
に

な
い

。

教
育

を
通

じ
て

ど
う

い
う

社
会

を
作

っ
て

い
く

の
か

と
い

う
課

題
に

対
し

て
、

真
剣

な
議

論
に

基
づ

い
た

見
識

を
示
す

べ
き

。
そ

れ
は
、
「

予
測

困
難

」
と

い
っ

た
思

考
放

棄
で

は
な

い
は

ず
。

○
「
将

来
予

測
が

困
難

」
と

い
う

認
識

で
は

、
将

来
の

こ
と

を
論

ず
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

大
学

教
育

や
学

生
の

学
修

に
つ

い
て

は
、

将
来

の
予

測
を

踏
ま

え
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

教
育

は
あ

く
ま

で
も

予
測

し
た

未
来

へ
の

準
備

を
進

め
る

活
動

で
あ

る
。

そ
の

予
想

が
間

違
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

得
る

が
、

そ

れ
を
恐

れ
て

予
想

を
せ

ず
、

未
来

へ
の

準
備

を
し

な
い

ま
ま

で
い

い
わ

け
で

は
な

い
。

人
類

は
こ

れ
ま

で
経

験
し

た
こ

と
の

な
い

問
題

に
常

に
直

面
し

な
が

ら
、

そ
れ

ま
で

の
経

験
を

元
に

そ
の

課
題

を
乗

り
越

え
る

た
め

の
方

策
を

探
り

あ
て

解
決

し
て

き
た

。
現

在
で

も
、

こ
う

し
た

努
力

以
外

に
未

知
の

問
題

を

解
決

す
る

方
策

を
求

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

学
生

達
に

対
し

て
新

し
い

課
題

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

解
決

策

を
見
つ

け
出

す
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

こ
と

を
呼

び
か

け
る

べ
き

。

○
グ

ロ
ー

バ
ル

化
社

会
へ

の
対

応
や

国
際

通
用

性
等

の
観

点
か

ら
学

士
課

程
教

育
の

質
を

考
え

る
な

ら
ば

説
得

力

が
あ
る

が
、「

予
測
困

難
な
時

代
」
と

い
う

漠
然

と
し

た
タ

イ
ト

ル
が

登
場

し
非

論
理

的
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。

「
予

測
が

困
難

な
時

代
と

大
学

の
責

務
」

も
、

質
的

転
換

を
求

め
る

議
論

の
本

筋
と

は
噛

み
合

っ
て

い
な

い
。

ま
た

、
「

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
考

え
る

力
を

育
成

す
る

」
こ
と

が
、

現
在

の
大

学
の

使
命

を
適
切

に
言
い

表
す
も

の
な

の
か

。
よ

り
適

切
な

タ
イ

ト
ル

を
立

案
い

た
だ

き
た

い
。

○
「

予
測

困
難

な
時

代
」

と
題

さ
れ

て
い

る
が

、
何

を
も

っ
て

予
測

困
難

と
考

え
る

の
か

。
人

類
は

行
き

着
く

と

こ
ろ

ま
で

行
き

着
い

た
と

い
う

意
味

で
あ

る
な

ら
ば

、
将

来
へ

の
希

望
が

広
が

る
よ

う
例

え
ば

「
新

た
な

未
来

を

切
り
開

く
」
と

い
っ
た

言
葉

を
用

い
た

方
が
、
社

会
に

対
す
る

明
る

さ
を

提
供
す

る
こ

と
に

な
る

の
で

は
な

い
か
。

○
今

の
学

生
（

若
者

）
に

と
っ

て
「

予
測

困
難

な
時

代
」

と
い

う
に

は
、

厳
し

い
社

会
状

況
。

企
業

に
お

け
る

若

者
の

働
か

せ
方

や
、

非
正

規
雇

用
の

増
大

に
よ

る
ワ
ー

キ
ン

グ
プ

ア
と
い

っ
た

労
働

環
境

の
下
で
、
「

大
学

で
の
修

学
」
を

通
じ

て
「

次
代

を
生

き
抜

く
基

盤
」

を
身

に
付

け
る

よ
う

求
め

る
こ

と
は

、
あ

ま
り

に
過

酷
な

要
請

。

○
「

予
測

困
難

」
で

あ
れ

ば
何

を
め

ざ
し

て
努

力
を

積
み

重
ね

れ
ば

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

と
い

う
印

象
を

与
え

、

主
体
的

な
努

力
を

促
す

こ
と

へ
の

逆
効

果
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。

さ
ら

に
「

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的
に

考
え

る
力

を
育

成
す

る
大

学
へ
」
に

つ
い

て
、
ま

ず
、「

生
涯
学

び
続

け
」

が
そ

の
価

値
を

理
念

的
に

謳
っ

て
い

る
も

の
だ

と
す

れ
ば

、
高

等
教

育
だ

け
が

担
う

も
の

で
は

な
く

、
初

等
、

中

等
も

含
め

た
教

育
課

程
全

体
を

視
野

に
入

れ
る

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
教

育
機

関
だ

け
で

は
な

く
、

社
会

全
体

と

し
て
担

う
こ

と
に

な
る

も
の
。
大

学
だ

け
を

対
象

に
し

た
本
答

申
で
入

っ
て
い

る
こ

と
に

強
い
違

和
感
を

覚
え

る
。

市
民

社
会

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

多
様

な
大

学
が

存
在

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

教
育

シ
ス

テ
ム

も
当

然
多

様
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

多
様

さ
の

重
要

性
を

明
快

に
打

ち
出

し
た

上
で

、
さ

ら
に

改
善

し
て

い
く

上
で

大

切
な
こ

と
は

何
か

が
提

示
さ

れ
る

べ
き

。

（
学

生
が

希
望

を
持

て
る

社
会

に
）

○
学
生

の
修

学
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
修

学
の

意
義

、
つ

ま
り

未
来

へ
の

希
望

が
持

て
る

こ
と

が
大

切
。

自
分

の
進

路
と

結
び

つ
け

て
勉

学
す

る
こ

と
の

意
義

が
わ

か
る

よ
う

な
教

育
・

指
導

が
必

要
。

高
校

ま
た

は
そ

の
前

段
階

の
学

習
を

含
め

て
、

授
業

を
通

し
て

こ
の

よ
う

な
指

導
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

。
教

員
一
人

一
人

の
自

覚
と

取
組

が
求

め
ら

れ
る

。

学
生

が
学

修
に

積
極

的
に

な
れ

な
い

理
由

と
し

て
、

学
修

が
将

来
を

切
り

開
く

力
に

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
不

信
感

と
と

も
に

、
希

望
の

持
て

る
将

来
が

待
っ

て
い

る
の

か
と

い
う

不
安

が
あ

る
か

ら
で

は
な

い
か

。

学
生

が
希

望
が

持
て

る
社

会
に

す
る

こ
と

が
学

修
を

積
極

的
に

取
り

組
ま

せ
る

一
番

の
早

道
で

あ
る

。
そ

の
た

め

に
大
人

の
責

任
は

大
き

い
こ

と
を

自
覚

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
大

学
教

育
の

本
旨

）

○
産

業
社

会
に

有
益

な
人

材
を

送
り

だ
す

と
い

う
大

学
教

育
の

本
旨

に
立

ち
返

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
す

る

た
め
の

語
学

教
育

も
含

む
、

多
様

で
高

度
に

専
門

的
か

つ
応

用
可

能
な

幅
広

い
知

識
修

得
を

目
指

す
べ

き
。

○
社

会
の

期
待

に
応

え
る

努
力

を
す

べ
て

の
大

学
が

行
う

べ
き

で
あ

る
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
で

あ
れ

ば
、

多
様

で

あ
る
こ

と
を

し
っ

か
り

明
記

し
た

上
で

の
答

申
に

し
た

ほ
う

が
よ

い
。

○
大

学
は

ま
さ

に
多

種
多

様
。

全
国

一
律

の
提

言
は

、
個

々
の

大
学

で
ほ

と
ん

ど
役

に
立

た
な

い
。

例
え

ば
、

授

業
の

規
模

、
大

学
教

員
の

持
ち

コ
マ

数
、

学
生

の
基

礎
学

力
、

学
生

の
小

・
中

・
高

等
学

校
ま

で
の

学
習

習
慣

や

学
習

意
欲

な
ど

、
１

つ
の

大
学

内
で

も
学

部
や

学
科

毎
に

異
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

を
ひ

と
ま

と
め

に
は

論
じ

ら

れ
な
い

。

○
高

等
教

育
機

関
で

あ
る

大
学

で
の

教
育

内
容

は
、

４
半

世
紀

以
上

意
味

の
あ

る
こ

と
が

必
要

。
卒

業
し

て
数

年

で
色

あ
せ

て
し

ま
っ

て
は

意
味

が
な

い
。

こ
の

よ
う
な

文
脈

で
い

え
ば
、
「

す
ぐ
に

役
立

つ
」

よ
う

な
教
育

は
大
学

で
行

う
べ

き
教

育
で

は
な

い
。
「

学
修

時
間

」
と

い
う

一
見

わ
か

り
や
す

い
数

値
指

標
を

持
ち

出
す

こ
と
が

、
真
に

大
学
が

行
う

べ
き

教
育

の
改

善
の

議
論

に
な

ぜ
繋

が
る

の
か

、
明

ら
か

な
論

理
の

飛
躍

が
あ

る
。

（
大

学
の

機
能

別
分

化
）

○
大

学
を

そ
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

機
能

に
よ

り
、

研
究

主
体

型
、

教
育

主
体

型
、

職
業

訓
練

型
の

３
種

に
分

類
し

、

抜
本
的

な
改

革
を

図
る

具
体

策
を

策
定

す
べ

き
。

(1
)
研

究
主

体
大

学
（

大
学
院

）

優
れ

た
研

究
者

の
背

中
を

み
て

学
生

が
育

つ
ス

タ
イ

ル
。

研
究

後
継

者
育

成
と

人
類

へ
の

貢
献

が
ミ

ッ
シ

ョ

ン
。
こ
の

種
の

大
学

は
、
欧
米

等
の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
研

究
大

学
と

直
接
競

争
す
る

こ
と

で
、
自

ず
と
淘

汰
さ

れ
、

進
化

す
る

こ
と

を
期

待
。
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(2
)
教

育
主

体
大

学
（

専
門
職

大
学
院

を
含

む
）

企
画

職
、

総
合

職
、

起
業

家
な

ど
各

種
ビ

ジ
ネ

ス
の

中
核

と
な

る
人

材
育

成
を

ミ
ッ

シ
ョ

ン
。

４
年

間
の

学

部
教

育
に

加
え

て
職

業
分

野
に

よ
っ

て
は

大
学

院
で

の
１

～
２

年
間

の
修

学
期

間
と

す
る

。
大

学
教

員
は

、
研

究
学

術
で

の
業

績
だ

け
で

は
な

く
、

ア
カ

デ
ミ

ア
以

外
の

実
務

経
験

と
実

績
、

教
育

指
導

力
に

重
点

を
置

く
。

(3
)
職

業
訓

練
主

体
大

学

大
学

卒
の

資
格

は
維

持
し

つ
つ

、
実

務
的

職
業

ス
キ

ル
訓

練
を

半
数

以
上

の
単

位
と

す
る

。
教

学
シ

ス
テ

ム

は
高

等
専

門
学

校
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
指

導
方

法
を

参
考

。
修

学
時

間
の

確
保

を
強

制
す

る
措

置
が

、
特

に
必

要
。

真
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

導
入

も
必

要
。

各
分

類
へ

の
各

大
学

の
配

属
は

個
々

に
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
検

討
し

て
自

主
的

に
決

定
で

き
る

も
の

と
す

る
が

、
制

度
設
計

と
補

助
金

配
分

に
つ

い
て

は
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
対

応
し

た
原

則
を

厳
守

す
る

べ
き

。

○
高
等

教
育

の
大

衆
化

を
踏

ま
え

て
、

一
律

に
同

じ
目

的
の

大
学

と
し

な
い

検
討

が
必

要
。

（
国

が
期

待
す

る
人

材
像

の
明

確
化

）

○
教

育
振

興
基

本
計

画
と

の
関

係
も

含
め

、
今

後
我

が
国

の
在

り
方

と
我

が
国

に
必

要
な

人
材

像
を

国
が

具
体

的

に
提
示

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

い
く

ら
大

学
が

ス
ピ

ー
ド

感
を

も
っ

て
改

革
を

進
め

よ
う

と
し

て
も

、
人

材
育

成
の

成
果

が
見

え
始

め
る

の
は

早
く

て
４

年
後

に
な

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
我

が
国

の
1
0
年

後
の

在
り

方
を

見
据

え
た

議
論

で
な

け
れ

ば
、

常
に

周
回
遅

れ
の

議
論

に
な

ら
ざ

る
を

得
ず

、
国

民
や

企
業

の
大

学
に

対
す

る
評

価
は

変
わ

り
得

な
い

。

（
変

化
に

耐
え

う
る

大
学

か
厳

正
な

審
査

を
）

○
「

国
際

化
」
「

単
位

の
実

質
化

」
に

つ
い

て
も

盛
ん

に
議

論
と

助
成
金

交
付

と
が

行
わ

れ
て

い
る

よ
う
だ

が
、
こ

う
し

た
取

組
に

注
力

し
て

い
た

大
学

が
閉

学
し

た
こ

と
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
は

ど
の

よ
う

な
見

解
を

持
っ

て

い
る

の
か

。
あ

れ
ほ

ど
財

政
が

ひ
っ

迫
し

て
い

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
認

証
評

価
機

関
が

そ
の

こ
と

を
十

分
に

予

測
し

て
い

な
か

っ
た

の
は

ど
う

し
た

わ
け

か
。

教
育

機
関

に
「

変
化

」
を

許
す

の
で

あ
れ

ば
、

ま
ず

は
そ

れ
に

耐

え
る
だ

け
の

体
力

を
備

え
て

い
る

か
ど

う
か

、
厳

正
に

審
査

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

（
新

た
な

提
言

は
こ

れ
ま

で
の

政
策

の
反

省
の

上
で

行
う

べ
き

）

○
新

た
な

提
言

や
政

策
は

、
こ

れ
ま

で
の

高
等

教
育

政
策

の
反

省
の

上
に

行
う

べ
き

。
こ

れ
ま

で
の

政
策

に
問

題

点
や

不
十

分
な

点
が

あ
れ

ば
、

ま
ず

は
そ

れ
に

つ
い

て
責

任
の

明
確

化
が

必
要

。
反

省
を

行
わ

ず
新

奇
な

策
を

弄

す
る
だ

け
で

は
、

高
等

教
育

の
よ

う
な

長
期

ス
パ

ン
で

考
え

る
べ

き
問

題
に

対
し

て
対

処
法

を
誤

り
か

ね
な

い
。

（
変

化
を

求
め

る
際

に
は

十
分

な
審

議
と

実
効

性
の

高
い

方
策

を
）

○
学

校
教

育
、

小
学

学
習

教
育

に
つ

い
て

根
拠

に
乏

し
い

予
測

を
行

い
、

そ
れ

に
対

し
て

あ
れ

こ
れ

と
新

し
い

方

策
を

考
え

、
む

や
み

に
実

行
し

て
い

る
よ

う
に

思
え

る
。

変
化

を
も

た
ら

そ
う

と
す

る
際

に
は

、
本

当
に

そ
れ

が

必
要

か
ど

う
か

十
分

に
議

論
し

て
も

ら
い

た
い

。
中

教
審

だ
け

の
議

論
で

は
な

く
、

教
育

現
場

で
実

際
に

学
び

働

く
人
々

の
実

直
な

意
見

に
耳

を
傾

け
、

需
要
と

実
効

性
の

高
い

方
策

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。

○
審

議
ま

と
め

で
用

い
ら

れ
て

い
る

デ
ー

タ
は

、
日

本
経

団
連

（
2
0
0
4
）
、

C
R
U
M
P
（

2
0
0
7
）

と
な

っ
て

お
り

、
本

当
に

現
状

認
識

に
マ

ッ
チ

し
て

い
る

の
か

。
今

回
の

審
議

ま
と

め
は

、
そ

れ
な

り
に

デ
ー

タ
は

示
さ

れ
て

い
る

も

の
の
、
デ
ー

タ
が

存
在

し
な

い
こ

と
も

含
め
、
特

定
の

偏
っ
た

デ
ー

タ
を

エ
ビ
デ

ン
ス

と
し

た
議

論
に

も
見

え
る
。

大
学

教
育

の
質

的
向

上
は
、
十

数
年

来
の

テ
ー

マ
で

あ
る
に

も
関
わ

ら
ず
エ

ビ
デ

ン
ス

デ
ー
タ

が
少
な

す
ぎ

る
。

（
大

学
教

育
の

目
標

等
に

つ
い

て
）

○
「

学
士

課
程

教
育

」
の

質
が

何
を

拠
所

あ
る

い
は

物
差

と
し

て
考

え
ら

れ
て

い
る

の
か

が
明

確
で

は
な

い
。

ま

た
「

予
測

困
難

な
時

代
」

と
い

う
漠

然
と

し
た

状
況
認

識
や
、
「

答
の
な

い
問

題
に

最
善

解
を

求
め

る
」
な

ど
形
容

矛
盾

の
抽

象
的

な
表

現
に

終
始

し
た

具
体

性
に

乏
し

い
目

標
が

、
上

記
の

問
題

意
識

に
照

応
す

る
も

の
と

し
て

、

敢
え

て
掲

げ
ら

れ
た

根
拠

は
薄

弱
で

あ
る
。
「

答
え

の
な

い
問
題

」
を
未

知
の

問
題

と
読

み
替

え
る

と
し
て

も
、
そ

れ
は
未

知
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
組

み
入

れ
る

の
は

困
難

で
あ

る
。

（
学

生
の

置
か

れ
た

現
実

に
立

脚
し

た
具

体
性

の
あ

る
議

論
を

）

○
今

日
の

日
本

企
業

が
行

っ
て

い
る

非
人

間
的

な
働

か
せ

方
（

低
賃

金
、

非
正

規
雇

用
、

長
時

間
過

密
労

働
等

）

こ
そ

が
学

生
・

若
者

達
を

閉
塞

的
な

状
況

に
追

い
込

ん
で

い
る

最
大

の
原

因
で

あ
り

、
こ

う
し

た
学

生
達

の
置

か

れ
た
現

実
に

立
脚

し
た

具
体

性
の

あ
る

議
論

が
必

要
。「

審
議
ま

と
め
」
は
、
若
者

達
に

対
し
、「

グ
ロ

ー
バ

ル
化
」

「
少

子
高

齢
化

」
「

情
報

化
」
「

労
働

市
場

や
産

業
・

就
業

構
造

の
流

動
化

」
と

い
う

日
本

社
会

が
直

面
し

て
い

る

問
題

を
、

一
切

の
批

判
的

・
分

析
的

な
思

考
過

程
を

抜
き

に
、

現
実

と
し

て
受

容
・

適
応

し
て

「
生

き
抜

く
」

た

め
の
「

耐
性

」
の

涵
養

を
強

制
す

る
も

の
と

い
う

ほ
か

な
い

。

（
議

論
は

尽
く

さ
れ

、
実

行
あ

る
の

み
）

○
結

局
は

「
勉

強
し

な
い

学
生

」
と

い
う

結
果

で
あ

り
、

今
ま

で
の

答
申

等
が

基
本

的
に

は
無

視
さ

れ
て

お
り

実

効
的

で
な

か
っ

た
こ

と
を

意
味

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
大

学
改

革
実

行
プ

ラ
ン

が
こ

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
コ

メ
ン

ト

を
募

集
し

て
い

る
間

に
、

何
の

脈
絡

も
な

く
出

て
き

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

審
議

会
、

委
託

事
業

等
を

含
め

て
多

く

の
税
金

を
使

う
無

駄
遣

い
は

い
い

加
減

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

現
在

の
大

学
の

問
題

点
は

ほ
と

ん
ど

が
明

白
で

あ
り

、
そ

の
改

革
の

方
法

も
、

わ
か

り
き

っ
て

い
る

。

文
部

科
学

省
は

、
答

申
内

容
等

に
関

す
る

ポ
イ

ン
ト

を
大

学
に

通
達

し
て

い
る

が
、

そ
れ

ら
が

実
行

さ
れ

た
こ

と
の
確

認
は

や
っ

て
い

な
い

し
、

効
果

が
あ

っ
た

と
の

認
識

と
現

実
は

乖
離

し
て

い
る

。

大
学

教
育

の
お

粗
末

さ
が

世
界

的
に

見
た

教
育

レ
ベ

ル
の

低
下

に
な

っ
て

お
り

、
追

い
つ

く
こ

と
も

不
可

能
な

状
況
に

陥
っ

て
い

る
。

気
の

毒
な

の
は

学
生

で
あ

る
こ

と
を

大
学

人
に

強
く

説
得

す
る

べ
き

。

議
論

は
尽

く
し

て
お

り
、

大
学

改
革

実
行

プ
ラ

ン
を

着
実

に
、

不
退

転
の

覚
悟

で
や

り
抜

く
こ

と
。

（
大

学
教

育
の

質
保

証
の

た
め

学
科

レ
ベ

ル
で

の
大

学
間

連
携

を
）

○
複
数

大
学

で
の

学
科

レ
ベ

ル
で

の
連

携
を

推
進

す
る

こ
と

が
、

大
学

教
育

の
質

保
証

の
推

進
に

資
す

る
。

同
一

大
学

の
異

な
る

学
科

よ
り

も
、
別
の

大
学

の
同

一
専
門

学
科
の

方
が
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
的
に

も
近
い

こ
と

や
、

学
会
活

動
を

通
じ

た
教

員
間

の
連

携
も

個
人

レ
ベ

ル
で

多
く

存
在

し
て

い
る

。

専
門

別
質

保
証

の
仕

組
み

と
し

て
、

JA
B
E
E
に

協
力

し
て

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定
を

行
っ

て
お

り
、

互
い
に

同
等
性

が
あ

る
。

さ
ら

に
、

国
際

協
定

を
通

じ
て

、
海

外
の

認
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
同

等
性

が
あ

る
。

こ
れ

ら
の

認
定

プ

ロ
グ
ラ

ム
間

の
連

携
を

政
府

と
し

て
も

支
援

で
き

る
よ

う
な

制
度

を
整

備
す

れ
ば

よ
い

。

（
大

学
に

任
せ

、
自

然
淘

汰
を

）

○
低

学
力

の
者

が
大

学
に

進
学

す
る

こ
と

の
ほ

う
が

問
題

。
学

力
以

外
に

も
、

親
や

社
会

全
体

が
過

保
護

で
、

高

校
ま
で

に
身

に
付

け
る

べ
き

礼
儀

や
対

人
関

係
が

で
き

て
い

な
い

こ
と

か
ら

生
じ

る
問

題
が

多
々

あ
る

。

学
修

時
間

が
少

な
い

と
思

わ
れ

る
大

学
は

、
学

力
試

験
を

伴
わ

な
い

入
試

が
主

原
因

で
は

な
い

か
。

単
位

の
実

質
化

も
担

当
者

の
言

い
分

で
い

か
よ

う
に

も
な

る
た
め

、
「

質
」

な
ど
は

は
か

れ
な

い
。

こ
の

現
状

を
打
破

す
る
た

め
に
は

大
学

数
を

大
幅

に
削

減
し

、
エ

リ
ー

ト
教

育
に

徹
す

る
べ

き
。

大
学

は
国

立
の

み
と

し
、

授
業

料
は

無
料

と
す

る
こ

と
、

但
し

、
卒

業
も

簡
単

に
は

で
き

な
い

よ
う

、
基

準
に

達
し

な
い

者
は

落
第

さ
せ

る
こ

と
も

必
要

。
ま

た
、

大
学

教
員

も
国

家
資

格
に

し
て

は
ど

う
か

。
学

内
で

業
績

を

検
討

す
る

こ
と

も
で

き
ず

、
た

だ
本

務
校

の
紀

要
等

に
し

か
論

文
を

掲
載

で
き

な
い

者
で

も
教

授
に

な
る

よ
う

な

現
状
を

ど
う

考
え

る
の

か
。
中
教

審
な

ど
で

指
針

を
示

さ
ず
、
各
大

学
に
任

せ
、
自

然
淘

汰
を
待

っ
て
は

ど
う

か
。

143



（
学

位
の

国
際

的
質

保
証

に
つ

い
て

）

○
今
後

は
海

外
の

大
学

と
の

Do
u
b
le

De
gr

e
eの

授
与
を

含
め
、
学

士
や
修

士
等

の
学

位
の

国
際

的
同

等
性

が
重

要
。

国
際

的
な

同
等

性
を

確
保

す
る

た
め

の
方

策
と

し
て

、
ワ

シ
ン

ト
ン

協
定

や
ソ

ウ
ル

協
定

の
枠

組
み

（
JA

BE
E
に

よ

る
認

定
を

得
て

い
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

対
し

て
、

両
協

定
の

加
盟

団
体

が
認

定
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
の

間

の
同
等

性
を

相
互

に
認

め
よ

う
と

す
る

も
の

）
を

活
用

す
る

の
が

良
い

。

（
授

業
週

の
解

釈
）

○
1
5
週
の

解
釈

に
つ

い
て

、
学

修
時

間
の

増
加

・
確

保
の

前
提

と
な

る
問

題
で

あ
る

の
で
、
「

審
議

ま
と
め

」
に
何

ら
か

の
記

述
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

最
も

誤
解

を
生

じ
て

い
る

の
は

定
期

試
験

の
扱

い
で

、
1
5
週

の
授

業
期

間
に

は
含

ん
で

は
な

ら
ず

、
別

途
設

け
る

こ
と

は
明

確
。

一
方

で
、

単
位

計
算

に
含

ん
で

な
ら

な
い

と
考

え
る

の

は
誤

解
。

欧
米

で
は

1
5
週

に
祝

日
休

講
が

含
ま

れ
る

見
か

け
の

授
業

週
だ

が
、

日
本

で
は

そ
れ

ら
を

差
し

引
い

た

実
質
授

業
週

で
計

算
し

て
い

る
。

議
論

の
前

提
と

し
て

基
準

を
統

一
す

る
必

要
が

あ
る

。

（
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
）

○
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
に

つ
い

て
、

単
に

現
場

の
教

育
活

動
を

登
録

し
、

公
開

す
る

だ
け

で
は

様
々

な
要

因
か

ら

制
度
化

・
組

織
化

の
意

義
が

低
減

す
る

。

「
大

学
の

特
色

や
強

み
の

表
示

」
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

方
法

を
早

い
段

階
か

ら
公

表
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
「

グ
ロ

ー
バ

ル
な

教
育

活
動

を
重

視
す

る
大

学
に

関
す

る
情
報

を
海

外
発

信
」

と
あ

る
が

、
選
定

基
準
を

早
い
時

期
に

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

○
認

証
評

価
で

求
め

ら
れ

る
情

報
や

、
マ

ス
コ

ミ
等

か
ら

求
め

ら
れ

る
情

報
も

積
極

的
に

収
集

・
公

表
で

き
る

、

利
便
性

の
高

い
シ

ス
テ

ム
の

整
備

が
必

要
。

○
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
は

、
数

値
以

外
の

面
で

の
大

学
間

の
比

較
を

行
う

こ
と

に
は

難
し

さ
も

あ
り

、
ま

た
す

で

に
受

験
業

界
が

志
願

者
や

保
護

者
対

象
に

作
成

し
た

分
か

り
や

す
い

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
存

在
し

て
い

る
た

め
、

デ

ー
タ
ベ

ー
ス

の
作

成
に

は
そ

れ
ら

と
の

差
別

化
の

工
夫

が
必

要
。

○
国

公
私

立
大

学
間

に
は

そ
の

教
育

条
件

に
大

き
な

格
差

が
存

在
し

て
お

り
、

格
差

を
放

置
し

た
ま

ま
で

、
教

育

情
報

を
一

律
的

な
枠

組
み

や
基

準
の

も
と

で
、
「

大
学

ポ
ー

ト
レ

ー
ト

（
仮

称
）
」

事
業

の
制

度
設

計
と

事
業

推
進

と
が

行
わ

れ
る

こ
と

は
、

社
会

に
対

し
て

必
ず

し
も

正
確

な
情

報
を

提
供

す
る

も
の

と
は

言
え

な
い

ば
か

り
か

、

特
に

私
立

大
学

に
と

っ
て

は
風

評
被

害
を

も
招

き
か

ね
ず

、
今

後
の

私
立

大
学

経
営

に
重

大
な

影
響

を
与

え
か

ね

な
い
。

そ
の

危
惧

を
払

拭
す

る
制

度
設

計
を

強
く

求
め

る
。

私
立

大
学

で
は

既
に

私
立

大
学

独
自

の
情

報
公

開
の

枠
組

み
に

つ
い
て

検
討

を
開

始
し

て
お
り
、
「

大
学

ポ
ー
ト

レ
ー
ト

（
仮

称
）
」

の
検

討
に
あ

た
っ

て
は

、
こ

う
し

た
検

討
状

況
を

考
慮

す
べ

き
。

（
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

教
育

の
充

実
）

○
現

在
、

大
学

教
育

に
お

け
る

「
情

報
分

野
」

の
教

育
は

、
昔

な
が

ら
の

I
T
技

術
に

偏
っ

て
お

り
、

I
T
ベ

ン
ダ

ー

や
研

究
機

関
に

就
職

す
る

学
生

を
対

象
と

し
た

も
の

で
あ

り
、

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
か

ら
は

か
け

離
れ

た
教

育
し

か

行
わ

れ
て

い
な

い
。

こ
の

よ
う

な
問

題
意

識
の

下
、
大

学
教

育
あ

る
い
は

生
涯

教
育

の
な

か
で
、
「

情
報
リ

テ
ラ
シ

ー
」

教
育

の
充

実
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

(
ア

)
企

業
活

動
に

お
け

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

役
割

を
学

ぶ
講

座
を

大
幅

に
増

強
、
(
イ

)
産

業
界

か
ら

経
験

の
あ

る
人

材
を

招
へ

い
、
(
ウ

)文
系

学
生

も
必

須
と

す
る

、
(
エ

)

経
営

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
コ

ー
ス

に
も

充
実

、
(
オ

)
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
使

っ
た

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
講

座
を

増

や
し

、
大

学
生

の
単

位
取

得
も

可
能

な
政

策
を

推
進
、

(
カ

)
産

業
界

と
の

定
期
的

意
見

交
換

の
場

を
設
け

反
映
状

況
を
社

会
に

公
開

、
(
キ
)
定

期
的

に
施

策
の

見
直
す

体
制
と

責
任

を
明

確
に

し
た

体
制

を
確
立

。

こ
れ

ら
の

活
動

は
個

々
の

大
学

が
判

断
す

る
こ

と
に

な
る

と
想

定
さ

れ
る

の
で

、
国

の
政

策
と

し
て

は
、

実
行

性
を
高

め
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

あ
る

政
策

を
推

進
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
高

専
専

攻
科

の
更

な
る

改
善

）

○
高

専
教

育
で

は
、

演
習

時
間

を
多

く
と

り
実

質
的

な
授

業
時

間
の

確
保

を
図

り
、

卒
業

ま
で

の
中

間
時

点
で

の

学
習

到
達

度
試

験
を

実
施

し
質

の
保

証
を

確
保

し
て

い
る

。
そ

し
て

地
域

社
会

か
ら

の
意

見
を

取
り

入
れ

る
た

め

に
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
、

教
育

の
改

善
及

び
学

生
の

興
味

喚
起

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

高

専
教

育
の

大
き

な
部

分
を

高
専

専
攻

科
が

担
っ

て
い

る
。

大
学

教
育

の
改

革
と

同
時

に
高

専
専

攻
科

の
更

な
る

改

善
が
必

要
。
高
専

と
地

元
大

学
や

企
業

な
ど

の
ス

テ
ー

ク
ホ
ル

ダ
ー
と

の
連
携

が
十

分
に

行
わ
れ

る
施
策

が
必

要
。

（
早

期
か

ら
の

高
専

教
育

の
導

入
）

○
少

子
化

、
技

術
断

絶
、

産
業

界
か

ら
の

高
い

評
価

、
世

代
間

連
携

を
鑑

み
、

高
専

の
下

に
中

学
校

を
設

置
し

た

ら
ど
う

か
。

早
い

う
ち

か
ら

、
技

術
、

人
間

性
等

を
身

に
付

け
る

こ
と

は
、

多
様

化
時

代
に

は
必

要
。

（
学

校
教

育
制

度
の

見
直

し
）

○
現
在

の
６

・
３

・
３

・
４
（

６
）
の

学
校

教
育

制
度

に
つ

い
て

、
旧

制
の

学
校

制
度

６
．
５
．
３
．
３
（

４
）

制
を
含

め
て

検
討

し
、

改
変

す
る

こ
と

が
最

も
重

要
。

教
養

の
教

育
は

、
家

庭
、

社
会

、
教

育
機

関
が

協
力

し
て

、
子

ど
も

か
ら

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
教

育
を

行
う

こ
と
が

大
切

。
高

校
教

育
は

受
験

予
備

校
化

し
て

お
り

、
大

学
で

の
一

貫
教

育
は

無
責

任
体

制
に

な
っ

て
い

る
。

（
義

務
教

育
の

単
位

化
と

年
齢

に
よ

ら
な

い
進

級
の

導
入

）

○
義

務
教

育
期

間
に

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
知

識
と

技
能

を
定

義
し

、
小

・
中

学
校

で
も

「
単

位
制

」
で

の
教

育

を
行

う
べ

き
。

自
ら

学
ぶ

こ
と

と
、

そ
れ

を
「

単
位

」
と

い
う

形
で

責
任

を
と

る
こ

と
、

及
び

「
義

務
」

と
さ

れ

た
学
習

目
標

を
達

成
で

き
な

け
れ

ば
、
進

級
で

き
な
い

と
い
う

仕
組

み
に

す
る

。
現

在
の

よ
う
な
「

出
席
」
と
「

シ

ラ
バ

ス
」

に
よ

る
教

育
改

革
は

、
結

局
学

生
に

対
し

て
過

保
護

な
環

境
を

与
え

る
こ

と
に

な
り

、
学

ぶ
力

自
身

を

早
期
に

摘
み

取
る

結
果

に
な

っ
て

い
る

。

学
習

の
義

務
化

と
、

義
務

教
育

の
単

位
化

、
及

び
年

齢
に

よ
ら

な
い

学
年

進
行

の
導

入
と

い
う

大
胆

な
改

革
を

提
言
の

中
に

入
れ

る
べ

き
。
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２０文科高第４２７号

中 央 教 育 審 議 会

次に掲げる事項について，別紙理由を添えて諮問します。

中長期的な大学教育の在り方について

平成２０年９月１１日

文 部 科 学 大 臣 鈴 木 恒 夫

（理由）

我が国を取り巻く国内外の状況が急速に変化し，社会構造全体が大きな変革期を迎えて

いる中，豊かな教養と深い専門性を身につけた人材の育成と，様々な社会的課題の解決へ

の貢献等，大学に対する期待と要請は極めて大きくかつ多様となっている。各大学では，

それぞれの教育理念に基づいて，自らの個性・特色を明確化しつつ，教育活動の質の維持

・向上に取り組んでいるものの，進学率の向上と学生のニーズの多様化，１８歳人口の減

少，国境を越えた大学の教育活動の進展といった状況に伴い，個々の大学による対応にと

どまらず，大学教育全体の在り方について見直さなければならない状況にある。

去る７月１日に閣議決定された「教育振興基本計画」は，現下の教育をめぐる課題と社

会の変化の動向を踏まえ 「教育立国」の実現に向け，総合的かつ計画的に取り組むべき，

施策が示されている その中では 計画期間中である平成２０年度から２４年度までの ５。 ， 「

年間を高等教育の転換と革新に向けた始動期間と位置づけ，中長期的な高等教育の在り方

について検討し，結論を得ることが求められる」とされている。

以上のことから，我が国の大学教育の質を保証し，社会からの信頼の向上を図るため，

大学教育の将来を見据えた中長期的な在り方について，国際的・歴史的に確立されてきた

大学制度の本質を踏まえつつ，特に，次のような事項を中心に逐次検討していく必要があ

る。

(1) 社会や学生からの多様なニーズに対応する大学制度及びその教育の在り方について

(2) グローバル化の進展の中での大学教育の在り方について

(3) 人口減少期における我が国の大学の全体像について

文部科学大臣諮問理由説明

平成２０年９月１１日

本格的な知識基盤社会に向かい，国際的な競争が一層激しくなる現在，大学に対する

社会からの期待は極めて大きく，社会の様々な分野において活躍できる優秀な人材の育成

とともに，大学教育の質の確保と保証が不可欠となっています。

平成１８年に改正された教育基本法において，大学は「学術の中心として，高い教養と

専門的能力を培う」とされたことにかんがみ，各大学においては教育機関としての役割を

十分に認識し，学生の視点に立った教育を行うことが求められます。

去る７月１日に閣議決定された「教育振興基本計画」は，教育基本法の理念を実現し，
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教育再生に道筋をつけるために極めて重要なものです。この計画においては，平成２０年

度から２４年度までの「５年間を高等教育の転換と革新に向けた始動期間と位置づけ，中

長期的な高等教育の在り方について検討し，結論を得ることが求められる」とされており

ます。

中央教育審議会では，平成１３年の「今後の高等教育改革の推進方策について」の諮問

に基づき，総会，大学分科会等において，多岐の論点を精力的に御審議いただいてまいり

， ， ，ましたが 大学教育をめぐっては その質の保証と社会からの信頼をより一層高めるため

転換と革新のための議論が必要になっていると考えております。

そこで，先行する議論との関連性を念頭に置きつつ，中長期的な大学教育の在り方につ

いて，御検討いただきたく，以下，御審議をお願いしたい事項について若干敷衍して説明
ふ え ん

させていただきます。

（１）社会や学生からの多様なニーズに対応する大学制度及びその教育の在り方について

我が国の大学進学率は，近年も上昇を続け，本年度は短大を含めると５５．３％に達し

ており，同年齢の若年人口の過半数が高等教育を受けるという状況となっています。社会

人や留学生も含め，様々な背景を備えた学生が入学しており，大学に要求される教育の内

容も多様化，細分化しています。

そのような状況の中で，教育の質を維持しつつ，社会や学生からの多様なニーズに応え

， 。る大学教育を実現するには 大学教育の在り方自体を見直すことが不可避となっています

そこで，具体的には，次の５点について御審議いただきたいと考えております。

です。第一に，社会や学生からの多様なニーズに対応する大学教育の在り方について

大学教育の水準の維持・向上を図りつつ，様々なニーズに適応する大学教育の実現の方

策について，学生本位の視点に立った御検討をお願いいたします。

第二に，多様なニーズに対応する大学教育を実現するための「学位プログラム」を中心

です。とする大学制度及びその教育の再構成について

学生本位の視点を重視する観点からは，学生が，卒業後に社会人として必要な教養や専

門知識を身につけられるよう，各学位課程における教育が体系的に行われなければなりま

せん。

平成１７年の中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」において 「現在，大，

学は学部・学科や研究科といった組織に着目した整理がなされている。今後は，教育の充

実の観点から，学部・大学院を通じて，学士・修士・博士・専門職学位といった学位を与

える課程（プログラム）中心の考え方に再整理していく必要がある」との提言をいただい

ております。

そこで，国際的・歴史的に確立されてきた大学制度の本質，とりわけその団体性や自律

性を踏まえつつ，一人ひとりの学生のニーズに応じた大学教育が提供され，その質保証が

よりきめ細かく行われるよう 「学位プログラム」を中心とする仕組みの導入の是非につ，

いて，人的・物的環境の在り方を含め，御検討をお願いいたします。

あわせて，近年の情報通信技術の進展を踏まえた通信制と通学制の取扱いなど，大学に

おける多様な現状に合致した制度及び教育の在り方について御検討をお願いいたします。

です。第三に，社会的要請の特に高い分野における人材養成について

， ，医療系人材等の社会的な要請の特に高い分野における教育課程の充実 教育活動の評価
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社会との連携等，人材養成の在り方について御検討をお願いいたします。

第四に，多様なニーズに対応する大学教育を実現するための質保証システムの在り方に

です。ついて

， ，大学が 社会や学生からの様々なニーズに適切に対応した教育活動を展開するためには

その質を保証する仕組みが不可欠です。学生の達成すべき学習成果の明確化について検討

を深めていただくとともに，今後の設置認可，自己点検・評価，認証評価，分野別評価等

を通じて，大学教育の質保証システムをどう構築すべきか御検討をお願いいたします。

第五として，多様なニーズに対応する大学教育を実現するための学生の履修を支援する

です。方策について

学生のニーズが多様化した状況を踏まえると，大学においては教育の提供のみならず，

きめ細かな履修指導や進路相談等の学生支援の取組が一層重要となっており，その具体的

方策の御検討をお願いいたします。また，社会人や留学生等の多様な背景を備えた学生へ

の支援や，大学院博士課程学生への教育の在り方や修了者への支援に関し，どのような方

策が必要か御検討をお願いいたします。

（２）グローバル化の進展の中での大学教育の在り方について

， ， ，グローバル化は 社会経済のあらゆる分野において進展しており 大学教育においても

国際的な競争と協働に関する活発な取組が見られます。国境を越えた大学教育の提供も急

速に普及しており，例えば，ヨーロッパでは 「欧州高等教育圏」の構築を通じて，教育，

の質保証のための共通の枠組みづくりも進みつつあります。

このような状況の中，我が国の大学の国際化や国際競争力の向上は，極めて重要な課題

となっております。

そこで，具体的には，次の３点について御審議いただきたいと考えております。

です。第一に，大学の国際競争力の向上のための方策について

現在，文部科学省では，２０２０年（平成３２年）の実現を目途とした「留学生３０万

人計画」を関係省庁と連携して推進しているところです。そうした状況も踏まえ，大学の

国際競争力の向上のために，大学における教育・研究，学生支援や環境整備等の機能はど

うあるべきか御検討をお願いいたします。また，大学の国際化に係る認証等の支援の在り

方等について御検討をお願いいたします。

第二に，大学の評価における国際的な視点の導入と，世界的規模での大学に関する評価

です。活動への対応について

大学教育のグローバル化に対応して，大学の評価に関わる様々な仕組みの中に，国際的

な視点をどのように取り入れるべきか御検討をお願いいたします。また，ＯＥＣＤ（経済

協力開発機構）等において，大学に対する様々な評価活動が世界的規模で行われようとし

ており，そうした取組を受けた，我が国の大学における対応の在り方について御検討をお

願いいたします。

です。第三に，アジア域内等の国際的な学生・教員の流動性向上の促進等について

アジア域内等の国際的な学生・教員の流動性をより一層高めるための方策について，ま

た，域内全体の大学教育の質保証に向けた活動の進め方について御検討をお願いいたしま

す。
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（３）人口減少期における我が国の大学の全体像について

先ほども述べたとおり，大学進学率はこれまで上昇傾向にあり，高等学校新規卒業者の

うち，大学での学習を希望する層が拡大していると考えられます。しかしながら，少子高

齢化の進展により，我が国の人口は減少局面に入りつつあり，このことの大学教育への影

響は不可避となっています。

一方，大学教育に対し，社会人や留学生等からの学習需要や，産業構造の変化に対応し

， 。得る様々な人材養成需要・研究開発需要も高まっており これらへの対応も求められます

こうした人口減少などの社会構造の変化や新たな需要を踏まえ，大学教育システムの在

り方の見直しが必要であると考えております。

そこで，具体的には，次の３点について御審議いただきたいと考えております。

です。第一に，人口減少期における大学全体の健全な発展の在り方について

各大学における教育の質の確保等の観点から，今後における大学の果たすべき役割，人

口減少期における状況，充足率の状況等を踏まえた我が国の大学の全体像について，その

健全な発展に向けた御検討をお願いいたします。

です。第二に，大学の機能別分化の促進と大学間のネットワークの構築について

各大学が，それぞれの地域の事情を踏まえつつ，自らの強みを持つ分野へ取組を集中・

強化する機能別分化が徐々に見られます。各大学の自主性を尊重しながら，いかに機能別

分化を促進していくかは重要な課題であり，そのための検討が求められます。

また，機能別分化に当たっては，各大学が連携協力し，それぞれの持っている人的・物

的資源を共同利用し，その有効活用を図ることも考えられます。こうした大学間ネットワ

ークの構築は，我が国が全体として高度な教育・研究を進め，全体としての水準を高めて

いくためにも必要と考えられます。

そこで，大学の機能別分化と連携協力を促進するための方策について，御検討をお願い

いたします。

第三に，全国レベルと地域レベルのそれぞれの人材養成需要に対応した大学政策の在り

です。方について

学生の多様な教育サービスへの需要のみならず，国と地域それぞれの人材養成需要に応

えることは大学の不可欠の役割です。高度専門職業人等の多岐にわたる分野の職業人，研

究者，地域社会に不可欠な分野の人材等，多様な人材が求められる状況において，全国レ

ベルと地域レベルのそれぞれの人材養成需要に対応した大学政策の在り方について御検討

をお願いいたします。

なお，上記の（１）から（３）の方策の検討に関連して，大学教育に係る各種の行財政

システムについても御検討をお願いいたします。

以上，今後の審議に当たり，特に御検討をお願いしたい点について申し上げました。委

員の皆様におかれましては，幅広い観点から忌憚のない御意見をいただきますようお願い

いたします。

， ， ，なお これらの論点は多岐にわたることから 課題ごとに審議の区切りがついた段階で

逐次，答申・御報告いただくようお願い申し上げます。
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審 議 経 過

○ 中央教育審議会総会

【第４期】

平成２０年 ９月１１日（木） 総会（第６６回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について（諮問）

【第５期】

平成２１年 ２月１０日（火） 総会（第６９回）
議題：（１）会長，副会長の選任

（２）運営規則等の制定
（３）審議状況の報告

平成２１年 ７月３０日（木） 総会（第７０回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方に関する第一次報告

平成２２年 １月２１日（木） 総会（第７１回）
議題：（１）教育政策・施策の基本的考え方について意見交換

（２）その他
・大学分科会における審議状況について

（中長期的な大学教育の在り方に関する第二次報告 等）

平成２２年 ６月 ３日（木） 総会（第７２回）
議題：大学分科会の審議状況について

・大学分科会「平成２１年８月から平成２２年１月までの大学分科会の審議経過概要
について（第三次報告）」
・日中韓の質保証を伴う大学間交流の推進について

平成２２年１２月２４日（金） 総会（第７３回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方に関する第四次報告

平成２３年 １月３１日（月） 総会（第７４回）
議題：（１）大学分科会の審議経過と更に検討すべき課題について

【第６期】

平成２３年 ２月１５日（火） 総会（第７５回）
議題：（１）会長，副会長の選任

（２）運営規則等の制定
（３）審議状況の報告

平成２３年 ６月 ６日（月） 総会（第７７回）
議題：大学分科会の審議状況について

平成２３年 ９月２２日（木） 総会（第７８回）
議題：大学分科会の審議状況について

平成２４年 ３月２１日（水） 総会（第８０回）
議題：大学分科会の審議状況について

（大学教育部会の審議のまとめについて）

平成２４年 ７月２３日（月） 総会（第８１回）
議題：大学分科会の審議状況について
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平成２４年 ８月２８日（火） 総会（第８２回）
「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて

～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」

○ 大学分科会、大学教育の検討に関する作業部会（第４期・第５期）、質保証システム部会（第５期）、
大学規模・大学経営部会（第５期）、大学行財政部会（第５期）、大学教育部会

【第４期】

平成２０年 ９月２５日（木） 大学分科会（第７０回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・総括的な意見交換

平成２０年１０月 ３日（金） 大学教育の検討に関する作業部会（第１回）
議題：（１）「中長期的な大学教育の在り方について」の審議に資する調査・分析及び論点

整理について
（２）ワーキンググループの設置について

平成２０年１０月２９日（水） 大学教育の検討に関する作業部会（第２回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２０年１０月２９日（水） 大学分科会（第７１回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

【意見発表】
「設置基準と設置認可の現状と課題について」
（大学設置・学校法人審議会大学設置分科会分科会長職務代理 納谷廣美氏）

平成２０年１１月２６日（水） 大学教育の検討に関する作業部会（第３回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２０年１１月２６日（水） 大学分科会委員懇談会
議題：（１）設置認可及び設置基準等の改善について

（２）学位プログラムに関する検討について
【意見発表】

「米国の学位プログラムの概要と我が国の学位プログラムの在り方」
（大学分科会専門委員 舘昭氏）

（３）その他
・ＡＨＥＬＯ（ＯＥＣＤ高等教育における学習成果の評価について）

平成２０年１２月 ５日（金） 大学分科会（第７２回）
議題：（１）学位プログラムの検討について

（２）大学の機能別分化と大学間ネットワークについて
【意見発表】

「日本における熱帯医学推進のための共同利用と連携協力」
（長崎大学熱帯医学研究所教授 青木克己氏）

「全国共同利用施設国際教育センター」
（東京学芸大学国際教育センター教授 吉谷武志氏）

「小平国際学生宿舎」
（一橋大学理事 山内進氏）

平成２０年１２月１６日（火） 大学分科会（第７３回）
議題：（１）大学の機能別分化と大学間ネットワークについて

（２）私立大学からのヒアリング

154



【意見発表】
「私立大学の健全な発展に向けて」

（大学分科会臨時委員 黒田壽二氏）
「私立大学の経営状況について」

（日本私立学校振興・共済事業団理事 澤田裕氏）
（３）大学の量的規模について

平成２１年 １月２２日（木） 大学教育の検討に関する作業部会（第４回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２１年 １月２２日（木） 大学分科会（第７４回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・これまでの審議を踏まえた総括的な意見交換
・グローバル化の進展の中での大学教育の在り方について

平成２１年 １月２６日（月） 大学分科会（第７５回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・これまでの審議を踏まえた総括的な意見交換

【第５期】

平成２１年 ２月２０日（金） 大学分科会（第７６回）
議題：（１）分科会長の選任等について

（２）大学分科会の運営について
（３）中長期的な大学教育の在り方について

平成２１年 ３月１０日（火） 大学教育の検討に関する作業部会（第５回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・座長の選任等について
・各ワーキンググループの検討状況について
・大学教育の検討に関する作業部会ワーキンググループの設置について

平成２１年 ３月１０日（火） 大学分科会（第７７回）
議題：（１）大学の質保証システムについて

（２）ＯＥＣＤによる高等教育における学習成果の評価（ＡＨＥＬＯ）の進捗状況について

平成２１年 ３月２４日（火） 質保証システム部会（第１回）
議題：（１）部会長の選任等について

（２）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年 ４月１４日（火） 大学分科会（第７８回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・各部会等の審議状況について
・大学規模と大学経営等について

平成２１年 ４月２３日（木） 大学規模・大学経営部会（第１回）
議題：（１）部会長の選任等について

（２）大学の量的規模等について

平成２１年 ４月２８日（火） 質保証システム部会（第２回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年 ５月１３日（水） 大学分科会（第７９回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・大学分科会及び各部会等のこれまでの審議状況について

平成２１年 ５月２０日（水） 質保証システム部会（第３回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年 ５月２６日（火） 大学規模・大学経営部会（第２回）
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議題：（１）大学の量的規模等について

平成２１年 ６月 １日（月） 大学分科会（第８０回）
「中長期的な大学教育の在り方に関する第一次報告」（案）

平成２１年 ６月３日（水） 質保証システム部会（第４回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

【意見発表】
「高等教育の「質」保証について」
（大学分科会専門委員 川嶋太津夫氏）

平成２１年 ６月１６日（火） 質保証システム部会（第５回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

【意見発表】
「認証評価制度の改善についてさらに議論を深めるべき論点」

（大学分科会臨時委員 木村孟氏）

平成２１年 ７月６日（月） 質保証システム部会（第６回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年 ７月１４日（火） 大学分科会（第８１回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・「中長期的な大学教育の在り方について」の審議事項について
・各部会等の審議状況について

平成２１年 ７月３０日（木） 質保証システム部会（第７回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年 ８月４日（火） 大学分科会（第８２回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

・各部会等の審議経過について
・中長期的な大学教育の在り方に関する第二次報告（素案）について

平成２１年 ８月５日（水） 大学行財政部会（第１回）
議題：（１）部会長の選任等について

（２）中長期的な大学教育の在り方について

平成２１年 ８月６日（木） 大学規模・大学経営部会（第３回）
議題：（１）大学の健全な発展について

【意見発表】
「大学の経営と情報開示」
（学校法人法政大学学事顧問 清成忠男氏）

平成２１年 ８月２４日（月） 大学規模・大学経営部会（第４回）
議題：（１）大学の健全な発展について

平成２１年 ８月２６日（水） 大学分科会（第８３回）
「中長期的な大学教育の在り方に関する第二次報告」（案）

平成２１年１０月 ６日（火） 大学分科会（第８４回）
議題：（１）大学設置基準の改正について（諮問）

平成２１年１０月 ６日（火） 質保証システム部会（第８回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年１１月 ５日（木） 質保証システム部会（第９回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について
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平成２１年１１月１８日（水） 大学分科会（第８５回）
議題：（１）認証評価機関の認証について（諮問）

平成２１年１１月１８日（水） 質保証システム部会（第１０回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２１年１２月 １日（火） 大学規模・大学経営部会（第５回）
議題：（１）大学における社会人の受入れ推進について

平成２１年１２月 ２日（水） 質保証システム部会（第１１回）
議題：（１）キャリアガイダンス（社会的・職業的自立に関する指導等）について

【意見発表】
（社団法人国立大学協会 香川大学長 一井 眞比彦氏）
（社団法人国立大学協会 専務理事 野上 智行氏）
（公立大学協会 愛知県立大学長 佐々木 雄太氏）
（社団法人経済同友会 執行役 藤巻 正志氏）
（社団法人日本経済団体連合会 教育問題委員会企画部会長，

日本電気株式会社特別顧問 藤江 一正氏）

平成２１年１２月１５日（火） 質保証システム部会（第１２回）
議題：（１）社会的・職業的自立に関する指導等（キャリアガイダンス）の実施について

【意見発表】
（日本私立大学団体連合会 国際基督教大学長 鈴木 典比古氏）
（日本私立大学団体連合会 工学院大学理事長 大橋 秀雄氏）
（全国公立短期大学協会 長野県短期大学長 上條 宏之氏）
（日本私立短期大学協会 千葉経済大学短期大学部学長 佐久間 勝彦氏）
（全国中小企業団体中央会 専務理事 市川 隆治氏）
（全国中小企業団体中央会 労働政策部長 小林 信氏）

平成２２年 １月１８日（月） 質保証システム部会（第１３回）
議題：（１）大学における社会的・職業的自立に関する指導等（キャリアガイダンス）の実施について

（２）国際的な大学評価活動の展開状況や我が国の大学に関する情報の海外発信の観点から
公表が望まれる項目について

（３）海外の大学との組織的・継続的な教育連携の構築について

平成２２年 １月２９日（金） 大学分科会（第８６回）
「平成２１年８月から平成２２年１月までの大学分科会の審議経過概要」（案）

議題：（１）大学設置基準及び短期大学設置基準の改正について（諮問）
（２）専門職大学院設置基準及び学校教育法第百十条第二項に規定する基準を適用するに際

して必要な細目を定める省令の改正について（諮問）

平成２２年 ２月１８日（木） 大学規模・大学経営部会（第６回）
議題：（１）大学における社会人の受入れ促進について

【意見発表】
「職業人と大学教育」調査 －結果の概要－
（東京大学大学院教育学研究科講師 両角亜希子氏）

平成２２年 ２月２６日（金） 質保証システム部会（第１４回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２２年 ３月１２日（金） 大学規模・大学経営部会（第７回）
議題：（１）大学間連携の取組状況について

【意見発表】
（大学分科会臨時委員 今井浩三氏）
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（２）大学における社会人の受入れ促進について

平成２２年 ３月１７日（水） 大学分科会（第８７回）
議題：（１）認証評価機関の認証について

平成２２年 ３月２５日（木） 大学行財政部会（第２回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２２年 ３月２９日（月） 質保証システム部会（第１５回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

【意見発表】
「日本学術会議における検討状況について」

（質保証システム部会専門委員 高祖敏明氏）
「米国西部地区基準協会のアクレディテーションについて」

（質保証システム部会専門委員 前田早苗氏）

平成２２年 ４月２６日（月） 大学行財政部会（第３回）
議題：（１）国立大学の役割・機能等と大学間連携について

平成２２年 ４月２８日（水） 大学分科会（第８８回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２２年 ５月１１日（火） 大学規模・大学経営部会（第８回）
議題：（１）大学規模・大学経営の在り方について

平成２２年 ５月２４日（月） 大学行財政部会（第４回）
議題：（１）国公私立大学を通じた大学教育改革支援について

【意見発表】
「大学教育改革関連事業の重要性」

（徳島大学名誉教授 青野敏博氏）
「日本における大学の国際化の進展にむけて」
（京都大学理事・副学長 西村周三氏）

「科学技術大競争時代におけるＣＯＥの今日と明日」
（慶應義塾常任理事 真壁利明氏）

「大学教育改革に向けた支援の在り方」
（ＪＴ生命誌研究館長 中村桂子氏）

「競争的資金の配分について－ＧＰ関連－」
（早稲田大学教授 吉田文氏）

平成２２年 ５月２６日（水） 大学分科会（第８９回）
議題：（１）大学設置基準等の改正について（諮問）

（２）各部会等の審議状況について

平成２２年 ５月２６日（水） 大学行財政部会（第５回）
議題：（１）国公私立大学を通じた大学教育改革支援について

【意見発表】
「横浜国大・横浜市大・情報通信研究機構・フィンランドオウル大学の連携による医工融

合イノベーション」
（横浜国立大学大学院工学研究院教授，未来情報通信医療社会基盤センター長 河野隆二氏）
（横浜市立大学大学院医学研究科教授 井上登美夫氏）

「サイバニクス：人・機械・情報系の融合複合」
（筑波大学大学院システム情報工学研究科教授 山海嘉之氏）
（大和ハウス工業株式会社ヒューマン・ケア事業推進部ロボット事業推進室長 田中一正氏）

「北九州学術研究都市連携大学院カーエレクトロニクスコース」
（財団法人北九州産業学術推進機構キャンパス運営センター長 江副春之氏）
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「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援～経理的側面からの観点～」
（群馬大学財務部長 荒木亨氏）
（東京大学財務課長 田畑磨氏）

平成２２年 ６月 ７日（月） 質保証システム部会（第１６回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

【意見発表】
日本学術会議における検討状況について

（国際基督教大学教授 北原和夫氏）
（日本大学教授 広田照幸氏）
（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター教授 小林傳司氏）

平成２２年 ６月１４日（月） 大学行財政部会（第６回）
議題：（１）国公私立大学を通じた大学教育改革支援について

平成２２年 ６月２１日（月） 大学行財政部会（第７回）
議題：（１）今後の大学への行財政支援の方向性について

平成２２年 ６月２９日（火） 大学分科会（第９０回）
「中長期的な大学教育の在り方に関する第四次報告」
（平成２２年２月から６月までの審議経過概要）（案）

平成２２年 ９月３０日（木） 質保証システム部会（第１７回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２２年１０月１５日（金） 大学規模・大学経営部会委員懇談会
議題：（１）大学規模・大学経営の在り方について

【意見発表】
「大学経営に要する専門的人材（教学・財務・経営）の養成と確保について」
（独立行政法人 国立大学財務・経営センター研究部教授 水田健輔氏）

「四国の国公私立大によるＦＤ・ＳＤ共同利用拠点について」
（国立大学法人 愛媛大学教育・学生支援機構 准教授 秦敬治氏）

平成２２年１０月２９日（金） 大学分科会（第９１回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２２年１１月１５日（月） 大学分科会（第９２回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２２年１１月１５日（月） 質保証システム部会（第１８回）
議題：（１）大学における質保証システムの在り方について

平成２２年１１月２９日（月） 質保証システム部会（第１９回）
議題：（１）認証評価の運営上の課題について

（２）海外の大学とのダブル・ディグリーの実施について
【意見発表】

認証評価の運営上の課題について
（財団法人大学基準協会 会長 納谷廣美氏）
（財団法人大学基準協会 大学評価・研究部長 工藤潤氏）
（財団法人日本高等教育評価機構 理事長 佐藤登志郎氏）
（財団法人日本高等教育評価機構 事務局長 石井正彦氏）
（財団法人日本高等教育評価機構 評価事業部長 伊藤敏弘氏）
(独立行政法人大学評価・学位授与機構 機構長 平野眞一氏 ）
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(独立行政法人大学評価・学位授与機構 評価事業部長 小杉信行氏）
（財団法人短期大学基準協会 理事長 関口修氏）
（財団法人短期大学基準協会 事務局長 新屋秀幸氏）

平成２２年１２月 ８日（水） 質保証システム部会（第２０回）
議題：（１）海外の大学とのダブル・ディグリーの実施について

（２）認証評価の運営上の課題について

平成２２年１２月 ９日（木） 大学規模・大学経営部会（第９回）
議題：（１）大学規模・大学経営の在り方について

【意見発表】
「第１回 私学リーダーズセミナー実施状況について」

（日本私立学校振興・共済事業団 理事 長田紀久子氏）

平成２２年１２月１４日（火） 大学分科会（第９３回）
議題：（１）第２回日中韓大学間交流・連携推進会議（於北京）について

（２）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年 １月１４日（金） 質保証システム部会（第２１回）
議題：（１）公的な質保証システムの改善について

平成２３年 １月１９日（水） 大学分科会（第９４回）
「第５期・中央教育審議会大学分科会の審議経過と更に検討すべき課題について（案）」

【第６期】

平成２３年 ２月２１日（月） 大学分科会（第９５回）
議題：（１）分科会長の選任等について

（２）大学分科会の運営について
（３）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年 ５月２３日（月） 大学分科会（第９６回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

（２）認証評価機関の認証について（諮問）

平成２３年 ５月２５日（水） 大学教育部会（第１回）
議題：（１）部会長の選任等について

（２）大学教育の質の保証・向上について

平成２３年 ７月 １日（金） 大学分科会（第９７回）
議題：（１）認証評価機関の認証について

（２）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年 ７月 ５日（水） 大学教育部会（第２回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

平成２３年 ７月２７日（水） 大学分科会（第９８回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年 ７月２９日（金） 大学教育部会（第３回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

平成２３年 ８月２２日（月） 大学教育部会（第４回）
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議題：（１）大学教育の質の保証・向上について
【意見発表】

「日本の大学教育－三つの問題点」
（大学教育部会委員 金子元久氏）

平成２３年 ８月２４日（水） 大学分科会（第９９回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年 ９月２６日（月） 大学教育部会（第５回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

【意見発表】
「学生が学習する仕組みの構築」
（大学教育部会臨時委員 吉田文氏）

「学士課程教育の多様性と高等教育版“学びのイノベーション”促進の必要性」
（大学教育部会専門委員 濱名篤氏）

「University of California Education Abroad Program」
（カリフォルニア大学東京スタディセンター長・教授 伊藤順子氏）

「問題解決型教育プログラム」
（東京大学大学院工学系研究科教授 堀井秀之氏）

平成２３年１０月 ４日（月） 大学分科会（第１００回）
議題：（１）認証評価機関の認証について

（２）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年１０月２８日（金） 大学教育部会（第６回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

平成２３年１１月１４日（月） 大学教育部会（第７回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

【意見発表】
「教学に関るガバナンスの強化に向けた課題」
（大学教育部会専門委員 篠田道夫氏）

「大学教育の向上を支援する仕組みの構築」
（大学教育部会専門委員 山田礼子氏）

平成２３年１２月 １日（木） 大学分科会（第１０１回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

平成２３年１２月 ９日（金） 大学教育部会（第８回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

【意見発表】
「ルーブリックとは」
（大学教育部会専門委員 濱名篤氏）

平成２４年 １月３１日（火） 大学分科会（第１０２回）
議題：（１）認証評価機関の認証について（諮問）

（２）大学院設置基準等の改正について（諮問）
（３）中長期的な大学教育の在り方について

平成２４年 ２月１３日（月） 大学教育部会（第９回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

平成２４年 ２月２２日（水） 大学教育部会（第１０回）
議題：（１）「大学教育部会の審議状況と課題について」
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平成２４年 ３月 ７日（水） 大学教育部会（第１１回）
議題：（１）「大学教育部会の審議のまとめについて」

平成２４年 ３月１２日（月） 大学分科会（第１０３回）
議題：（１）「大学教育部会の審議のまとめについて」

平成２４年 ３月２６日（月） 大学教育部会（第１２回）
「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ」

（中央教育審議会大学分科会大学教育部会審議まとめ）

平成２４年 ４月１６日（月） 大学教育部会（第１３回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

平成２４年 ４月１７日（火） 大学院部会（第６０回）
議題：（１）「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ」

（中央教育審議会大学分科会大学教育部会審議まとめ）について

平成２４年 ４月２０日（金） 大学分科会（第１０４回）
議題：（１）認証評価機関の認証について（諮問）

（２）中長期的な大学教育の在り方について

平成２４年 ５月１０日（木） 大学教育部会（第１４回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

【意見発表】
「大学教育の分野別質保証について」
（日本学術会議 北原和夫氏、広田照幸氏、奥林康司氏）

平成２４年 ５月２１日（月） 大学教育部会（第１５回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について

【意見発表】
「中央教育審議会大学教育部会へのご提案」

（NPO法人NEWVERY理事長 山本繋氏）
「新潟大学における学士課程教育構築とその実質化への取組」
（新潟大学副学長（学務担当） 濱口哲氏）

「教育の質保証に向けた取組～日本福祉大学のIR推進から」
（日本福祉大学大学事務局長 齋藤真左樹氏、IR推進室長 大崎博史氏）

「日本のFDに関する３つの提言」
（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 副室長 佐藤浩章氏）

平成２４年 ５月２９日（火） 大学分科会（第１０５回）・大学教育部会（第１６回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

【意見発表】
「研究大学と自助・自立の精神（アカデミック・アントレプレナーシップ）」
（上智大学経済学部長 上山隆大氏）

「アメリカの大学のガバナンス－カリフォルニアの事例を中心に－」
（大学分科会臨時委員 小林雅之氏）

「諸外国の大学の教学ガバナンスに関する調査研究－米国・英国・フランス－」
（広島大学高等教育研究開発センター 大場淳氏、秦由美子、福留東土氏）

「北九州大学における教学マネジメント－カリキュラム改革を通して－」
（北九州市立大学学長 近藤倫明氏）

平成２４年 ６月 ７日（木） 大学教育部会（第１７回）
議題：（１）大学教育の質の保証・向上について
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平成２４年 ６月１９日（火） 大学分科会（第１０６回）・大学教育部会（第１８回）
議題：（１）中長期的な大学教育の在り方について

【意見発表】
「高大接続と大学入試の現状と課題」
（大学分科会臨時委員 川嶋太津夫氏）

「高校教育の在り方について」
（初等中等教育分科会高等学校教育部会長 小川正人氏）

「生徒の視点から高校教育と高等教育の望ましい接続の在り方について」
（初等中等教育分科会高等学校教育部会臨時委員 荒瀬克己氏）

「高校教育と高等教育の望ましい接続のために高校側が取り組むべき課題」
（初等中等教育分科会高等学校教育部会臨時委員 及川良一氏）

平成２４年 ７月 ３日（火） 大学分科会（第１０７回）・大学教育部会（第１９回）
議題：（１）学士課程教育の質的転換について

平成２４年 ７月２４日（火） 大学分科会（第１０８回）・大学教育部会（第２０回）
議題：（１）大学分科会におけるこれまでの審議の整理（答申素案）について

平成２４年 ８月 ９日（木） 大学分科会（第１０９回）・大学教育部会（第２１回）
「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて

～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）（案）」

○各ワーキンググループ（第４期・第５期）

【第４期】

平成２０年 ９月３０日（火） OECD高等教育における学習成果の評価（AHELO）に関する
ワーキンググループ（第１回）

議題：（１）OECD高等教育における学習成果の評価（AHELO）に関するワーキンググループ
の運営について

（２）AHELOへの対応について

平成２０年１０月２４日（金） 質保証システム検討ワーキンググループ（第１回）
議題：（１）質保証システム検討ワーキンググループの運営について

（２）質保証システムの在り方について

平成２０年１０月２９日（水） 学位プログラム検討ワーキンググループ（第１回）
議題：（１）ワーキンググループの設置目的と期待される役割について

（２）学位プログラムを中心とした大学制度を検討する上での論点整理について
（３）学位プログラムを中心とした大学制度を検討する上で今後調査すべき事項の洗
い出しについて
（４）今後のワーキンググループの進め方について

平成２０年１１月１７日（月） OECD高等教育における学習成果の評価（AHELO）に関する
ワーキンググループ（第２回）

議題：（１）AHELOへの対応について

平成２０年１２月 ８日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１回）
議題：（１）大学グローバル化検討ワーキンググループの運営について

（２）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 １月２６日（月） 国際的な大学評価活動に関するワーキンググループ
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（第１回）
議題：（１）国際的な大学評価活動に関するワーキンググループの運営について

（２）国際的な大学評価活動の在り方について

【第５期】

平成２１年 ３月１６日（月） 質保証システム検討ワーキンググループ（第２回）
議題：（１）質保証システム検討ワーキンググループの運営について

（２）質保証システムの在り方について

平成２１年 ３月３１日（火） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第２回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 ４月２３日（木） OECD高等教育における学習成果の評価（AHELO）に関するワーキン
ググループ（第３回）

議題：（１）AHELOへの対応について

平成２１年 ４月２４日（金） 高等教育規模分析第１ワーキンググループ（第１回）
議題：（１）高等教育規模分析第１ワーキンググループの運営について

（２）大学の量的規模等について

平成２１年 ４月２７日（月） 学位プログラム検討ワーキンググループ（第２回）
議題：（１）委託調査（経過報告）について

（２）諸外国における大学内部の質保証システムについて
（３）学位プログラムを中心とした大学制度に係る論点整理について

平成２１年 ５月２９日（金） 国際的な大学評価活動に関するワーキンググループ（第２回）
議題：（１）国際的な大学評価活動の在り方について

平成２１年 ６月１日（月） 学生支援検討ワーキンググループ（第１回）
議題：（１）学生支援検討ワーキンググループの運営について

（２）学生支援の在り方について

平成２１年 ６月８日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第３回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 ６月１５日（月） 高等教育規模分析第１ワーキンググループ（第２回）
議題：（１）高等教育の規摸について

平成２１年 ６月１７日（水） 学生支援検討ワーキンググループ（第２回）
議題：（１）学生支援の在り方について

平成２１年 ６月２２日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第４回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 ６月３０日（火） 学生支援検討ワーキンググループ（第３回）
議題：（１）学生支援の在り方について

平成２１年 ７月１０日（金） 全国共同利用検討ワーキンググループ（第１回）
議題：（１）教育分野における共同利用の在り方について

平成２１年 ７月２１日（火） 学生支援検討ワーキンググループ（第４回）
議題：（１）学生支援の在り方について

平成２１年 ７月２１日（火） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第５回）
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議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 ７月３１日（金） 専門的人材養成の在り方に関するワーキンググループ（第１回）

議題：（１）専門的人材養成の在り方に関するワーキンググループの運営について
（２）専門的人材養成システムの在り方について
（３）専門的人材養成の質保証システムの在り方について

平成２１年 ８月７日（金） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第６回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 ８月１０日（月） 全国共同利用検討ワーキンググループ（第２回）
議題：（１）教育分野における共同利用の在り方について

平成２１年 ８月２１日（金） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第７回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年 ９月１１日（金） 専門的人材養成の在り方に関するワーキンググループ（第２回）

議題：（１）専門的人材養成の質保証の在り方について
（２）専門的人材養成システムの在り方について

平成２１年 ９月１４日（月） 国際的な大学評価活動に関するワーキンググループ（第３回）
議題：（１）国際的な大学評価活動の在り方について

平成２１年１０月２３日（金） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第８回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２１年１２月１４日（月） 全国共同利用検討ワーキンググループ（第３回）
議題：（１）教育関係共同利用拠点の公募等について

平成２１年１２月１７日（木） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第９回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 １月１４日（木） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１０回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 ２月２２日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１１回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 ２月２５日（木） 全国共同利用検討ワーキンググループ（第４回）
議題：（１）教育関係共同利用拠点の公募等について

平成２２年 ４月２０日（火） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１２回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 ５月１０日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１３回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 ５月１２日（水） 国際的な大学評価活動に関するワーキンググループ（第４回）
議題：（１）国際的な大学評価活動の在り方について

平成２２年 ５月２４日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１４回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について
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平成２２年 ６月１０日（木） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１５回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 ６月２１日（月） 大学グローバル化検討ワーキンググループ（第１６回）
議題：（１）大学のグローバル化の在り方について

平成２２年 ９月３０日（木） 学生支援検討ワーキンググループ（第５回）
議題：（１）学生支援検討ワーキンググループにおける当面の審議事項について

（２）「新しい公共」の担い手育成の支援方策の在り方について

平成２２年１０月１５日（金） 学生支援検討ワーキンググループ（第６回）
議題：（１）今後の学生に対する経済的支援方策の在り方について

平成２２年１１月 １日（月） OECD高等教育における学習成果の評価（AHELO）に関するワーキン
ググループ（第４回）

議題：（１）AHELOへの対応について

平成２２年１１月１９日（金） 全国共同利用検討ワーキンググループ（第５回）
議題：（１）教育関係共同利用拠点の公募等について

平成２２年１１月２４日（水） 学生支援検討ワーキンググループ（第７回）
議題：（１）今後の学生に対する経済的支援方策の在り方について

平成２３年 １月１４日（金） 全国共同利用検討ワーキンググループ（第６回）
議題：（１）教育関係共同利用拠点の公募等について
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第６期中央教育審議会委員

平成２３年２月１日発令

（５０音順）

会 長 三村 明夫 新日本製鐵株式會社代表取締役会長

副会長 安西祐一郎 独立行政法人日本学術振興会理事長

副会長 小川 正人 放送大学教養学部教授、東京大学名誉教授

相川 敬 社団法人日本ＰＴＡ全国協議会顧問

安彦 忠彦 神奈川大学 特別招聘教授

五十嵐俊子 日野市立平山小学校長

生重 幸恵 特定非営利活動法人ｽｸｰﾙ・ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ・ﾈｯﾄﾜｰｸ理事長 一般社、

団法人ｷｬﾘｱ教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾈｯﾄﾜｰｸ協議会代表理事

石井 正弘 岡山県知事

、 、浦野 光人 株式会社ﾆﾁﾚｲ代表取締役会長 公益社団法人経済同友会幹事

財団法人産業教育振興中央会理事長

衞藤 隆 社会福祉法人恩賜財団母子愛育会日本子ども家庭総合研究所

所長、東京大学名誉教授

大日向雅美 恵泉女学園大学大学院平和学研究科教授

岡島 成行 大妻女子大学家政学部教授、公益社団法人日本環境教育フォ

ーラム理事長

奥野 史子 京都市教育委員、スポーツコメンテーター

貝ノ瀨 滋 三鷹市教育委員会教育長

加藤 友康 情報産業労働組合連合会 中央執行委員長

金子 元久 筑波大学 大学研究センター 教授

北城恪太郎 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ株式会社相談役、公益社団法人経済同友会

終身幹事、学校法人国際基督教大学理事長

國井 秀子 リコーＩＴソリューションズ株式会社取締役会長執行役員

篠原 文也 政治解説者、ジャーナリスト

田村 哲夫 学校法人渋谷教育学園理事長、渋谷教育学園幕張中学校・高

等学校長

寺島光一郎 北海道乙部町長

長尾ひろみ 広島女学院大学長

橋本 都 青森県教育委員会教育長

濱田 純一 東京大学総長

菱沼 典子 聖路加看護大学教授、看護学部長兼研究科長

平尾 誠二 神戸製鋼ﾗｸﾞﾋﾞｰ部ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ兼総監督、特定非営利活動法

人ｽﾎﾟｰﾂ･ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｱﾝﾄﾞ･ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ機構理事長

宮崎 緑 千葉商科大学教授、政策情報学部長

無藤 隆 白梅学園大学子ども学部教授兼子ども学研究科長

村松 泰子 東京学芸大学長

森 民夫 長岡市長

（３０名）
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第６期中央教育審議会大学分科会委員

委 員：平成23年２月 1日発令
臨時委員：平成23年２月21日発令
専門委員：平成23年２月21日発令

◎分科会長，○副分科会長
（委 員）９名

◎ 安 西 祐一郎 日本学術振興会理事長
浦 野 光 人 株式会社ﾆﾁﾚｲ代表取締役会長，公益社団法人経済同友会幹事，

財団法人産業教育振興中央会理事長，社団法人アグリフュ
ーチャージャパン理事長

金 子 元 久 筑波大学大学研究センター教授
北 城 恪太郎 日本ｱｲ・ﾋﾞｰ・ｴﾑ株式会社相談役，公益社団法人経済同友会

終身幹事，学校法人国際基督教大学理事長
長 尾 ひろみ 広島女学院大学長

○ 濱 田 純 一 東京大学総長
菱 沼 典 子 聖路加看護大学教授，聖路加看護大学看護学部長兼看護学

研究科長
宮 崎 緑 千葉商科大学教授，政策情報学部長
村 松 泰 子 東京学芸大学長

（臨時委員）２０名
有 信 睦 弘 東京大学監事
樫 谷 隆 夫 公認会計士・税理士
勝 悦 子 明治大学副学長

○ 河 田 悌 一 日本私立学校振興・共済事業団理事長
川 嶋 太津夫 神戸大学大学教育推進機構教授
北 山 禎 介 三井住友銀行取締役会長，公益社団法人経済同友会副代表

幹事・教育問題委員長
佐々木 雄 太 名古屋経済大学・名古屋経済大学短期大学部学長
佐 藤 弘 毅 目白大学・目白大学短期大学部学長
佐 藤 東洋士 学校法人桜美林学園理事長，桜美林大学総長
島 田 尚 信 ＵＩゼンセン同盟副会長
清 家 篤 慶應義塾塾長
谷 口 功 熊本大学長
中 込 三 郎 学校法人中込学園理事長，

全国専修学校各種学校総連合会顧問
中 西 友 子 東京大学大学院農学生命科学研究科教授
中 野 正 明 京都華頂大学・華頂短期大学学長
林 勇二郎 独立行政法人国立高等専門学校機構顧問
深 尾 京 司 一橋大学経済研究所教授
宮 田 裕 子 ﾕﾆﾘｰﾊﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社取締役人事総務本部長
山 田 信 博 筑波大学長
吉 田 文 早稲田大学教育・総合科学学術院教授

（専門委員）４名
川 村 隆 日立製作所会長
黒 田 壽 二 金沢工業大学学園長・総長
小 林 雅 之 東京大学大学総合教育研究センター教授
白 井 克 彦 放送大学学園理事長

計 ３３名
＊役職は平成２４年６月２５日現在
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第６期中央教育審議会大学分科会
大学教育部会委員

委 員：平成23年２月１日発令

臨時委員：平成23年２月21日発令

専門委員：平成23年５月25日発令

◎部会長，○副部会長

（委 員） ４名

浦 野 光 人 株式会社ニチレイ代表取締役会長，公益社団法人経済

同友会幹事，財団法人産業教育振興中央会理事長，社

団法人アグリフューチャージャパン理事長

金 子 元 久 筑波大学大学研究センター教授

長 尾 ひろみ 広島女学院大学長

宮 崎 緑 千葉商科大学教授，政策情報学部長

（臨時委員） ６名

川 嶋 太津夫 神戸大学大学教育推進機構教授

◎ 佐々木 雄 太 名古屋経済大学・名古屋経済大学短期大学部学長

佐 藤 弘 毅 目白大学長・目白大学短期大学部学長

〇 谷 口 功 熊本大学長

林 勇二郎 独立行政法人国立高等専門学校機構顧問

吉 田 文 早稲田大学教育・総合科学学術院教授

（専門委員）１０名

荻 上 紘 一 大妻女子大学長

〇 黒 田 壽 二 金沢工業大学学園長・総長

高 祖 敏 明 学校法人上智学院理事長

篠 田 道 夫 桜美林大学大学院教授，日本福祉大学常任理事

鈴 木 典比古 公益財団法人大学基準協会専務理事

田 中 愛 治 学校法人早稲田大学理事，早稲田大学政治経済学術院教授

長 束 倫 夫 千葉県立東葛飾高等学校教諭

納 谷 廣 美 学校法人明治大学学事顧問

濱 名 篤 関西国際大学長，学校法人濱名学院理事長

山 田 礼 子 同志社大学社会学部教授，

同志社大学高等教育・学生研究センター長

計 ２０名

＊黒田委員の発令日は平成 年２月 日23 21
＊荻上委員の発令日は平成 年５月 日23 23
＊長束委員の発令日は平成 年７月５日23

＊役職は平成 年６月１日現在24
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第６期中央教育審議会大学分科会
大学院部会委員

委 員：平成23年２月１日発令
臨時委員：平成23年２月21日発令
専門委員：平成23年５月23日発令

◎部会長，○副部会長

（委 員） ２名
金 子 元 久 筑波大学大学研究センター教授
菱 沼 典 子 聖路加看護大学教授，聖路加看護大学看護学部長兼看

護学研究科長

（臨時委員） ９名
◎ 有 信 睦 弘 東京大学監事

勝 悦 子 明治大学副学長
川 嶋 太津夫 神戸大学大学教育推進機構教授

○ 河 田 悌 一 日本私立学校振興・共済事業団理事長
清 家 篤 慶應義塾塾長
田 中 成 明 財団法人国際高等研究所副所長
中 西 友 子 東京大学大学院農学生命科学研究科教授
深 尾 京 司 一橋大学経済研究所教授
山 田 信 博 筑波大学長

（専門委員）１５名

有 川 節 夫 九州大学総長
板 橋 英 之 群馬大学工学部長
伊 丹 敬 之 東京理科大学大学院イノベーション研究科長
荻 上 紘 一 大妻女子大学学長
桐 野 髙 明 独立行政法人国立病院機構理事長
小 泉 潤 二 大阪大学大学院人間科学研究科教授
五 神 真 東京大学大学院理学系研究科教授，東京大学副学長
椹 木 哲 夫 京都大学工学研究科機械理工学専攻教授
菅 裕 明 東京大学大学院理学系研究科化学専攻教授
角 南 篤 政策研究大学院大学准教授
続 橋 聡 日本経済団体連合会産業技術本部長
中 村 道 治 独立行政法人科学技術振興機構理事長
本 間 謙 二 北海道教育大学長
松 田 良 夫 東レ株式会社研究・開発企画部主幹・担当部長
吉 川 裕美子 独立行政法人大学評価・学位授与機構教授

計 ２６名

＊田中委員の発令日は平成 年５月 日23 10
＊役職は平成 年４月９日現在24
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